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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　はじめに




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていたのだ。




　この本はＴＲＰＧ、『ダブルクロス』のリプレイです。




「ＴＲＰＧ」？　『ダブルクロス』??　「リプレイ」[image: はてなさん]





　いきなり専門用語が出てきて面食らってしまった人もいるかもしれませんね。

　ここはとりあえず、基本的なところから説明していきましょう。




　ＴＲＰＧというのは「テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム」という、ひとつのゲームジャンルの呼称を略したものです。

　このうちロールプレイング・ゲームについては知ってる人も多いでしょう。そう、ＴＶゲームやオンライン・ネットワーク・ゲームでおなじみの、ゲーム中のキャラクターを操って冒ぼう険けんする、あの〝ＲＰＧ〟のことです。

　それをふまえて一番シンプルに説明すると。ＴＲＰＧとはコンピュータなしでもできる、とても面白いＲＰＧだということになります。

　詳くわしいことは本書巻末の「なぜなにダブルクロス講座」に書いてあります。気になる方はそちらを先に読んでもいいでしょう。




　続いて、『ダブルクロス』というのはＴＲＰＧの中の一作品になります。

　このゲームのセカンドエディション、つまり改かい訂ていされた第二版が二〇〇三年二月に富士見書房から発売されるのです。

　この本では、その『ダブルクロス』というゲームがいったいどんなゲームなのか。そして実際にどうやって遊ぶのかを、とても楽しく解説してあります。

　また、『ダブルクロス』がどれほど面白いのかは、本書を読み進めてもらえば自然と分かるようになっています。




　最後に「リプレイ」というのは、ゲームの遊び方や雰ふん囲い気きを伝えるために実際にゲームをプレイして、それを読み物の形で書き起こしたものです。

　もちろん読むだけでも楽しいのですが、真の効果は別にあります。それは、ゲームをプレイしたくてたまらなくなるという効果です。

　そういう方はぜひ『ダブルクロス The 2nd Edition』をプレイしてみてください。きっとリプレイ以上に面白いゲームを楽しむことができるでしょう。




　さあ、ページをめくってください。

　そこにあなたの知らない、変貌してしまっていた世界が待っています。
















　昨日と同じ今日。

　今日と同じ、明日あした───。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変貌していたのだ。

　今より少し未来、世界は未知のウィルスによって侵しん蝕しよくされていた。

　中央アジアの遺い跡せきで発見された、そのウィルスの名は〝レネゲイド〟。それに侵蝕された者は〝オーヴァード〟と呼ばれ、さまざまな超ちよう人じん的てきな力を得ることとなった。〝シンドローム〟という名で系統化されたそれらの能力は、本来の人間では不可能なことも可能にした。

　だが、超常の力を持つオーヴァードには、常に危険な問題がついてまわった。

　人間性の低下、暴走などと呼ばれている現象──すなわちジャーム化である。

　レネゲイドに侵蝕された者による事件は日増しに増大していった。そのため、各国政府はひとつの組織の提唱のもと、レネゲイドに関係する情報を封ふう鎖さ、秘ひ匿とくした。

　その組織は〝ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク〟、通常はその頭文字を取ってＵＧＮと呼ばれる。オーヴァードと一いつ般ぱん市民の共存を掲かかげ、レネゲイド事件に対処するための組織である。ＵＧＮは、世界の裏で日夜戦いを続けている。

　そう、すでに世界は変貌しているのだ。

　皆がそれを知らないだけで……。
















Mission 00・産み落とされた四人の〝オーヴァード〟

～大騒ぎのキャラクターメイク～







◆Scene 01◆遊びにきた困った面々




　とゆーわけで、二〇〇二年某ぼう月某日───。

　ここ、ゲーム制作会社・ファーイーストアミューズメントリサーチ社の会議室に、五人の男女が集結していた。

　富士見書房より出版されるＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』、そのプレイ収録のためである。

　机の上に散乱するのはお菓か子しとペットボトル、キャラクター・シートにルールブック、そして無数の十面ダイス。ここに、ＴＲＰＧを遊ぶ時の……毎度おなじみの光景があった（笑）。

　今回、プレイのために集結したメンツは次のとおりである。




菊池たけし

　通称きくたけ。『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』（いずれもエンターブレイン刊）＆そのリプレイシリーズを手がけるＴＲＰＧデザイナーにしてライターだ。今回は、ゲームマスター＆リプレイ執しつ筆ぴつを務める。必殺技わざは〝（笑）〟と〝美少女読者参加ゲーム〟。


本人からひと言「今、世界は滅びの時を迎むかえようとしていた。うひひ」






クレバー矢野

『ダブルクロス』のゲームデザイナーにして、ＴＲＰＧ界の若き王子さま。たまに矢野俊策という本名で呼ばれることもあるが、最近はもっぱら〝王子〟だの〝クレバー先生〟だの〝アンドロメダ〟だの〝主食は薔ば薇ら〟だのと言われる。弱点はウメボシとピーナッツ。


本人からひと言「『ダブルクロス』がんばるでくれば～」






かわたな

　本名は田中信二だが、いつもかわいそうな目にあうことから〝かわいそうな田中〟……略して〝かわたな〟と呼ばれる。いや、そうとしか呼ばれない（断言）。基本的に主人公体質で、首の横についているボタンを押おすとかっこいいセリフがさらさら出てくる変な男。ＴＲＰＧの制作担当者でもある。


本人からひと言「幸せがほしい」






田中天

　変な男。本職はゲームライターのはずだが、まれに声優もする、わけのわからん奴やつ。あ、ＴＲＰＧを愛する良い子のみなさんにあらかじめ言っておこう。彼がプレイ中にとる行動は、むやみにマネをしてはいけない。……とほほ。


本人からひと言「けけけけ結婚しよう!?」






藤井忍

　かけだしゲームライターの女の子。今回の紅一点。今回集まったプレイヤー中、唯ゆい一いつの良識派だ。まれに「はにゃー」だの「うぐぅ」だの素敵な怪音を発するが。大学では遺伝子の研究をしている、『ダブルクロス』を遊ぶために生まれてきたような女である。


本人からひと言「……は、はにゃ？」






　……こんなあやし……いや、オリジナリティたっぷりな面々を相手とし。

　───本セッションは開始された。







◆Scene 02◆ゲームの前から騒さわぐ者たち




きくたけ：つーわけで、『ダブルクロス The 2nd Edition』プレイを始めよう！

一同：おー、ぱちぱちぱち───っ!!

きくたけ：今回のセッションはリプレイとして書き起こされ、文庫で発売されまーす。わたしゃ起こった出来事はそのまま記事にしちゃいますんで、恥はじをかきたくなかったら言動・行動は注意するように（笑）。

天：ほうほう富士見書房っ！　富士見と言えば……………………なあ、ドラゴンマガジンってまだ発売されてるんだっけ？




　のっけからそーくるか。




クレバー矢野：発売されとるわっ！（スパーン！　と、天の頭をはたく）

天：ぶぶぶぶぶったっ!?（←裏返った声）ぶたれましたよっ!?

きくたけ：うるせえっ!!（笑）

かわたな：とにかく、とっととキャラを作りましょう（笑）。

ＧＭ：ほんじゃ、これが今回のシナリオのハンドアウトでーす。




ＰＣ①

　キミは、かつて過か酷こくな戦いの中にその身を投じていた。

　だがある時、気づいたのだ。自分にとってもっとも大切なものがなにか、ということに。

　そして今、キミは〝日常〟という、居場所の中に身を置いていた。

　そこが、単なるかりそめの場所であることに薄うす々うす気づきながら───。


推すい奨しようワークス：高校生　推奨カヴァー：高校生

シナリオロイス：佐島祐一

推奨感情　ポジティブ：親友　ネガティブ：自由






ＰＣ②

　キミが、ＵＧＮのＳ市支部に支部長として赴ふ任にんしてきたのは、三日前のことだった。

　最近、Ｓ市で頻ひん発ぱつする連続殺人事件の影に、ひとりの悪あしきオーヴァードの存在が確認されたからだ。その男は、コード名〝ロード・オブ・アビス〟と、いった。

　キミは、幼いころに自分を引き取り、育ててくれたＵＧＮエージェント・長瀬への恩義に報むくいるためにも、この事件を解決せねばならない。


推奨ワークス：支部長Ｂ　推奨カヴァー：高校生

シナリオロイス：長瀬明

推奨感情　ポジティブ：信頼　ネガティブ：自由






ＰＣ③

　かつて、キミの家族は、そしてキミ自身は、ひとりの男に殺された。

　男の名は、ロード・オブ・アビス。

　奴が、キミを非日常の世界に誘さそうきっかけだった。

　今、暗殺者という裏うら稼か業ぎようにその身を置きながら、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。

　復ふく讐しゆうの、機会を。


推奨ワークス：暗殺者　推奨カヴァー：エージェント

シナリオロイス：ロード・オブ・アビス

推奨感情　ポジティブ：自由　ネガティブ：憎ぞう悪お






ＰＣ④

　キミは、高校生でありながら、ＵＧＮに協力するフリーのエージェントだ。

　キミはある夜に、たまたま見てしまった。その、殺人現場を。

　すぐに直感した。

　ヤツらが、今Ｓ市を恐きよう怖ふに陥おとしいれている連続殺人事件の犯人なのだ、と。

　キミの闘とう争そう本能が、うずいた。


推奨ワークス：高校生　推奨カヴァー：高校生

シナリオロイス：ブルー・ビースト

推奨感情　ポジティブ：自由　ネガティブ：憎悪






ＧＭ：……と、こんなとこだ。ささ、自分の好きなものを選びたまえ（笑）。……あ、なお。今回の物語は、とある雪国の高校から始まるので、それに基づいてキャライメージや設定を作ってねー（笑）。

藤井：雪国？　北の地方の街が舞ぶ台たいなんですかー。

ＧＭ：ええ。両手には降り注ぐかけらをって感じで（笑）（←わからないって）。

クレバー矢野：とにかくハンドアウトを選びましょう。ＰＣ①は主人公っぽいのでかわたなさんで決定、と。

かわたな：決定かよっ!?（爆ばく笑しよう）

藤井：あ。他に希望者いなければ、あたしは支部長がやりたいですー！

クレバー矢野＆天：はい、どうぞ（笑）。

藤井：わーい、やりたかったんだーえらいんだぞーえらいんだぞーさからうなー！（笑）

天：で、支部長ってなんだ（笑）。

クレバー矢野：ＵＧＮは、各地に支部を持つんですよ。支部長と言えば、そこのトップ、ということです。

ＧＭ：大田区南みなみ馬ま込ごめ一丁目支部です。

一同：せまっ!?

ＧＭ：冗じよう談だんだ。

天：一地区のトップってことは、本部があるんだよな？　そこの命令で動いたりするんだよな？　……支部長ってただの中間管理職じゃねえか（笑）。

ＧＭ：中間管理職ゆーな。

藤井：あ。ハンドアウトの指定とちがうけど、年ねん齢れいは中学生くらいでもいいですか～？　ふだんはドジだけど、任務時にはキリっとシリアスになります（笑）。

ＧＭ：おお、それは萌もえ（笑）。ＯＫだ。

クレバー矢野：で。天は……。

天：暗殺者っ!!　これだ、俺おれにはこれしかありませんよっ？（一同爆笑）

クレバー矢野：は、そーゆーと思ってた（笑）。じゃあ、自分はＰＣ④で（笑）。で、他になんか指定あります？

ＧＭ：あ、ＰＣ④は、天くんのＰＣ③と絡からみやすい設定だとうれしいかな。

クレバー矢野：天と？

天：親子とか？

クレバー矢野：お前の子供なんて死んでもいやだ。

天：（野太い声で）なんでそんなことを言うんだ息子むすこよ───っ!?

クレバー矢野：うるせえっ!!（笑）

天：パパ───っ!?（爆笑）

クレバー矢野：もっといやだっ!!（爆笑）

天：そうそう。今回は、ハードボイルドでいきますですよ。酒飲みますよ。タバコも吸いますよ。

一同：それだけでハードボイルドかよっ!?（大爆笑）

天：〝パンパンパン！〟（←突とつ如じよ、両手で自分の顔面をはたく）……ぅふう…………。

ＧＭ：って、なんだよいきなりっ!?（笑）

天：あ、いや。気合い入れてるんですよ。

クレバー矢野：奇き怪かいなことすんなよっ!!（笑）

天：そう言うな、息子よ。

クレバー矢野：だから息子じゃねえってば！（笑）

天：あ、じゃあ実の兄弟ってのはどうだ。

クレバー矢野：まあ、それくらいなら……。

ＧＭ：どっちが兄だ。

クレバー矢野：俺、弟のほうがいいっす。バカ兄貴に悩なやまされる弟（笑）。でも、高校生なので生活は兄貴の仕送りに頼たよっている（笑）。

ＧＭ：わはは、んじゃそれで（笑）。

天：（野太い声で）弟よ───っ!?　兄者───っ!!

クレバー矢野：勝手に俺のセリフ作んなよっ!?　てか、少しだまれっ!!（笑）

天：うごごー。

ＧＭ：わはは（笑）。んじゃ、キャラを作りまーす。今回は〝フルスクラッチ方式〟でいくよん。

一同：ほーい。




　……こーして。ハンドアウトを選んだあと、キャラクターの作成は始まった。




「さて、シンドロームはなんにするかな」

「やっぱ主人公といえば、〝キュマイラ〟〝ハヌマーン〟系か？（笑）」

「うわ、ベタベタだ（笑）。でも、〈獣じゆう化か〉するのはこの手のドラマの基本だしなあ」

「てことは、かわたなさんは近接距きよ離りの白はく兵へい戦せん闘とう系けいですね～」

「じゃあ、俺は氷系の能力を持った〝サラマンダー〟にして、射しや撃げき系にしますわ」

「あれ、クレバー先生、〝オルクス〟取らんの？　あれ、かっこいいやん。自分の〝領域〟を作る能力」

「なにっ、弟よ〝オルクス〟取るのか。俺も取ろうと思ってたのに」

「天くん、〝モルフェウス〟取ってよ（笑）。物質を別のなにかに変異させる能力」

「えー、あまりかっこよくないっぽいー」

「そうか？　〝モルフェウス〟の能力、かっこいいやん。腕うでをバキバキバキと銃じゆうに変異させたり、地面を鉄に変えて剣けんを引き抜ぬいたり。かっこいい……かっこいいのだ！　〝モルフェウス〟はかっこいいっ！」

「（裏返った、あわてふためく声で）そ、そうだ……っ……かっこいいっ、かっこいいっ!?　俺はなんてかっこいいんだっ!?（←誰もそんなことは言ってない）（突然渋しぶい声に切り替かわって）……ほう、〝モルフェウス〟。なかなかいいではないか」

「変わりすぎだっ!!」

「で、藤井さんはどーする？」

「んー……みんなが戦闘系だからサポート能力系を持ったシンドロームで行こうと思うんですけど」

「あ、たしかにいると便利」

「じゃあ、《プロファイリング》とか《アドヴァイス》《生き字引》とか強いので、〝ノイマン〟のピュアブリードでいきます～。ほぼ完全サポート系。戦闘はおまかせします～」

「おお、〝ノイマン／ノイマン〟かー。人間コンピュータ。そんな感じ」

「うむ、私は〝モルフェウス／エンジェルハィロゥ〟でいくか」




　ぎゃあぎゃあ騒ぎながら、キャラの持つ〝シンドローム〟と方向性を決めていく四人。

　これさえ決まってしまえば、あとは早い……はずだった。




「技能って何個取れるんだっけー」

「選んだワークスで決まっている五コと、あと５レベル分を自由にわりふりー」

「えっと、〝エフェクト〟は８レベル分取れるんですよねえ？」

「そうそう。ひとつの特殊能力エフエクトは最大２レベルまで重ねてよし」

「あ、あたしはピュアブリードだから３レベルまで取得できるー」

「うおおっ、射撃戦キャラだから〈白兵〉いらねーっ!!　【社会】いらねーっ!?」

「選んだ〝ワークス〟で自動的に取得しちゃうんだからしかたあるめえ。暗殺者にしたのはお前自身だ（笑）」

「あうぅ～っ!?　ライフパス振ふったら、〝生まれ〟で〝疎うとまれた子〟が出ました」

「うん。いいじゃん、悲しい過去を持ってる感じで（笑）」

「そのあとに〝大事故〟で死にかけてるんです～。これって……」

「えっと、中学生でありながら、支部長になるほどなんだからＵＧＮとは事故のころからずっと関わるくらいしてるよなあ」

「ええ」

「……そうか！（ポン）その事故は、きっとＵＧＮが仕組んだものだったんだ！」

「は、はいっ!?」

「キミの身体からだの中に眠る、〝レネゲイド・ウィルス〟の力。それを欲したＵＧＮの誰かが、キミを手に入れるべく事故を仕組んだ。そんなことを知らず、キミはＵＧＮでエリートとして育てられた」

「おお、繫つながった（笑）」

「は、はにゃ～っ!?（笑）」

「じゃあ、俺は元ＵＧＮだったが、親をある人物に殺されて……───」

「おい、天。キャラの名前は？　俺たち兄弟だから名字を同じにしないと」

「ふむ、姓せいは決まってないが……名は決めた」

「なんて名前？」

「アクセル」

「なんだそれわっ!?」

「名前」

「じゃなくてっ!!　てめーと俺は兄弟なんだから日本人名にしろよっ!!　日本のふつーの高校に通ってるんだぞ俺わ───っ!?」

「えー。でも俺、イタリア出身のマフィアですよ？」

「どんな兄貴だよっ!?」

「ち、しょうがない。日本人にするか（←けしけし、と名前を書き換かえている）」




　……和気あいあいと話しながら自分のＰＣを組み上げていく。

　んでややあって。




　ここに、四人の〝オーヴァード〟は誕たん生じようしたのであった。














































◆Scene 03◆生まれ出し者たち


───［自じ己こ紹しよう介かい］






　キャラクターの作成を始めてから約二時間。

　なんとかデータは作り終えてみる。

　……が、すでに全員、騒ぎすぎて疲ひ労ろうしまくっていた。




かわたな：つ、疲れた……。

きくたけ：……なんでこんなに時間がかかったんだ…………ふつうにやれば、一時間くらいで終わるのに……。

天：なんででしょうねえ。

きくたけ：……（ジト目で天を見る）。

天：なんですか？　その〝原因は俺さまが騒いだから〟とでも言いたげな瞳めは。




　事実そのとーりである。




きくたけ：んでわ、みなさん。自分のキャラを自己紹介といきましょう。




・田中天の場合


…………［上月 永斗（こうづき・ながと）］

───モルフェウス／エンジェルハィロゥ

伝説の暗殺者（自称）／暗殺者






ＧＭ：んじゃ、まずは天からいこう。

天：はい。……（ナレーション風の渋しぶい口調で）俺の名前は上月永斗。コードネームは、〝ガンズ＆ローゼス〟。早はや撃うち〇．〇三秒。頼たよりになるフリーランスの暗殺者だ（一同大爆笑）。貧まずしい家庭に生まれたが、それはそれで幸せに暮らしていた。母親は弟を産んで死んでしまった。だが、それはいい。

一同：いいのかいっ!?（爆笑）

天：（ナレーション風の渋い口調で）母親は、今でも俺の心の中に生きている。そして学生だったある日。目の前で父親を何者かに殺され、俺も死んだ。その時、俺は無力だった。世界に絶望していた俺は、これで終われる……そんなある種の安あん堵ど感かんに包まれていた。が！　そこでレネゲイド・ウィルス覚かく醒せい！　〝オーヴァード〟として蘇よみがえってしまう。まあ、生き返っちゃったもんはしかたあんめぇ、と、とりあえず父親の仇かたき討うちを開始した。

クレバー矢野：とりあえずかよっ!?（爆笑）

天：その後、俺の力に目をつけたＵＧＮに勧かん誘ゆうされ、一時は身を置くも組織というものの限界を感じて脱退。以後、フリーランスにして伝説の暗殺者として活動している。あ、もちろんイリーガルとしてＵＧＮの依い頼らいを受けることもあるぞ。

一同：…………。

きくたけ：こ、濃いな……。では、次のひ……。

天：ああっ、待って！　まだ終わってない！

かわたな：まだあんのかっ！（笑）

天：俺の得意な得物は〝銃〟。いついかなる時もターゲットを正々堂々、正面から暗殺する。

一同：どんな暗殺者だよっ！

天：（いきなりチンピラ口調になって）命たまとったらあああああ！　ずぎゅーんずぎゅーんっ!?（大爆笑）

きくたけ：ただの鉄てつ砲ぽう玉だまじゃねえかっ!!（笑）

天：ところで、ＧＭＧＭ。今回の敵って、不意打ちしてきます？

きくたけ：ああ、今回のボスは……って……さらっと聞くなよっさらっと!!

天：いやいや、もし不意打ちしてくるなら、《天からの眼》をとっておきたいんですよ。不意打ちされると、こっちが射撃する時に＋５のボーナスが入る。で、俺さまはかっこよく不意打ちをかわしてずぎゅーん、と。

きくたけ：人の話を聞け───っ!?

天：じゃあ、取得するので不意打ちしてくれます？

クレバー矢野：戦闘になる時は正面から堂々と攻撃してくることのほうが多いと思うが（笑）。

天：そしたらガンとばして言いますですよ。「（チンピラが因いん縁ねんをつけるよーな口調で）どーしてお前は真正面からくるんだあぁ……あ～～？（←裏声……というか文字では表現できない）」

きくたけ：死んでしまえ。

天：俺のうしろに立て！（一同大爆笑）

きくたけ：うるせえよ、この逆ゴルゴがっ！（爆笑）




・藤井忍の場合


…………［薬王寺 結希（やこうじ・ゆうき）］

───ノイマン／ノイマン

中学生／ＵＧＮ支部長Ｂ






きくたけ：というわけで、次。藤井さん。

藤井：は、はい……えー天さんのあとに自己紹介するのやだなあ……（爆笑）。

天：では、俺がかわりに自己紹介してやろうか？




　それは〝自己紹介〟とは言わない。




かわたな：ささ、気にせず自己紹介の続きを（笑）。

藤井：あ。えー、名前は薬王寺結希、十四歳さいの女の子。シンドロームは〝ノイマン〟のピュアブリード。頭いいんだぞー、って感じです（笑）。コードネームは〝運命の導き手（フェイト・インジケーター）〟。ワークスはＵＧＮの支部長Ｂパターンで、カヴァーは中学生（笑）。学校に行ってる時はドジっ娘こですが、任務につくとシリアスになります（笑）。えと、振ったライフパスによると、どうも仕組まれてＵＧＮに入ったみたいです～（笑）。

かわたな：支部長ってことは、部下がいるのかな。

きくたけ：何人くらいいるんだろう。

天：ばーんと八〇〇人。




　てきとーぬかすな。




クレバー矢野：そうだなあ、たぶん二十人くらいはいるんじゃないですかね。

藤井：そう思って、キャラクター作成時に取るロイスの中に、部下をひとりいれましたー。シナリオに出してくれるとうれしーなー、と（笑）。

きくたけ：おお、部下がいるんだ。ロイスの中に（笑）。ロイスって、そのＰＣの日常の象しよう徴ちよう……大事に想ってる存在だぞ？（笑）女上司が男部下に……なんかいろいろ想像させるいい設定だ（笑）。

藤井：いやあ、初期のロイスって三人結ぶじゃないですかあ。霧谷（ＵＧＮのえらい人）と友人を設定したら、ひとり分あまったんで部下にしただけですよ～。

きくたけ：その大事な部下の名前はなんてーの？

藤井：決めてないですけど……えー、じゃあ、湯瀬 樹（ゆぜ・いつき）くんで（笑）。

きくたけ：ういうい（にやーり）（←なにか思いついたらしい）。

藤井：あ。ライフパスの〝経験２〟で〝命を賭かけた恋こい〟が出たんですが、これは過去の経験でなく、これから起きる出来事ってことにしたいです（笑）。

ＧＭ：うい、考慮しておきましょう（笑）。んじゃ次ー！




・クレバー矢野の場合


…………［上月 司（こうづき・つかさ）］

───オルクス／サラマンダー

高校生／高校生






クレバー矢野：じゃあ、次いきます。えー、名前が上月司（こうづき・つかさ）、コードネームは〝紺碧の刻印アイスブランド〟で、十七歳の高校生です。天のキャラの弟とゆーことで（笑）。

きくたけ：えっと、シンドロームは〝サラマンダー〟と〝オルクス〟か。氷系のエフェクトでまとめてるんだっけ？

クレバー矢野：うい。氷で遠距離戦型っす。

きくたけ：氷の結界を張って攻撃か。かっちょいいぞ（笑）。

クレバー矢野：ええ（笑）。で、母親は、俺を産んですぐ死んだらしいので、ロイスには入れてません。父親が死ぬ光景は、兄貴といっしょに目撃している。

きくたけ：てか、兄貴もいっしょに殺された光景を見てるはずだ（笑）。

クレバー矢野：……で、たぶんですね、ＵＧＮには兄貴と一緒にお世話になっていたんですよ。兄貴が組織を抜けたあとも、俺は居残ってお世話になっている（笑）。まあ、生活は兄貴の仕送りによって成り立っているんですが（笑）。

天：ぐはは、そう、お前は俺が暗殺で得た金で育ったのだ……って。おい、弟よ。

クレバー矢野：なんだ、バカ兄貴。

天：なんでお前は【ＨＰ】が16もあるのだ？

クレバー矢野：え？（ひょい、と天のキャラクター・シートをのぞき込む）……兄貴の【ＨＰ】は───８っ!?　俺の半分しかねーじゃねーかっ!!（笑）

天：（あわてふためく声で）お、弟よっ!?　おれ、もろいぞっ!?　（死にそうな声で）お、おお……弟よ、兄ちゃん、もうだめだ。ぱたん。

一同：ゲーム始める前から死ぬなああああっ!?（大爆笑）

クレバー矢野：あ、待てコラ!!　計算まちがってるし!!　【ＨＰ】12だ!!

天：おお!?　一気に一・五倍!?　それでも少ないが!!（爆笑）

ＧＭ：は、はいはいはい、次ーっ!!（笑）トリは、かわたなー！




・かわたなの場合


…………［檜山ケイト（ひやま・けいと）］

───キュマイラ／ハヌマーン

高校生／高校生






かわたな：えーと、名前は檜山ケイト。ワークスもカヴァーも高校生。コードネームは〝ソニック・ブレード〟。野良オーヴァードをやっている……って、野良オーヴァードってなんだろう（笑）。

ＧＭ：ああ、基本的にはイリーガルな協力者ってこと。ただ、積極的にはＵＧＮには関わらないようにしている……そんなんでどう？

かわたな：じゃ、それで（笑）。過去に、いろんなむごい経験をし、もうこんな戦いの場には足を踏ふみ入れたくない、そんなことを考えてる。大事なのは、自分の友人たち。彼らには、自分が超ちよう常じようの力を使えることをひた隠かくしにしている。この平和な日常を失いたくないから。

ＧＭ：いちばん『ダブルクロス』らしい設定だ（笑）。

かわたな：で、びんぼーです。

一同：びんぼーかいっ!!（笑）

かわたな：しかも普ふ段だんは影かげが薄うすいです。

一同：薄いんかっ!?（爆笑）

きくたけ：〝キュマイラ／ハヌマーン〟だっけ？　エフェクトはどれ系？

かわたな：基本的には《完全獣じゆう化か》と《獣けものの力》を中心にエフェクトを取りました（笑）。いざとなったら、獣となって暴れる！　あと、《電光石火》を取ったんだけど。

きくたけ：それって、自分の【ＨＰ】を削りながら、クリティカル値を下げるエフェクトだよね。

かわたな：です。が、【ＨＰ】を回復するエフェクトは持ってないのです（笑）。だれか、ぷりぃず！（笑）

クレバー矢野：は、ひとつも取ってません（笑）。

藤井：こっちも（笑）。シンドロームで〝ソラリス〟を誰も取ってませんからねえ。回復なら〝ソラリス〟ですよ～。

ＧＭ：天くんの取った〝モルフェウス〟には、回復系ないの？

クレバー矢野：あるけど、こいつ回復エフェクトなんて取る気ないっすよ。

天：さらさらないです（きっぱり）。

藤井：はにゃ～。

かわたな：天くん、回復系を取り直してくれ！　ユー・アー・サポーター！（笑）

天：ノノノ、アイム・ガンマンっ！（大爆笑）




　　　　＊　　＊　　＊




　……とまあ。

　そんなこんなで、今回の物語に登場するやつらは出そろった。




きくたけ：……。




　───ＧＭきくたけの心に一いち抹まつの不安を残して。
















◆Scene 04◆キミたちいったいどんな関係？


───［ＰＣ間ロイス］






きくたけ：んでわ、自己紹介が終わったところでプレイに入ろうか。あ、その前に〝ＰＣ間ロイス〟を決めまーす。

一同：はーい。




『ダブルクロス』では、プレイの始めにゲームに登場するＰＣ同士がどんな関係にあるかを決定するのだ。




きくたけ：えと、今回はＧＭである私の指示した順番に、人間関係を結んでくれい。えっと、最初は……藤井さん→かわたなのキャラへの関係を決めよう。




薬王寺結希→檜山ケイト

藤井：それじゃ、決めます……（ダイスを振る）ええと、ポジティブの感情が〝好こう奇き心しん〟、ネガティブが〝隔かく意い〟。

きくたけ：好奇心？　結希とケイトは、いったいどこで出会っていたんだ（笑）。

ケイト：僕ぼくは昔、戦いの中に生きていたので、ＵＧＮとの接せつ触しよくもあったんでしょう。

きくたけ：あ。……藤井さん。

藤井：はい？

きくたけ：たしかキミ、ライフパスで〝命を賭けた恋〟を持っていたねえ（ずい）。

藤井：はい。

きくたけ：しかも、これから起こる出来事にしたいんだったねえ（ずずいっ）。

藤井：は、はい。

きくたけ：すると、その対象となる人物が必要だねえ（←笑顔）。

藤井：その笑顔がこわいです。




　失礼な。




藤井：でも、言いたいことはわかりました（笑）。

きくたけ：うむ。きみ、支部長だし、ＵＧＮの資料くらい閲えつ覧らんできるだろう。その中に登録されているケイトの写真を見て、きっと興味を持ってたりしたんだ。

藤井：うわー（笑）。……で、その経歴を見て、興味は持つけど、どこか住む世界がちがう……みたいな隔へだたりを感じていたんですね。とりあえず、表の感情は〝好奇心〟にしておきます（笑）。

きくたけ：うい（笑）。




檜山ケイト→上月司

きくたけ：んじゃ次。かわたな→矢野で（笑）。

かわたな：では決めまーす。（ダイスを振る）……えっと、〝ポジティブ〟な感情が…………〝信頼〟？　信頼してるのか？（笑）

クレバー矢野：きっと、過去の戦いで共に闘たたかったことがあって、頼りになる存在だったんですよ（笑）。

かわたな：てことは、僕のすさんだ過去を知られているのか（笑）。じゃあ、それで（笑）。で、〝ネガティブ〟は（ダイスを振る）……〝劣れつ等とう感かん〟。なんで？（笑）

きくたけ：ああ、きっとキミは人としての日常にも帰れない、しかしもうその超常の力も使いたくない……そんな両りよう極きよく端たんな想いのまんなかで揺ゆれているんだな。で、強い信念のもとに戦い続ける上月司の生き様と自分をくらべて、どっちにもなれない自分の存在を卑ひ下げしてるんだ。

かわたな：じゃまあ、そんな感じで（笑）。表の感情は〝信頼〟にしておきます。




上月司→上月永斗

きくたけ：んじゃ、次はデキのいい弟からバカ兄貴に。

天：（邪じや悪あくかつザコっぽい口調で）ん～～？　デキのいいおとぅと～～？（一同爆笑）この世に兄より優れた弟なんていねえんだああ～～ぁ！（一同大爆笑）。

きくたけ：また濃こいネタを！（笑）

クレバー矢野：は、デキのいい弟（笑）から兄貴への感情は……（ダイスを振る）……ポジティブが〝同情〟（一同大爆笑）。

一同：同情かいっ!!（大爆笑）

かわたな：まあ、わかるよーな気がする（笑）。殺し屋となって生きるしかない兄貴の生き様に同情を感じるのか。弟を養うために、他に稼かせぐ方法を知らないってのは、じゅうぶん同情に値する（笑）。

天：（どもりながら）あ、あんちゃんな、お、お前だけはこっちの世界に来てほしく、ほしくないんだな（一同大爆笑）。お、俺が金を稼ぐからぁ……お、お前はなんの心配もしないでいいからな、な。

きくたけ：いい兄貴だ。

クレバー矢野：あ、ネガティブは〝脅きよう威い〟で（爆笑）。

一同：脅威なのかっ!?（大爆笑）

天：養ってやってるのにその仕打ちかっ!?

クレバー矢野：いやあ、兄貴はいずれ〝ジャーム〟になっちゃうんじゃないかと（笑）。

きくたけ：〝ジャーム〟にならんでもじゅーぶん脅威だ。

クレバー矢野：うい（笑）。表の感情は〝同情〟ということで（笑）。




上月永斗→薬王寺結希

天：で、俺さまは薬王寺にだな。（ダイスを振る）……ポジティブは〝有為〟、ネガティブは〝無関心〟だ。表の感情は〝無関心〟にしておくぞ。（渋い声で）だれがどこの地区の支部長になろうと、俺には関係ねえ。前に依頼を受けた時にはそれなりにデキる女だ、とは感じたが、な。

かわたな：暗殺者がＵＧＮからの依頼を受けるのか（笑）。

クレバー矢野：非合法な任務もある、ということで（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そんなところで！　キャラクター・シートにそこらの設定を書き写したところで、ゲーム本編のほうに入りましょう!!　今回は第一話らしく、実に『ダブルクロス』らしいシンプルなシナリオを用意しました。みなさん、お気楽にいきましょー！

一同：ういーす！（笑）
















Mission 01・青き獣 ─Blue Beast─











































　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆　ここにいる理わ由け。


───薬王寺結希






　───Ｓ市。

　日本の北に位置する、小さな雪の町。

　このＳ市のＵＧＮ支部を束たばねる少女は、部下からの連れん絡らくを、ひとり待っていた。

　そう、〝ミッション・コンプリート〟の連絡を。




ＧＭ：……とゆーわけで！　最初のシーンは結希のオープニングです（笑）。





『ダブルクロス』では、ゲームは〝シーン〟という場面単位に区切られ、演出される。映画やドラマで〝シーン〟という言葉があるが、それと同じようなものと考えていいだろう。

　この〝シーン〟をいくつも連ねて、ひとつの物語は紡つむがれていくのだ。






結希：あ、はい！　えっと、じゃあシーンに登場したので〝侵しん蝕しよく率りつ〟を上じよう昇しようさせます。（ダイスを振る）……２。基本値は25だから27に。





〝侵蝕率〟とはそのキャラクターが〝レネゲイド・ウィルス〟に身体からだを蝕むしばまれている程度を表わす数値だ。侵蝕率は、シーンに登場したり、超ちよう常じようの力である特とく殊しゆ能力〝エフェクト〟を使用することにより、どんどん上昇していく。

　侵蝕率は上がれば上がるほど、強い超常の力を発揮できるようになる反面───シナリオ終了時、この数値が１００％を越こえていると、人としての心を失い、〝ジャーム〟という化け物になってしまう。ジャームとなったＰＣはそのままＮＰＣとなってしまい、キャラクター・シートをＧＭに預けねばならないのだ。

　ゲーム上におけるキャラクターの〝死〟といってもよいだろう。






ＧＭ：とゆーわけで結希くん。ＵＧＮのＳ市支部で待機していたキミのもとに、部下の湯瀬 樹から連絡が入ったのは、ミッション開始から二時間後のことだった。

結希：あ、なにかの任務中なんですね。

ＧＭ：うむ。無線機を通して、湯瀬は言った。（悲鳴のような声で）『や、薬王寺……薬王寺さああんっ!?　だめですっ!?　ぼ、ボクじゃ……ボクたちじゃ……ああああああっ、くるなあああああああっ!?』（一同大爆笑）

結希：わああああっ!?　なに、いきなりっ!?（大爆笑）ゆ、湯瀬くん、どうしたの!?　状況を報告しなさいっ！

ＧＭ：『こ、こいつ強すぎ……化け物っ！　し、至急応おう援えん……あああああああ!!』（一同大爆笑）

結希：湯瀬くんっ!?　返事をしてっ!?

ＧＭ：その言葉に、キミがかぶっているヘッドホンから流れてきたのは、聞き慣れない男のくぐもった声。『いった……』

永斗：（突とつ然ぜん、邪じや悪あくな渋しぶい声で）『いったい、どこへ連絡している』（一同大爆笑）

ＧＭ：いきなり悪役のセリフを乗っ取るなああああああっ!?（一同大爆笑）

永斗：いや、こーゆーセリフを悪役ＮＰＣが吐はくシーンかと思いまして。

ＧＭ：い、いやそうなんだが（笑）。……ま、いいや（あっさり）。

結希：あ、あのう。……もうちょっと状況説明をしてもらえます？（笑）

ＧＭ：うむ。このＳ市という北の街では最近、通り魔ま的な殺人事件が立て続けに発生していた。それも異常なくらいの数がね。同時に多数の行ゆく方え不明者も出ているらしい。

結希：その事件ってもしや……。

ＧＭ：そのとおり。どーやらこの事件には、〝オーヴァード〟が関わっているらしいことが、ＵＧＮの調べで判明した。これに対処すべく、組織のエリートである結希のチームがＳ市に派は遣けんされたのが三日前のことだ。

結希：おー、エリートなんですか？（笑）

ＧＭ：うむ。弱じやつ冠かん十四歳さいの少女でありながら、その卓たく越えつした洞どう察さつ力りよく・解かい析せき能力は、全ＵＧＮスタッフの中でも三本の指に入ると言われている。

結希：おー。

ＧＭ：そして実際、着任からわずか二十四時間で、キミは事件の背後で糸を引く者を特定した。……その首しゆ謀ぼう者しやこそ、コードネーム〝ロード・オブ・アビス〟。敵対組織ファルスハーツのエージェントだ。

司：うわ、聞くからに強そうな名前。

ＧＭ：ＵＧＮの資料によれば、長年、要注意人物のトップクラスにあげられている謎なぞの男だ。かつて、ＵＧＮに数々の打だ撃げきを与あたえたこの男を、組織の全勢力をもってその〝処理〟にあたったものの……うち倒たおすどころか、その影かげさえ捕とらえることはできなかったという。

永斗：それをわずか二十四時間で追いつめたのか。結希は。

ＧＭ：うむ（笑）。あ、ちなみにその、過去の掃そう討とうミッションには、若き日の……ＵＧＮに所属していた頃ころの永斗も参加している。

永斗：（渋い声で）なにっ!?

ＧＭ：なぜならば。この〝ロード・オブ・アビス〟こそ、キミの父親を殺害し、キミ自身をこの世界に引き込んだ張本人だったからだ。

永斗：ぬう、こんなところにおったのか、奴やつは。探したぜぇ……くっくっく。




　あなたはこの場にはまだいません。




ＧＭ：ま、それはさておき。奴の、Ｓ市内における活動拠きよ点てんを薬王寺が特定したのが、三時間前。二時間前には部隊を編成し終えたキミのチームが活動拠点を襲しゆう撃げきした。

ケイト：すばやっ！（笑）

永斗：そして、チームが壊滅したのが一分前。

一同：はやっ!!（大爆笑）

結希：はああああ～っ、たった二時間であたしの部隊がたいへんなことになっているっ!?　てゆーか死にそう死にそう死にそうっ!?　あう～!!

ＧＭ：ヘッドセットを通して聞こえてくるのは、肉がひしゃげるような音。液体……おそらくは血が吹き出したのであろう音。骨がくだけるようなにぶい音。そして……断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きよう。それが結希の耳に流れ込んでくるのだ。

ケイト：「し、支部長支部長───っ!?　ぎゃあああっ!!」（←いきなり隊員）（爆笑）

司：「い、いやだっ、母さん！　死にたくない───母さああああああんっ!!　母さん、次の誕たん生じよう日びには俺おれ……っ……ぎゃあああっ!!」（←いきなり隊員２）（大爆笑）

ケイト：なんか泣かせシナリオ系の部下もまざってるぞ（笑）。

ＧＭ：あんたらなっ!!（爆笑）

永斗：ささ、先を続けて続けて。

ＧＭ：……。んで、ややあって訪れるのは沈ちん黙もく。いや、コツコツと足音がマイクに近付いてくる。〝ザ、ザザ……〟誰だれかが、通信機の向こうでマイクを拾い上げた。

結希：え……。

永斗：『ふむ、まだ聞こえるかね？（←余よ裕ゆうしゃくしゃくの渋い声）』（一同爆笑）

ＧＭ：と、男の渋い声でそう言った（一同爆笑）。……もう勝手にしてくれ（笑）。

永斗：『キミの手際はたいしたものだったよ。だが、詰つめが甘あまかったな？』（爆笑）

結希：あなた……いったい何者なの!?

永斗：『（渋い悪役声で）……ふむ。〝ロード・オブ・アビス〟とでも名乗っておこうか』（一同大爆笑）

司：〝～とでも〟、じゃねえええええええええええっ!!（笑）

結希：あたしの部下たちは……どうなったの!?

永斗：『（渋い悪役声で）言わずもがな、だろう？　彼らはゆっくり休んでいるよ』

ＧＭ：そこに途と切ぎれ途切れの声が、まざってくる。「薬王…寺さん……こいつに近寄ってはだめ、です……」それは、湯瀬の声だ。まだ、かろうじて生きている。

永斗：『ほお、まだ生きているか。だが、その程度の実力で私に挑いどんでくるなど……キミには失望したよ』……〝ぐしゃっ!!〟

一同：ぐしゃっ!?　ぐしゃってなんだよっ!?（爆笑）

ＧＭ：……湯瀬の声も途絶えた。

結希：ああああっ、湯瀬くんっ!?

永斗：『（渋い悪役声で）では、ＵＧＮの支部長殿？　キミの次の活かつ躍やくを期待しているよ？』

ＧＭ：その言葉と共に。〝ゴキッ……ザ…ザザ───〟。すべての音声はとぎれた。どうやらマイクを握にぎりつぶしたようだ。

結希：ああ───……あたしの部下があ……。

ＧＭ：キミの作戦にミスはなかった。しかし相手のやり口がそれを上回ったのだ。

結希：（しょんぼりした声で）…………はい（一同爆笑）。

ＧＭ：……と、キミがしょげかえっていると、おもむろに通信回線が開く。ヘッドホンを通して聞こえてきた声は、ＵＧＮ本部の人間のものだ。

結希：……う。

ＧＭ：男は、言った。『（少しすかした高飛車な声で）首しゆ尾びのほうはどうだね？　そろそろ任務終了予定時刻だが？』

結希：あ、う……もうしわけありません、私の部隊を派遣、奇き襲しゆうを行なったのですが……返り討うちにあいました。全滅、です……。

ＧＭ：『……。───そうか。我々は、敵を甘く見すぎていた、ということか』

結希：すみません……。

ＧＭ：『いや、キミのせいではない。すべては、この戦力で戦えると考えた本部のミスだ。気に病やむ必要はないよ、結希』

ケイト：む？　なんか妙みようになれなれしいぞ。この男。

ＧＭ：ああ、この男は、薬王寺が幼いころに事故で両親を亡なくしたあと、彼女をひきとってＵＧＮに連れてきた人物だ。つまり、薬王寺はこの男に育てられた、と言っても過言ではない。

結希：あ、名前はなんていうんですかー？

ＧＭ：彼の名前は、長瀬明（ながせ・あきら）。ＵＧＮ本部に勤め、日本におけるＵＧＮのトップ霧谷雄吾と並んで、切れ者として名が通っている。長瀬は任務中こそ厳しいが、ふたりだけの時は、薬王寺に優しく接してくれるぞ。

結希：じゃあ、子供のあたしはふだん、長瀬に甘えてるんですねー（笑）。お兄ちゃんかパパを慕したうような感じで。

ＧＭ：おそらく（笑）。長瀬は続けて言う。『まさか、結希がこのＳ市に派遣されるとは、ね。私がついてあげられればよかったのだが───』

結希：いえ……そんな……長瀬さんのお手を煩わずらわせるようなことは……。

ＧＭ：『フッ……優しいな、結希は』（一同大爆笑）

司：〝フッ〟、じゃねええええっ！（大爆笑）

ＧＭ：マテ。なぜそこで大爆笑になるのだ？　なにが面白い？

司：いやっ、その巻き舌でキザったらしいしゃべり方が！（笑）

結希：で、長瀬に言いますよ。あ、あの……この任務……あたしに続けさせてください。ひとりでも、できることはあるはずです。

ＧＭ：『……ふむ。本来ならば、私の大事な結希をＳ市に置きたくはないが……本部でも、キミを引き続き任務にあたらせる方向で考えるだろう。しかし、現状でＳ市にまわせる戦力がない───それでもいいのかね』

結希：はい。このＳ市に存在する未登録オーヴァード、およびイリーガルエージェントはリストアップしてあります。彼らに応援を要よう請せいします。

ＧＭ：『（高飛車な感じのニュアンスで）なるほど。ならばキミの活躍……期待しているよ？』（一同大爆笑）……って、だからなんでそこでみんな爆笑するんだっ!!

ケイト：つーか、そのしゃべり口調、えらい詐さ欺ぎ師しくせえぞっ!!（笑）

結希：あ、あたし長瀬に言いますよー。あ、あの……。

ＧＭ：『ん？』

結希：（もじもじしながら）……あの、この任務がうまくいったら───頭、なでてくれますか？

ＧＭ：ぶふっ……!?（←予想外のアクションに吹き出した）……んー、いやあ……はっはっはっはっ、あー……（←リアクションに困っている）……『（突然シリアスな口調で）フッ、もちろんだとも。いくらでも、なでなでしてあげよう』（一同大爆笑）

結希：わーい（笑）。十四歳としてはほめてほしいんですよう（笑）。ほら、親に疎うとまれて育ったし……がんばって任務をこなして長瀬にほめられるのが生きがいなんですー。

ＧＭ：そう。この広い世界の中で、長瀬だけはいつでもキミの味方だった。キミはこの男に、絶対的な信しん頼らい感かんを持っている。『フ、我がＵＧＮが誇ほこるキミだ。事件を解決できると、信じているよ』

結希：期待にそえるよう、最大限の努力をいたします。

永斗：結希なんかキミ、だまされていないか。

ＧＭ：な、なんつーか、長瀬も結希も妙なキャラの立ち方をしたな（笑）。長瀬はこんな感じのキャラになる予定ではなかったんだが（笑）。……んで、その通信の最後に長瀬は結希に対して、言った。




『……私のためにも、がんばってくれたまえ───結希』




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……てなとこで、シーンは終しゆう了りよう。結希には〝長瀬明〟のロイスをあげよう。

結希：はーい。えっと、推すい奨しようの感情はなんでしたっけ？（がさがさ）

ＧＭ：えーと、ポジティブは、〝信頼〟。〝傾けい倒とう〟でもいいぞ。

天：〝傾倒〟かよっ！（笑）

結希：し、〝信頼〟にしておきます（笑）。で、ネガティブは……〝不安〟かなあ。

ＧＭ：不安？

結希：いつ長瀬にとって、自分が不要になるかと思うと不安になるんですよ。

ＧＭ：うわ、依い存ぞんしとる（笑）。まあ、頼れる人間が長瀬しかいないわけだからな。

永斗：やっぱりダマされてないか？

ＧＭ：いや、いい設定だ（笑）。んでわ、次のシーンにいこー！










◆Opening 02◆　小さな転校生


───檜山ケイト






〝キンコーンカンコーン……〟

　それは、いつもと同じ日常の始まりを告げる、鐘かねの音。

　季節は冬。

　明日からは、冬休みが始まろうというその寒い日の朝。

　ざわめく二年Ｃ組の教室は、担任の教師が入ってくると同時に静まりかえった───。




ＧＭ：てなわけで、次のシーン。シーンキャラクターは、檜山ケイトだ。

ケイト：おお、僕か。とりあえず侵蝕率を上げよう。（ダイスを振る）……うおっ、10！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。んで、このシーンはキミが通う高校……その朝の教室から始まる。季節は冬。明日からは冬休みが始まろうというその日───。

キミは二年Ｃ組の自分の席について……何気なく教室の風景を眺ながめていた。

ケイト：この普ふ通つうの人と同じように生きられることに、しみじみ幸せを感じますよ。

永斗：うーむ。実に『ダブルクロス』らしいキャラクターだが……。

ＧＭ：辛しん気きくさいな。

司：くさいですね。

ケイト：しょーがないじゃないか！　僕の持っているこの〝オーヴァード〟としての力……こんなものを持っていることがばれたら、せっかく手にいれたこの場所を失うかもしれないんですよ!?　だからこっそり目立たずに生きてるんじゃないですか。

永斗：ふうむ。誰も知らない知られちゃいけない。檜山ケイトが誰なのか。




　檜山ケイトは檜山ケイトである。




ＧＭ：話を続けるぞ（笑）。で、今は朝の教室……ＨＲホームルームの時間だ。教きよう壇だんに立つ先生が告げる。「んじゃあ、出席をとる……と、その前に。今日は転校生を紹介するぞー」

ケイト：転校生？

ＧＭ：「おい、薬王寺、入ってこいー」先生に呼ばれ、その少女はとことこと教室へ入ってくる。

結希：へ、あ。あたし？（笑）……って、ああ、なるほどー（笑）。じゃあ、シーンに登場します。えっと侵蝕率は……わー、８も上がった！（笑）

ＧＭ：その小さな転校生を見るなり、教室がどよめいた。あちこちで聞こえるのは、クラスメイトたちのささやく声だ。「お、けっこーかわいくねー？」（笑）

ケイト：で、どんな娘でしょう。観察しましょう。

ＧＭ：えー……なんというかその少女。高校生にしては妙にちまっこい。笑顔もまるで子供だ。中学生でもとおりそうだね。いや、実際十四歳なんですが。体型もなんというか……こう、こいのぼりというか……。

一同：こいのぼりみたいな体型ってなんだよっ!!（大爆笑）

ＧＭ：で、先生は結希に言う。「さ、自己紹介しなさい」

結希：あ。えと、薬王寺結希と申します～。親の仕事の都合で、こんな時期の転校となりましたが、みなさんよろしくお願いします～。

ケイト：こう、健全な高校生として言うよ。その娘を見て……なんというか、たしかにかわいいけどさ……こいのぼりじゃなあ（爆笑）。

ＧＭ：と、キミはつぶやいた。……が。

ケイト：が？

ＧＭ：クラスの中でひとりあからさまに反応の違ちがう男がいる。「なあ、ケイト……あの娘さあ……」ケイトの隣となりの席からの声だ。

ケイト：な、なんだ。誰だ。

ＧＭ：そのクラスメイトの名は、佐島祐一（さじま・ゆういち）。小学校時代からのケイトの友人だ。

ケイト：ああ、ハンドアウトにあった、シナリオロイスのキャラだな。そう、こいつは僕の親友だ、うん（笑）。

ＧＭ：うむ（笑）。えと、祐一は目をカッ、と見開き、結希を凝ぎよう視ししている。

ケイト：な、なんだよ祐一。どうしたんだよ？

ＧＭ：「お、おお。ケイト、あの娘…………すげーよくねえ？」（笑）

ケイト：……。お前、こいのぼりがタイプだったんだ。

ＧＭ：「す、すげー好み。お、お……おお…………お……っ」（←息が荒あらい）

ケイト：変態かおまえはっ!?（笑）お、落ち着け、祐一!!（爆笑）好みなのはわかったから!!（一同大爆笑）
















司：きっ、菊池さんっ、演技が迫はく真しんすぎですっ!!（笑）

ＧＭ：いや。ええと、ケイトの声に祐一は我を取り戻す。「お？　おお……胸がまだバクバクいってんぞ。ああ………………ぅふう。やばいとこだったぜ。ケイト」

一同：なにがやばかったんだよっ!!（一同大爆笑）

ケイト：長年つきあってるけど……祐一のこんな姿を見るのは初めてだ（笑）。あ、そこで思いますよ。ふつうの人は、こうも簡単に恋こいに落ちるんだな、と。僕にはとてもできない。自分の運命に他人を巻き込んでも守る自信なんか───ないから。

ＧＭ：きみ、ほんとに暗いな。

結希：あ。あたし、ケイトをスカウトにきたんだから、ちらりと、そっちに視線を送りますよ～。

ＧＭ：……その視線に、ケイトは気づく。その幼い容姿からは想像もできない、鋭い視線に。

ケイト：っ!?　なんだ？　転校生のほうを振り向く。

ＧＭ：と、その時。ふいに、周囲の雑音が消えたような感覚にケイトはおちいった。

ケイト：え？

ＧＭ：消えたのは音だけじゃない。キミの視界に広がる教室の風景がモノクロになり───この白と黒の世界の中、色を持っているのはケイトと薬王寺。キミたちだけとなる。

ケイト：この……感覚!?　《ワーディング》っ!?





　───《ワーディング》。

　オーヴァードだけが張ることのできる、特殊な結界である。

　この結界の中では、一般の人間は無力化される。






ＧＭ：……ケイト。キミは色を失ったこの小さな世界の中で、幼く見えたはずの薬王寺の口もとに大人びた薄うすい笑えみが浮うかんだような……そんな気がした。

ケイト：……この女っ!?　ガターン、と立ち上がってにらみつける！

ＧＭ：そうした瞬しゆん間かん。世界の色と音が唐とう突とつに帰ってくる。ざわつく教室。見れば、結希はその幼い笑顔で、キミと視線をあわせていた。そして、クラスじゅうの視線がケイトに向けられる。「どうしたんだ、檜山？」きょとんとした声で、担任が言う。

ケイト：あ、いや。なんでもないです。えと、転校生に視線をあわせたまま、席につこう。

結希：心の中で思います。檜山ケイト……見込んだだけの力は持っていそうね。

ケイト：……もう、なにも感じない。気のせいなのか？　今の感覚は。

ＧＭ：と、結希をにらみながら警けい戒かいするキミに、祐一がドスの効いた声で言う。「おい、ケイト……」

ケイト：ん？

ＧＭ：「お前……さっきからなに薬王寺さんに熱い視線を送ってんだよ……ええ？」と、疑ぎ惑わくの視線が（一同爆笑）。

ケイト：うおっ!?（笑）お前、なにかそーぜつな勘かん違ちがいしてねえか、もしかしてっ!?

ＧＭ：祐一は笑顔で言う。「俺たち……親友だよな？」（一同爆笑）。

司：それ、顔に「あの女は俺が先に目ぇつけたんだ」とか書いてませんか（笑）。

ケイト：……ああ、親友だとも祐一。ほら、おぼえてるだろう？　子供だったあの日、雪山でお前に助けられた時から、お前は僕の第一の親友だと思ってるさ（一同爆笑）。

ＧＭ：そんなことがあったのかっ!?（笑）

ケイト：あったんですよこれが（あっさり）。

ＧＭ：……。（突如、シリアスな声で）ふいに、ケイトの心の中に映し出される雪の山の景色。吹雪ふぶきが、すべての視界を覆おおい隠かくしていた。すべてが白銀に染められていた。『ケイト、しっかりしろよケイト！』脳裏に響ひびくのは子供の声。祐一の、声（一同爆笑）。

永斗：か、回想シーンに入りやがったっ!?（爆笑）

ケイト：『だめだよ、眠いよ……僕はいいから、先に行ってよ祐一……』（大爆笑）

ＧＭ：『なんだよ、約やく束そくしたろっ！　このやまのてっぺんから、ぼくたちの街を見下ろすんだって……!!　待ってろよ、たしか山小屋があったはずだからっ。探してくるからっ』

司：（げらげら笑いながら）……ちょっと待ってっ、待ってください菊池さんっ！（爆笑）この街がすぐ見下ろせるような場所に、そんな遭そう難なんするような山があるんスかっ！（笑）

ＧＭ：（シリアスな声で）フッ、わかってないね、キミは。……たしかに大人から見れば、それは小さな山だったのかもしれない。でも、子供だったふたりにとっては、まちがいなく大冒険だったんだ───（一同大爆笑）。

司：うわー（笑）。

ＧＭ：『ぜったい……山のてっぺんまでいくんだ、僕たちだけでっ！』……だが、ふたりの大冒険は結局、成し遂とげられることはなかった。

ケイト：そう、次に気づいた時は病院のベッドの上だった。隣のベッドで眠っていたのは、祐一。血だらけの祐一だった。その時、僕は思ったんだ。いつかもう一度、祐一とあの山に登るんだ……って。

ＧＭ：でも、大人になったキミたちはその機会を永久に失ってしまった。あのあまりに大きかった雪山は……今ではすっかり小さく見えて───ふたりが大冒険に出かけるその日は……もうやってくることは、ない。

ケイト：……おお、なんだか突然、祐一が昔からの大親友だった気がしてきた（爆笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。ややあって、そんな古い思い出の世界からケイトを現実に引き戻したのは、他ならぬ祐一の声だった。

ケイト：あ……祐一？

ＧＭ：「ケイト、いいか。や、薬王寺さんによけいなちょっかい、だ、出すんじゃねえぞ」（爆笑）

ケイト：（さわやかに）祐一。お前、つまんない大人になっちまったな（一同大爆笑）。

結希：えとー、ＨＲが終わったら、ケイトに近寄って話しかけます（笑）。あの、あたしの顔になにかついてますかー、って。さっきからなんか怖こわい顔でこっち見てませんかー？

ケイト：え、いや。そんなわけじゃないけど……と、警戒しつつ。

ＧＭ：〝どすぅっ！〟と、祐一パンチがケイトの脇腹を直撃。

ケイト：げふうっ!?　わ、わかってるって祐一っ！　手なんて出さんからっ！（笑）だいたい僕、出席日数やばいんだから女の子に手を出してるヒマなんてこ……。

ＧＭ：「……これっぽっちも、ないんですよ、こいつは。いやあ、困った友達でして！　あ、俺、佐島祐一、祐一って呼んでください、薬王寺さんっ」（爆笑）

結希：あ、う……っ、あ、はい、よろしくお願いします（←圧あつ倒とうされている）。

ＧＭ：「おいおい、聞いたかケェイト？　思った通りいい娘じゃないか、なあ。はははっ」（笑）

結希：あの、おふたりはこの学校……。

ＧＭ：「ええ！　僕たち、この学校に入って長いんですよ、もう！」

結希：そ、そんなこと聞いてないです～っ、は、はにゃ～！（笑）

ＧＭ：「はにゃ？　はにゃだってよケイト、はははっ。いやあ、はにゃはよくお知りになりませんけど、学校のことならなんでも、この佐島祐一に聞いてくださいよ！　はははっ」

司：うおお、だめだこの男！　人の話、聞いてね───っ！（笑）

結希：あ、そうだ！　やはりここは転校してきた者としてパターンでいきますよー。あの、転校してきたばかりで、この学校のことよくわからないんですけど……よかったら放課後、案内していただけま……。

ＧＭ：「ナァイスアイデアですよ薬王寺さあんっ！　なあ、ケイト！」

ケイト：ここは祐一に調子をあわせておこう……。

ＧＭ：「でも薬王寺さん……こんな時期にこのＳ市にくるなんて、危ないなあ」

結希：え？

ＧＭ：「知りませんか？　この街で最近起こってる殺人事件を！」

結希：……あ、知ってますよ。なんでもたくさんの人が被ひ害がいにあってるって……。

ＧＭ：「そうそうそうなんですよぉ！　いやあ、下校時もキケンかもしれないなあ」言って、ちらりと結希を見る（爆笑）。

結希：あ、あの……それは帰りに送ってくれる……ということでしょうか？

ＧＭ：「あ、俺でよかったら送りますよ、はい!!」今度はちらりとケイトを笑顔で睨にらむ（笑）。

ケイト：あ、う……僕はバイトがあるからムリだなあ……と、気をきかしてやろう。

ＧＭ：すると……〝グッ〟、拳こぶしをにぎりしめて祐一は感動に打ち震ふるえながらボソボソつぶやく。「（さすが親友…………さすが親友っ!!）」（大爆笑）

結希：は、はにゃ～っ、ケイトに用事があるのに近づけないぃ～っ！（笑）

ＧＭ：（む。しまった、やりすぎた）。

結希：と、とりあえずですね。今日、三人でお昼、ご一いつ緒しよしませんか？　学食、案内していただきたいです。

ケイト：ああ、そうですね。昼メシくらいだったら一緒に……。

ＧＭ：と、言った時だった。〝ザワリ……〟祐一の髪かみが逆立った。「お前、なんでそこで断らないんだ。そうか……俺と、やろうってんだな？　いいぜ、受けてたってやるぞ？」と、彼の目は語っていた。

司：目だけでそこまで語れるのかよっ!!（笑）

ケイト：勘違いするなよ、祐一。途中でちゃんとふたりきりにしてやるからさ。俺たち、親友だろ？　……と、目で語り返そう（一同大爆笑）。

永斗：語り返しやがったっ!!（爆笑）

ＧＭ：む、むう……こいつら、おそろしいまでの固い絆きずなで結ばれてるな。




　……そして祐一の誤解が解けたその直後。




　今度は、授業開始を告げる鐘が鳴った───。
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ＧＭ：とゆーわけでこのシーンは終わりだ。

司：なんか主人公がぜんぜん目立ってませんが（笑）。

永斗：シーンプレイヤーは祐一（笑）。

結希：影うすーい（笑）。

ＧＭ：うーむ、完全に主人公を食ってしまった。祐一がまさかこんなへんなヤツになってしまうとは思ってもみなかった。いや、ノリとはおそろしい。

ケイト：あんたなあっ!?（笑）

ＧＭ：てなわけなので、ケイトには〝佐島祐一〟のロイスをあげよう（笑）。

ケイト：じゃあ、祐一への感情はこっちで決めていい？

ＧＭ：うい。どぞ。

永斗：ふうむ、ここは〝憐れん憫びん（相手をあわれに思うこと）〟と……〝侮ぶ蔑べつ〟でしょうか。

一同：両方ともネガティブ感情じゃねえかっっ!!（大爆笑）

ケイト：とりあえず、ポジティブは〝友情〟にしておこう。んで、ネガティブは……〝食傷（あきて、うんざりすること）〟だ（一同大爆笑）。いちおう、表の感情は〝友情〟にしといてやるか（笑）。

結希：あ、あたしも祐一にロイスを結んでいいですかー？　おもしろそー（笑）。感情は〝誠意〟と〝厭いや気け（相手にうっとうしさやうとましさを感じること）〟で（笑）。

ＧＭ：わはははは、どぞ（笑）。んじゃ、次のシーンにいこー！










◆Opening 03◆　雪に咲く薔ば薇ら


───上月永斗






　雪。

　雪が降っていた。

　すべてを白く染め上げるその景色の中で。

　一輪の薔薇だけが、赤く映えていた。




ＧＭ：とゆーわけでお待たせしました。上月永斗……キミの出番だ（笑）。

永斗：では、侵蝕率を上げてっ……と（ダイスを振る）。

ＧＭ：うい（笑）。では、キミのオープニングは……。

永斗：暗殺シーンから始めたい。

ＧＭ：なにいっ!?（笑）

永斗：（渋いナレーション風の口調で）それは寒い、雪の降りしきる夜───俺は、その男の前に、立っていた。男は、今夜の俺のターゲットだった。

一同：おい待てっ!!（爆笑）

永斗：俺は、男に語りかけた。「黒崎……竜一さんですね？」

ＧＭ：だれだよそれわっ!?　（一同大爆笑）

永斗：語りかける俺の手にあるのは、一輪の赤い……薔薇（一同大爆笑）。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）男はキミに言葉を返した。「ああ、そうだ。お前は？」

永斗：（渋い声で）ガンズ＆……ローゼス。お命、ちょうだいします。

ＧＭ：ターゲットの表情がこわばった。「お、お前があの伝説のっ!?」（一同大爆笑）

司：伝説なのかよ、兄貴は───っ!!（爆笑）

ＧＭ：「ま、待て！　いくらで暗殺を請うけ負おったっ!?　そ、そうだ。金なら払はらおう！　お前の依い頼らい者しやの二倍出すぞ！」（一同大爆笑）

永斗：ほう……いい、話だ。

ＧＭ：「……！　なら……！」

永斗：だが、俺の暗殺者としてのプライドが、それを許さない。すまんな。

ＧＭ：「……ちっ！」男は、懐ふところの銃じゆうを引き抜……。

永斗：だがそれより一瞬早く。俺の手にした薔薇は〝バキバキバキ……！〟と異音をたてながら変異し……一丁の銃へと形を変えていた。「……〇．〇一秒、遅い」。〝ズギュ───ン!!〟（一同爆笑）

ＧＭ：しんしんと雪が降りしきる、夜の静寂しじまを切り裂さくように、一発の銃声が……。

永斗：〝ズギュ───ンっ!!　ズギューンズギュズギュギュギュギュ───ン!!〟

ＧＭ：一発の銃声が鳴……。

永斗：〝ズギュズギュズギュズギュギュ───ン、ズギュズギュ───ン!!〟

ＧＭ：いいかげんにせんか───いっ!!（大爆笑）

永斗：……ターゲットは完全にその動きを止めた。俺は、注意深く近寄り……確認した。「脈は……ない」

ＧＭ：とっくにミンチになっとるわ───っ!?（一同大爆笑）

永斗：任務……完了。俺は、コートの下から取り出した一輪の薔薇を、背中越しにピッ……死体の上にそなえた。

ＧＭ：雪の降りしきるこの街で。ターゲット・黒崎竜一は白い雪のキャンバスの上に、真っ赤な血の薔薇を描えがき、倒たおれた。立ち去る永斗の背中で……男の肉片が、無数の薔薇の花びらとなって───夜の風に吹かれ、散っていく……。

一同：……。

ＧＭ：……その時だった。キミの懐で、携けい帯たいがけたたましく永斗を呼んだ。

永斗：俺は、言った。（いきなりさわやかに）……はーい、もしもし上月ですがーっ？（一同大爆笑）

一同：変わりすぎだっ!!（爆笑）

ＧＭ：受話器を通して聞こえるその声は、かわいらしい少女のものだった。だが、かつて聞いたことのある、声。

永斗：（渋い口調で）新しい、依頼か。

ＧＭ：その問いに、少女は───薬王寺結希は、応こたえた。

結希：あ、あたしですかあっ!?　え、えと……『そう、依頼です。それとも今、別の任務中かしら？』

永斗：いや、たった今、任務を終えたところだ。

結希：『そう、ならよかったわ。あなたに協力してほしいことがあります』

永斗：ほう。誰を殺せばいいんだ？

結希：『あたしは今、Ｓ市のある学校を拠きよ点てんとして、ひとりの男を追っています。男の名は……〝ロード・オブ・アビス〟。この名を、ご存じですね？』

永斗：……そうか。ヤツが、このＳ市にいるというのか。お前の依頼、受けてやろう。すぐにすべての資料をよこせ。報ほう酬しゆうはいらん。

結希：え、らっきー♪　と、心の中で思います（笑）。

永斗：それから、お前のいる学校に潜もぐり込こめるよう、手配しろ。身分の詐さ称しよう、今晩中にできるな？

結希：『ＵＧＮの力、あなどってもらっては困ります、ね。では、明日』

ＧＭ：それだけ言って、電話は切れた。

永斗：（死ぬほど渋い声で）……俺は、夜の闇やみの中でひとり、ほくそ笑えんだ。ついに、奴とめぐり会える日がくるのか───と、いうのが昨晩の話。

一同：は？

永斗：（突然、死ぬほどさわやかな声で）あ、おはよーございま───す！　おはよう、おはようございまーす（一同大爆笑）と、今は登校風景のひとコマです。

一同：はやっ!!!!（大爆笑）

結希：あっははははははははははは、おか、おかしいっ……あはははははは!!（←笑いが止まらない）

ＧＭ：うははははは（笑）。えー……学校に入ったキミは周囲を見回して絶句した。周囲に立つのは、割かつ烹ぽう着ぎを着込んだおばさんたちだった（一同爆笑）。

永斗：学食のおじさんかよっ!?　身分は先生じゃないのかっ!?

ＧＭ：（渋いナレーション風に）……だが、そんなことはどうでもよかった。長年追ってきた敵に銃弾を叩たたき込こみたい、という欲望の前では、身分など関係なかった。

永斗：（いきなり渋く）そう、そのとおりだ。ここが俺の……新たな戦場か。俺は、トレンチコートの下に、渡わたされた割烹着を着込み……戦友たちに挨あい拶さつをした。

結希：戦友？

永斗：「（死ぬほどさわやかな声で）……えー、今日から学食のおじさんを務めることになりましたあ、上月永斗ですっ。よろしくー！」（一同爆笑）
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ＧＭ：わははははははは（笑）。え、えと……シーン終了（笑）。キミには、〝ロード・オブ・アビス〟のロイスをあげよう（笑）。

永斗：じゃ、感情は〝執しゆう着ちやく〟と〝憎ぞう悪お〟で。表の感情はもちろん〝憎悪〟だ。なにせ、父親の仇かたきであり、自分の仇でもあるからな。

結希：あ、あれ？　電話に出ただけですけど、あたしもシーンに登場したことになるんですよね？

ＧＭ：なりますね（笑）。侵蝕率を上げておいてねー（笑）。……というわけで、次のシーンにいってみましょー（笑）。










◆Opening 04◆　青き獣


───上月 司






　周囲を満たす、闇やみの中で。

　細くのびた肉の鞭むちが、白い残像を曳ひきながら……少年を捕とらえた。

　……いや、捕らえたはずだった。

　だが、鞭はまるで見当ちがいの空間をむなしく薙ないでいた。




司：んじゃ、最後は俺のオープニングですねー。侵蝕率侵蝕率……っと（ダイスを振る）。げ、１しかでない（笑）。

ＧＭ：では、キミのシーンを始めよう。……そこは、Ｓ市郊外に建っている、とある巨大な倉庫の中。いま、キミの足もとには幾いく人にんもの黒服の男が倒れていた。

司：へ？

ＧＭ：倒れている男が、うめくようにつぶやく。「こ、こいつ……強い……」

司：ちょっと待った（笑）。なにが起こっているんです（笑）。

ＧＭ：説明しよう（笑）。いま、Ｓ市で頻ひん発ぱつしている連続殺人事件。キミは、ＵＧＮのイリーガルエージェントとしてひとり、その犯人を追っていた。

司：うお、いきなり任務中か！（笑）

永斗：とゆーか戦闘中なのでは（笑）。

ＧＭ：そう。キミはたまたま、その現場を目撃したのだ。敵の数はおよそ、十人。キミは現場を目撃し、逃にげを装よそおって敵をこの倉庫の中に誘さそい込こんだのだ（笑）。

司：おお、なるほど（笑）。たしかに、人前では〝力〟が使えないからな（笑）。

ＧＭ：そして、もはや九人までもが、キミの足もとに転がることとなっていた。

一同：はやっ!!（笑）

司：ＧＭＧＭ。ここって、ちゃんと判定をして解決します？

ＧＭ：いや、オープニングだし演出で切り抜けよう（笑）。

司：よっしゃ（笑）。じゃあ、俺はいい気になって言ってやろう（笑）。……はっ、学生のなりこそしてるがよ……俺は〝オーヴァード〟だぜ？　なめてもらっちゃ……困るね。お前らごとき、相手にはならん。

ＧＭ：言いながら、キミは最後のひとりに……視線を移した。肩かたで息をしながら、じりじり、と間合いをとろうとしている、最後のひとりに。

司：じゃあ、ポケットに手をつっこんだまま、そいつに向かってまっすぐ無む造ぞう作さに歩いていこう。……さあ、俺を殺してみろ。

一同：うわ、いい気になってるっ!!（爆笑）

ＧＭ：最後のひとり……いや、それは一頭、と呼んだほうがいいかもしれない。二本の足で立ってはいるものの───その姿は、とても人間のそれとは思えない。

司：お？　ジャームがまざってるのか？　どんなヤツです？

ＧＭ：それは、まさに彪ひようのごとき体毛に身体からだを包まれた、獣じゆう人じん。ただ、彪と呼ぶにはあまりに醜みにくかった。特とく徴ちよう的てきなのは、この暗い倉庫の中で、こいつは青く、そして淡あわい光を放っていることだ。

司：青く光る……ジャーム？

ＧＭ：そしてその前足……いや、二足で歩いているんだから手か……は、まるでゴムのようにだらしなくのびきり、地面を這はっていた。

司：フン、〝キュマイラ＆エグザイル〟のジャーム、か。てめえが、今回の連続殺人の犯人、ってとこか？　ええ、おい？

ＧＭ：ジャームとおぼしき者は、焦あせりが混じる口調で、言う。「へ、へへ……答える義理は、ないな」

司：しゃべりやがった、化け物が。まあ、いいさ。どっちみちお前は今から、死ぬ。

ＧＭ：ふいに、地面を這っていたゴムのような腕うでがしなった！　それは、まさに肉のムチと化し、司に襲おそいかかっ……!!

司：〝領域〟を拡大、調整してその攻こう撃げきをかわす。《幸運の守護》だ。

ＧＭ：肉のムチは、むなしく空を切った。「な、なにいっ!?」（笑）敵は、放った腕を、あわててひっこめる。

司：おいおい、せっかくくれたものをそそくさと引っ込めなくてもいいじゃねえか。……のびきった敵の腕に対して、《氷の塔とう》＋《大地の牙きば》で攻撃。

ＧＭ：刹せつ那な、大地から隆りゆう起きしたのは氷の柱！　それは、のびきった敵の腕を、いとも簡単につらぬき、分断する！　〝ベチン……！　ビッチンビッチン!!〟引きちぎられた腕の先は、まるで切られたトカゲのしっぽのように、大地ではねまわる！

結希：は、はううー！

司：それを眉まゆひとつ動かさず……足で〝ぐしゃっ〟と踏ふみつける!!　んで、言いますよ。───俺の〝領域〟の中で……お前に勝ち目はない。

一同：うわー、出た───っ!!　〝オルクス〟定番ゼリフ！（笑）

ＧＭ：（笑）。「オ、オルクス・シンドロームのオーヴァードか……」言いながら、敵はちぎれた腕を押さえて、じりじりと後退を始める。

司：じゃあ、とどめを刺ささせてもらうか。そのジャームに対して手を突き出……。

ＧＭ：……と、その瞬間。キミは背後から声をかけられる。「（高飛車な声で）……そいつを殺させるわけには、いかんな」

司：うおっ、なにっ!?　攻撃をやめて、バッと振り向く！

ＧＭ：その瞬間だった！　キミの領域内で、無数の光が……輝き線せんが撃うち放たれた！　視界いっぱいの光は、乱反射しながら司に襲いかかるっ!!

司：な、なんだっ!?　全力で回かい避ひっ!!　《幸運の守護》っ!!

ＧＭ：一、二、三……！　キミは次々と光をかわしていく……が!!　〝ジュッ!!〟突然、肩に灼しやく熱ねつ感かんを感じる!!

司：ぐわっ!!

ＧＭ：一発、二発……光が、キミの腕を、足を、胸を……次々に焼いていく!!　光がおさまり場が再び闇に閉ざされた時。司は大地に、倒たおれ伏ふしていた。「ほう、まだ、生きているか。すばらしい」男は、キミのわきに立ったまま、余よ裕ゆうの口調で言った。その顔はよく見えない。だが、男の口もとに笑みが浮かんでいることは、容易に想像できた。

司：ぐ……エンジェルハィロゥ・シンドロームの……敵───？

ＧＭ：男が、余裕の口調で、言う。「……そうそう。キミ流に言えば、こんなセリフになるんだった、ねえ？〝……私の領域内で勝てると思わないほうが、いい〟」

司：こいつも〝オルクス〟かっ!!　〝オルクス／エンジェルハィロゥ〟！

ＧＭ：「まあ、キミの強さに免めんじてこの場は生かしておいてやるさ。ありがたく、思うのだな。それに〝青い獣ブルー・ビースト〟に勝ったつもりで、いないことだ」

司：ブルー・ビースト？　……ああ、さっきのジャームか。

ＧＭ：そうそう。男は、言葉を続ける。「まだ、こいつは〝調整中〟で、ねえ。次にあう時までに、ちゃんとしておくよ。再会を……楽しみにしていたまえ？」言いながら、男はちぎれた、ブルー・ビーストの腕を拾いあげた。

司：く、くそ……。

ＧＭ：司の意識は、急速に闇に落ちていく。なくなりかけた意識の中で、キミはこの場を悠ゆう々ゆうと立ち去っていくコートの男と、ブルー・ビーストの背中を視線で追い───。




　───そして、視界が闇に閉ざされた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：とゆーところで、シーンを切ろう（笑）。

司：うおおおおおおっ!?　いい気になったら、いい気になり返されたっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：とゆーわけで、キミには〝ブルー・ビースト〟のロイスをあげましょう（笑）。

司：んじゃ、ポジティブは〝執着〟、ネガティブは〝嫌けん悪お〟で!!　当然、〝嫌悪〟が表の感情だ！　とっととヤツをぶったおして、コートの男を引きずり出してやる───っ！（笑）

ＧＭ：うい（笑）。キミは、復ふく讐しゆうを……誓ちかった（笑）。てなとこでー、オープニングはこれにて終了ー。次から、メインストーリーに入りまーす！（笑）







　　MIDDLE PHASE







◆Scene 01◆　接せつ触しよく


Scene Player 薬王寺結希






　結希が転校してきて、三日がたった。




　その日も、三時間目の授業開始を告げる鐘かねの音が鳴った。

　科目は、体育。

　結希はチャンスをうかがっていた。

　スコアボードにもたれかかり、平和な風景を眺ながめているケイトに……話しかけるチャンスを。




ＧＭ：てなわけで、最初のシーンだ。シーンプ……。

結希：あ、ちょっとお願いが……。

ＧＭ：ん？

結希：えっと、さっきケイトと会ったんだけど勧かん誘ゆうできなかったので、そーゆーシーンを作りたいんですけど……（笑）。

ＧＭ：わははは（笑）。は、了りよう解かいしました。じゃ、ここは結希のシーンで（笑）。えーと……（考えている）……ん、シーンは校庭、体育の授業時間から始まる。

ケイト：じゃ、今日はバスケの授業で僕は今、得点係をやっている（笑）。シーンに登場したので侵蝕率侵蝕率……（ダイスを振る）。

結希：女子も、同じ校庭で授業を受けているということで（笑）。

ＧＭ：うい、じゃあそれで（笑）。結希、キミがこの学校に来てから、今日で三日。キミは今日もチャンスをうかがっていた。ケイトがひとりになる、そのチャンスを（一同爆笑）。

結希：あああ～、三日たってもケイトと接触できてない～っ！（一同爆笑）今日こそはっ！　と決意を胸に近づくっ。

ＧＭ：ケイト、キミの研とぎ澄すまされた感覚は、背後から近づく気配に気づいた（笑）。

結希：檜や……。

ケイト：（セリフをさえぎって）やっぱり、キミは───僕を引き込みにきたんだ。振り返りもせず、言う。

結希：……。わかっていたなら、話は早いわ、と、任務なので大人びた口調で。

ケイト：なぜ誘さそうのかは知らないけど、僕は協力しないよ。もう、戦いたくないんだ。

結希：は、はう!?　え、えーと………………残念ね、とすごすご去りま───。

ケイト：去るな───っ!!（笑）今のは演出だ演出!!　キャラ立てのためっ！（笑）オープニングであんなコト語って、いざ誘われたら「うん、いくいくー！」……じゃ、キャラの背景にあわないでしょーがっ!?（一同爆笑）説得してくれええっ！（笑）

結希：あははは（笑）、じゃ、ええと……。そう、残念な返答ですね。あれだけの戦闘能力を持ちながら……。

ケイト：なんで知ってんだ（笑）。

結希：あなたの過去、少し調べさせてもらいました。大事な人を失って……戦いたくない、という気持ちはわかります。

ケイト：失ったのかっ!?　大事な人をっ!?（爆笑）

ＧＭ：失ったらしい。

ケイト：じゃ、失ったとゆーことで（笑）。……そのコトには触ふれるなと、言おう。ふだんはノホホンとしてるけど、今だけは鬼おにのような形相で（笑）。

結希：はうっ！　でも今は仕事モードなので冷静に言い返す（笑）。じゃあ、どうあっても協力してはくれない、と？

ケイト：くどいよ。調べたなら知ってるだろう。僕はあの事件以来、すべてを捨ててここにきたんだ。やっと手に入れた〝居場所〟なんだ。

結希：……かわたなさん、よくそんなにセリフがポンポン出てきますね。

ケイト：そこでいきなり素すに戻もどらないでいただきたいっ!?　恥はずかしくなるから（笑）。

結希：すいません（笑）。

ケイト：ほら、先生がこっち見てる。はやく戻りなよ。

結希：……そう。その〝居場所〟が戦いに巻き込まれようとしている、と言っても？

ケイト：なんだって……？　待てよ、くわしい話を聞かせろよ。

結希：このＳ市が、ある〝オーヴァード〟に狙ねらわれています。今はこれだけしか言えません。……と、立ち去るそぶりを（笑）。

ケイト：お、おい！　待……。

結希：そこでくるっと振り向いて笑顔で……協力、してくれますよ、ね？

ケイト：う。

ＧＭ：うまい（笑）。

ケイト：……とりあえず、話だけでも聞かせてくれ。

結希：じゃ、そこで年相応の笑えみを見せます。……よろしくねーっ、ケイトくん！

ケイト：うお、なんだその変わりようは（笑）。

ＧＭ：と、そこで初めてケイトは認識する。キミの前に立つその少女の笑顔は……あまりに幼い、という事実に。

ケイト：え、気にしてなかったけど、この娘こ……まるで中学生じゃないか!?




　中学生である。




ケイト：こんな娘まで、戦いにかり出されているのかよ……と、心の中で（笑）。こんな子まで戦ってるってのに……僕は……逃げているだけなのかっ!?

結希：？　……ねー、ケイトくん？　どうしたの？

ＧＭ：と、くったくのない笑顔で薬王寺は、言った（笑）。

ケイト：え、いや。……なんでもないよ。それより、さっきの話、くわしく聞かせ……。

ＧＭ：と、言いかけたその時。

ケイト：お？

ＧＭ：〝ピキ───ンっ!!〟キミの人をはるかに越えた知覚は……背中で、その〝視線〟を感じ取った。

ケイト：こ、この感覚……っ!?（←シリアスに）

ＧＭ：その、どこか怨おん念ねんにも似た感情が、キミの背中に向かっておそるべき速度で近づいてくる。30メートル……25……20……。

ケイト：（落ち着いた口調で）……薬王寺さん、聞いてほしいことがあるんだ。

結希：は、はい？

ＧＭ：15……10…９、８、７……。

ケイト：キミと話をすると、ちょっとだけ幸福になる男がいるんです。

結希：……。

ケイト：……。

結希：な、なんとなくわかりました。

ＧＭ：５、４、３、２……。

ケイト：１…………０。

ＧＭ：「やあっ、偶ぐう然ぜんですねえっ!?　薬王寺さんっ」（一同大爆笑）のーてんきな声で祐一が、言った。

結希：えと、ひきつった笑顔で手を振ってあげます（笑）。

ケイト：って、祐一。お前、体育の授業はどーしたんだよ（笑）。

ＧＭ：あ、今日は祐一、授業は見学だ。

ケイト：なんで？

ＧＭ：見れば、祐一は片腕を包帯で吊つってるのだ。

ケイト：ゆ、祐一……その腕、どうしたんだよ？

ＧＭ：「ん？　ああ、たいしたことじゃないよ」

ケイト：というと？

ＧＭ：「ちょっと車にひかれただけだ」

ケイト：たいしたことだろそれわっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：祐一は、シリアスに言った。「車はこの世からなくなるべきだ。そうは思いませんか？　薬王寺さん」（一同爆笑）

結希：は、はあ……（笑）。……って、あああ～っ、まだケイトとちゃんと話をしてないですよ～う!!（爆笑）

ＧＭ：「ん？　どおしたんですか、薬王寺さん。困った顔をして」と、満面の笑顔で。

結希：はうぅ～っ!?

司：……しゃーねえな。じゃ、ここで登場していいっスか？　助け船だす（笑）。

ＧＭ：うい、侵蝕率上げてね（笑）。

司：うい（笑）。（ダイスを振る）……うわ、侵蝕率８上がった。らっきー（笑）。

ＧＭ：序じよ盤ばんではがんがん上がってくれるほうがうれしいわな（笑）。はい、司はこのシーンに登場しましたよん。

司：……おらあっ、祐一いっ!!　てめえ、授業さぼるのいいかげんにしろよっ!!

ケイト：うおっ!?　司もこの学校の生徒だったのか（笑）。

司：おいおい、なに言ってんだよ。お前と同じクラスだろう。俺は（一同大爆笑）。

ケイト：……ああ、そーだったよな、つかちゃん（一同爆笑）。

司：つかちゃんってだれっ!?（爆笑）いきなりなれなれしくっ!?（一同爆笑）とにかく、祐一の耳を引っ張って連れていくぞ。

ＧＭ：「いでででででぇいっ!?　なっ、なにすんだよっ、上月っ!?」

司：ああ？　上月くん、だ。

ＧＭ：「なにをするんですか。上月くん」（一同爆笑）

結希：……上月……司？　えっと、ＵＧＮのファイルで見たことを思い出します。

司：んじゃ、薬王寺のそんな気配をあらかじめ察知して、振り向きもせずに……ああ、わかってるよ。話は、あとで聞かせてもらう。こう、手をひらひらさせて。

結希：話が早いですね。

司：ま、今回は個人的な恨うらみがあってな。アンタもこの件に踏ふみ込こむんだったらソレ相応の覚かく悟ご、しとけよ。ケイト、お前も……この事件からは、逃のがれられないぜ？　今さら、ただの人間のフリなんかするんじゃねえぞ？

ケイト：う。

司：俺に言わせりゃ、お前……目立ちすぎなんだよ。人間の中では、な。

ケイト：……。僕は、人間だ。

司：……フン。

ＧＭ：と、それだけを言って、司は祐一をひきずって行く。「や、薬王寺さあああああんっ、またあとで───っ!!」（笑）

司：うるせ───っ!?（笑）ごきぃ。

永斗：……シリアスな会話をものともせんやつだ（笑）。

ＧＭ：……てなとこで、授業終了の鐘が校内に鳴り響ひびく。先生に礼をして、生徒たちは校舎に駆かけだしていく。「結希ーっ、はやく教室もどろ───っ」と、女子のひとりが手を振る。

結希：あ。結局、話ができない（笑）。じゃあ、ケイトをツン、とつついて……じゃ、くわしくは、あとで電話いれるね！

ＧＭ：……と、彼女は上うわ目め遣づかいの笑顔でそれだけ言うと……。




　───クラスメイトのもとへと、駆けだしていった。




　結希から連れん絡らくが入ったのは、その日の晩のことだった。




　　　　＊　　＊　　＊




司：……なんのシーンだったんだこれは（笑）。

ＧＭ：フッ、気づかんかね。今のシーン、あとへとつながる伏ふく線せんにな……。

ケイト：ぜったいウソだ（笑）。

結希：今回の依頼に関しては、夜にケイトに電話したということで～。

ＧＭ：うい（笑）。

結希：けっこーはしゃいで長話しますよっ、前からＵＧＮの資料で気になっていた人だし！

ケイト：そ、そーなのかっ!?

ＧＭ：どーやら過去において、ケイトはＵＧＮ・ファルスハーツを問わず、一目置かれていた〝オーヴァード〟だったんだな（笑）。でもある時突とつ然ぜん、ある事件をきっかけにこの世界から姿を消したのだ。

ケイト：そう、もうあんな思いはしたくないんだ。

ＧＭ：どんな思いなんだ。

ケイト：どんな思いなんでしょう。

一同：…………。

ＧＭ：ま、まあそれはいつか明かされる、ということで（笑）。










◆Scene 02◆　疑惑


Scene Player 上月永斗






ＧＭ：とゆーわけで、次は〝ミスター伝説〟のシーンだ。

一同：誰だれだよそれわっ!?（笑）

ＧＭ：夕刻。永斗はその日の仕事を終え、帰き途とへとついていた。

永斗：ふう……今日も一日、よく働いた。

ＧＭ：学校での生活。血と硝しよう煙えんとバラの香かおりに満ちた戦いの日々とはちがい、それはあまりに平和な毎日だった。

司：（いきなり生徒Ａになって）おじさん、さよーならー！（爆笑）

永斗：（にこやかに）はい、さようなら。さようなら。（突然渋しぶく、つぶやくように）……うむ、こんな平へい穏おんな生活も、いいかもしれないな（一同大爆笑）。

司：秒で感化されるなよっ!?（爆笑）仇討ちはどーしたっ!?

永斗：う。えー……（死ぬほど渋い声で）「だが、これも偽いつわりか」、と俺は寂さびしげにつぶやき自じ嘲ちよう気味に笑った（一同大爆笑）。そして、学校の宿直室のドアを開け……言う。

ＧＭ：しゅ、宿直室？

永斗：ただいま。

一同：学校に住んでるのかよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：だが、平へい穏おんな日々はあっさりと壊こわされた。部屋のドアを開けた時、キミの鼻をついたのは……異様なまでの生なま臭ぐささ。そして血の、匂においだ。

永斗：（渋い声で）これは……。フ、やはり俺には死とバラの世界がお似合いらしい。と、少しもあわてず部屋の灯あかりをつける。

ＧＭ：明かりをつけたその瞬しゆん間かん、目に飛び込んでくるのは一面の〝赤〟!!　部屋の畳たたみの上に、学生服を着たひとりの生徒の死体がある。まるで猛もう獣じゆうにでも食いちぎられたような死体だ。傷から吹ふき出した血の赤が、床ゆかに、壁かべに飛び散っている。

永斗：……ふむ。俺はそんなコトでは驚おどろかない。死は見慣れているのでな。

一同：おおー。

永斗：俺は眉まゆひとつ動かさず、死体から視線もはずさず、手て袋ぶくろをはめる。指し紋もんを、つけてはならない。

結希：プロっぽい～（笑）。

ＧＭ：暗殺者とゆーよりは、警察の鑑かん識しきのようだ（笑）。

永斗：だが鉄則だ。で、ハンカチを取り出し……ドアノブをキュッキュッと、指紋をふき取る。俺の指紋がついてるからな。つまらん疑いはかけられたくない。（静かに渋く）さて、ではその死体に近づ……。

司：「学食のおじさんさよーなら───っ！（←再びいきなり生徒）」

永斗：はぁい、さようなら～と（←突然満面の笑顔）（一同大爆笑）。




　なぜかプレイヤーも満面の笑顔である。




永斗：生徒が通り過ぎたら、笑顔のまま部屋に滑すべり込こむ。

ＧＭ：うい（笑）。キミは部屋に入って、ドアを閉……。

司：「あ、そうだおじさ───んっ！（一同爆笑）」

永斗：うおっ!?　ままままだいたのかねっ!?（一同大爆笑）こう、ドアを少しだけ開けて顔を出そう。用はなんだねっ!?

ＧＭ：「おじさん。このへんでＡ組の田中、見ませんでした？」

永斗：田中？

ＧＭ：「はい。宿直室に用事があるから行ってくるって」

永斗：……。

ＧＭ：「……おじさん？」

永斗：（渋い声で）あとは、まかせておきなさい。

ＧＭ：「なにを」

永斗：……。

ＧＭ：「……」

永斗：……こ、こ───まったなああああああっ!?（一同大爆笑）と、とにかくね、田中くんとやらは生きてたらいやいや俺が会えたらキミが探してたと伝えておくからね、うん、じゃあね、パタン。ふう、危ないところだった（一同爆笑）。

ＧＭ：自己完結しやがった（笑）。

永斗：俺は、死体の側に立って死体の顔を見る。やはり二年Ａ組の田中くんか。

一同：なんでわかるんだっ！（笑）

永斗：よく学食で見た顔だったのだ。それより、携帯をとりだして支部長様に連絡だ。ぷるるるるっ、ぷつ、俺だ。上月だ。

結希：へ、あ…………えと、『どうしたんですか？』

永斗：（死ぬほど渋い声で）校内で被ひ害がい者しやが出たぞ。まちがいない。この殺され方、犯人は人間じゃない。〝ジャーム〟だな。うむ、鑑識はお前の得意技わざだからな。では、待っている。……プツっ。……ふう、あとは結希がくるのを待てば、いい。

結希：あたしなんにもしゃべってない───ぃっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：でも登場したので侵蝕率上げてねー（笑）。

結希：は、はにゃ～っ!?

ＧＭ：……ややあって。〝コンコン〟ドアをノックする音が。

永斗：ほう、早かったな。ドアを開ける。

結希：状……。

ＧＭ：「あ、おじさんっ、田中のコトなんですけど……！」（←いきなり生徒）

永斗：ぬおっ!?

結希：はにゃっ!?

ＧＭ：と、そこにはさっきの生徒が立っていた…………あれ？（一同爆笑）

永斗：ききききみはまだいたのかねっ!?

ＧＭ：「あ、いや……田中が帰ってこないんで、社会科の先生が宿直室においてある資料を持ってき……てく…れ───……って……」

永斗：……。

一同：……。

ＧＭ：「ぎゃ───────────────っ!?」（一同大爆笑）

一同：うわあっ!?（爆笑）

永斗：くっくっく……やーれやれ、見られてしまったか（一同大爆笑）。




　それでは真犯人である。




ＧＭ：え、えーと。「なんだなんだ？」「悲鳴聞こえたぞ？」「宿直室のほうだったけど……」「うわ───っ、血だらけだっ!?」……わさわさとやじ馬が集まってくるぞ。

永斗：（落ち着き払った声で）……少々、困りましたね。

ケイト：少々どころの騒さわぎじゃね───っ!?

ＧＭ：「うわ───っ、誰か死んでるっ!?」「た、田中だっ!!　Ａ組の!?」もう大騒ぎになっとるんですが……。

永斗：あ、ワタシじゃないですよ？　これはワタシじゃないですよ？　ちがいますよ？（一同大爆笑）

ＧＭ：「こぉらっ、お前たち!!　なに騒いでるんだ！　ほら、どきなさい！」と、群がる生徒たちをかき分けてやってきたのはひとりの先生。「まったく、なにを騒いでるんだか……ああ、上月さん。この騒ぎはうぎゃあああああああっ!?」（一同大爆笑）

えー……ややあって。〝ピーポーピーポー……〟と、遠くからパトカーのサイレンの音が聞こえてくる（爆笑）。

永斗：うおっ!?　だっ、だれか俺を助けろっ!!

結希：……。

ケイト：……。

司：しゃ、しゃあねえ……登場しよう。すぱ───んっ、と兄貴の頭のはたいて……なーにやってんだよっ、このバカ兄貴が───っ!?




　もとはと言えば、アンタが生徒として登場したのが騒ぎの原因である。




永斗：おお、司じゃないか。

司：司じゃないか、じゃね───っ！　って、だいたいなんで学食のおじさんのかっこしてやがんだっ!!（笑）

ＧＭ：と、そんなやりとりをしていると。「んー……んっふっふ～はい、生徒のみなさん、さがってくださいねぇ？」と人ゴミの向こう側から、パンパンと手をたたく音とともにそんな声が聞こえてくる。

ケイト：なんだそのあやしげなしゃべり方は。

司：てか、誰だ。

ＧＭ：なにっ!?　警察と言えば『古畑●三郎』だろうっ!?（←大好き）

ケイト：今どき古畑かよっ!?（笑）

ＧＭ：「いやぁ……まいりますねぇ……この平和な町でぇ、こんな事件が多発するんですからねぇ……」

永斗：おお、刑けい事じさん！　ワタシじゃないんですよっ!?　ワタシが部屋に帰ったら、田中くんはもう死んでたんですよっ!?

ＧＭ：「えー……それは、調べればわかることですぅ……はい」やじ馬の生徒たちもざわつく。「きっとあのおっさんが……」「やだー、あたしあの人の作ったご飯食べちゃったー？」「なんかへんなカッコだと思ってたぜ？」ざわざわ（笑）。

永斗：（手を広げて、わざとらしいほど雄ゆう弁べんに）ほう、いきなり犯人扱あつかいかね？　……ならば誰かこのワタシが殺した、という瞬しゆん間かんを見た者がいるのかね？　いない……いないだろう？　そりゃあそうさ、俺はやってないのだからなあ？　くっふっふぅ（一同爆笑）。

司：それじゃ開き直ったタダの悪人だろーがっ!?（笑）

ＧＭ：「殺人の瞬間は見なかったけど、ドアノブの指紋をふき取ってるトコは見ました───っ！」と、ヤジ馬の中からそんな声が聞こえた（一同大爆笑）。

永斗：うおっ!?（ドスのきいた低い声で）ああーん？　それは、お前のかんちがい、だよなあ？　よおく思い出してごらぁん？（一同大爆笑）

一同：一般生徒を脅おどすなあああ───っ!?

ＧＭ：警部が永斗と目をあわせ……ニヤあ、と、ほくそ笑む。「んっふっふぅ……」

永斗：（シリアスな渋い声で）……司。

司：な、なんだよ。

永斗：兄ちゃん、捕つかまりそうだよ（一同大爆笑）。

司：……捕まっとけや……兄貴…………な？

永斗：ふむ、まあ実刑を受けることもあるまい。……くっくっく、物的証しよう拠こはないわけだしな……って、あ、ちがいますよ刑事さん？　いやワタシがやった物的証拠がないという意味ではなく、あ、もちろん俺がやったわけではないから証拠があるわけないんですがねっはっはっは、とまあそーゆーことなんですよ。

一同：ナニが言いたいんだお前は───っ!?（大爆笑）

ＧＭ：と、というわけで、永斗は左右を刑事に挟はさまれパトカーまで連行される。「おらっ、早く乗れっ」とか突き飛ばされてみたり。

永斗：んっふっふ……………………………………………………………たああすけてえええええええええええええええええぇえいっ!?（一同大爆笑）

一同：アホかおのれは──────っ!?（大爆笑）




　というわけで。




　伝説の暗殺者・上月永斗……




　──────逮たい捕ほ。




　　　　＊　　＊　　＊




一同：なに捕まってんだお前わああああああああああぁああっ!?

永斗：し、知りませんよ。わ、わ、わたしはなにもしてませんよ？

ＧＭ：とゆーわけでシーン終了なんだが───お、おかしい……シナリオでは〝永斗、証拠不十分で警察の追及を切り抜ける〟と書いてあるぞ。不思議だ。

永斗：不思議ですな。

ケイト：あやしいこと言いまくるのが原因でわ（笑）。

永斗：おいおい、俺があやしいことしか言えないのは、折り込み済みだろ？　ええ？




　胸を張って言わないでいただきたい。




ケイト：ところで〝逮捕〟って……状況証拠だけでかよっ!?（笑）

ＧＭ：う。ま、まあ、面白いからいいとゆーことで（笑）。

司：いいのかっ!?（爆笑）

永斗：国家権力横暴だー弁護士を呼べー裁判受けさせろー。

ＧＭ：やかましい!!（←横暴）ほんでは、次のシーンにいきましょー。










◆Scene 03◆　残された、気配


Scene Player 上月 司






　上月永斗が絶ぜつ叫きようを残して去ったあとの殺人現場。

　そこに訪れたのは───。




ＧＭ：とゆーわけで、次のシーンだ。シーンプレイヤーは……。

永斗：もっくひーもくひーもくひーけんー♪

ＧＭ：おめぇのシーンじゃね──────っ!!（一同爆笑）

永斗：ココから出して───ェっ!?（←ガシャガシャンと、鉄格子を揺ゆらす真ま似ね）

ＧＭ：しばらく入ってろっ!!（笑）……えーと、んじゃ次のシーンは………（シナリオを見返して）…………あれ？

一同：？

ＧＭ：永斗、学校にいねえじゃねぇかっ!?（一同大爆笑）どーすんだよコラっ!?（爆笑）えー……（考えている）……まいっか。シーンプレイヤーは司。

司：ういっす（ダイスを振る）。

ＧＭ：キミは今ひとり、兄のいなくなったその殺人現場にいた。

司：現場検証だ（笑）。

結希：あ、そーゆーことなら、シーンに登場したいです～（笑）。

ＧＭ：どぞ（笑）。

結希：（ダイスを振って）……えっと、部屋の中に立っている司に声をかけます。あら、あなたもいたんですね？

司：ああ、あんたか。言ったろ？　今回の事件はちょっと個人的な恨うらみもあってな。

結希：そうでしたね。あ、ここであらためて依頼しましょう。あたしは、薬王寺結希。このＳ市のＵＧＮ支部長を務めています。今回、あなたに……。

司：わかってるよ。でも支部長クラスのヤツが直々に来るとはな。部下はどうした。

結希：……。

司：ま、ちょうどよかった。ここはアンタにまかせるわ。俺の能力は戦いに特化しててね、こーゆーのは苦手なんだ。

結希：はい（笑）。えっと、《プロファイル》と《天性のひらめき》で現場を調べます。（ダイスを振る）……クリティカルが三コ……（ダイスを振る）……あ、またくりてぃかるー……ぶつぶつ……合計45ぉっ！（笑）

一同：ぶっ！

ＧＭ：は、とゆーことで、あなたはあることに気づきました（笑）。

結希：こ、これは？　…………えと、なんですか？（笑）

ＧＭ：（笑）。昼、人が集まっていた時には誰にもわからなかったもの。……陽が落ちて周囲が暗くなったこの時間だからこそ、結希は気づいた。

結希：？　……あ。部屋の電気、落としますよ。

ＧＭ：はい、正解（笑）。電気を落とした上でなお、それに気づいたのは結希ならでは、だ。床に、ちらちらと青く、淡あわい燐りん光こうを放つ〝なにか〟が落ちている。

結希：なに、これ？　拾い上げます。

ＧＭ：畳たたみの隙すき間まから出てきたもの。それは───〝体毛〟だ。

司＆結希：体毛？？？

結希：体毛が青く光ってる？

ＧＭ：うん、……おそらくは猫ねこ科かの動物のもの、ということは結希ならわかる。

司：青い体毛か……なるほどな。やっぱあいつか。

結希：知ってるんですか？

司：ああ、ヤツにはちょいと借りがあってな。前にあったコトを結希に話しておくよ。

ＧＭ：うい。キミはこないだ調子に乗りすぎてボコボコに負けた時のことを克こく明めいに解説した。

司：う、うるしゃいっ!!（笑）俺だってヤツの左腕を斬きり飛ばしたっ!!（笑）

結希：あはは（笑）。えっと、その光る体毛って他に落ちてます？

ＧＭ：む（笑）。たしかに、微び小しような青い光はポツポツと見える。それは廊ろう下かのほうにも続いてるねえ。廊下の窓のほうに。あ、ちなみにここ、四階な。

司：な、なんで宿直室が四階に……（笑）。で……なるほど。ヤツは窓から飛び降りたのか。まあ、ジャームなら問題なくできるな。……これは聞き込みをしろ、ってことか？（笑）

結希：えっと窓の外を見ると？

ＧＭ：校庭と……正門が見えるね。

結希：うーん……。

ＧＭ：……そこで、結希はふと違い和わ感かんを感じる自分に気づく。

結希：違和感？　えーと、脳をフル回転させますよ（笑）。

ＧＭ：（笑）。とーぜん現場周辺は犯行時のまま、保存されているわけだが……その窓は、閉まっている。それが違和感の原因だ。

司：おい、薬王寺……聞き込み行かないのか？　と、せかす俺（笑）。

結希：……（←マジに考えてる）。

司：おーい。

ＧＭ：（笑）。そして、気づく。窓が閉まっているということは……。

結希：ああああああああっ!?（←わかったらしい）

司：うおっ、なんだっ!?（笑）。

結希：司さん、聞き込みをしてもたぶん目もく撃げき証言、とれませんよ。

司：なんで。

結希：窓、閉まってます。

司：は？

結希：たしかにジャームなら四階から飛び降りるくらいできるかもしれないですけど……飛び降りたあと、どうやってこの窓を閉めたの？

司：うおっ!!　た、たしかに！

ＧＭ：ふふふ、気づい……。

司：でもさ、共犯者がいたとか、死体が発見される前に誰だれかが窓を閉めたとか。

ＧＭ：う。

結希：んー……なるほど！（笑）だとしてもやっぱりココから逃にげてないですよ。

ＧＭ＆司：え？

結希：さっきＧＭが〝窓の外には校庭と正門が見える〟って言ってました。生徒が殺されたのが夕方くらいでしょ？　部活動してる生徒や下校中の人がいっぱいいたはずでしょ？　誰にも気づかれないで逃げるなんて……無理ですよ。

司：……なるほど！　さすがはＵＧＮを代表するノイマンだな。

結希：あ、ヒントいっぱいもらったし（笑）。でも、さっきの正門と校庭がヒントになってるなんて……あやうく聞き流すとこでした（笑）。

ＧＭ：え？

結希：ヒントだったんでしょう？

ＧＭ：……。

結希：……？

ＧＭ：もちろんヒントですよ？（一同大爆笑）

ケイト：うそだ──────っ!!（爆笑）

結希：あ……そこで廊下の電気、ぜんぶ落とします。

ＧＭ：む（笑）。そのまっすぐにのびる廊ろう下かの灯あかりが一いつ斉せいに落ち、暗くら闇やみが周囲を支配した。……そして、ふたりは見る。その廊下の端はしまで、ポツポツと灯る……青い光を!!

結希：うわ、やっぱり……。

司：てことはなにかっ!?　あのジャーム、〝キュマイラだ〟から《完全獣化》を解けば人間の姿に戻れるけどよ……それって、学校の中をうろついても怪あやしまれない人物ってことか!?

結希：そうですね。その青いジャームは……。




「……学校の中にいる」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：というわけで、このシーンは終しゆう了りようー（笑）。

永斗：ところで、俺はいつになったら釈放されるのでしょう。

ＧＭ：このゲームではＧＭが却きやつ下かしない限り、いつでもシーンに登場していいんだ（笑）。出たければテキトーな理由をつけて出てくるよろし（笑）。

永斗：なるほど。それはつまり脱だつ獄ごくしろ、と神は言ってるのですな？




　言ってません。




ＧＭ：つーかさ、仲間がピンチに陥おちいった時、捕つかまってたはずの兄貴が颯さつ爽そうと登場、みんなを助けるってのもかっこよくないか？（笑）

永斗：それだ───っ!?（笑）そうしようそうしよう（笑）。

司：脱獄はするなよ？（笑）

永斗：じゃあせめて、誰か面会に来てくれ。シーンに登場して侵蝕率を上げておきたい。

司：わ、わかったよ。ＧＭ、あとでそーゆーシーンを作ってください（笑）。










◆Scene 04◆　下げ駄た箱ばこの風景


Scene player 薬王寺結希






　それは、毎日繰くり返される下校の風景。

「ねー、今日、帰りになんか食べてかないー？」

「ごめんっ、このあと部活っ」

「えー、うらぎりものー」

　……そんなたわいもない会話をしながら、生徒たちは笑顔で学校をあとにする。

　そして、薬王寺結希もまた───。




ＧＭ：とゆーわけで、次のシーンだ。シーンプレイヤーは、結希ー。

結希：はーい（ダイスを振る）。

ＧＭ：えっと、場面は下校するところから始まる。今、結希は校舎の玄げん関かん口ぐち……下駄箱の前にいた。

結希：えっと、じゃあ上うわ履ばきを脱ぬいで、靴くつを出しま……。

ＧＭ：と、その時。〝……カサリ〟突つっ込こんだ手が、なにかに触ふれる。

結希：はい？　なんだろう？

ＧＭ：手に触れたもの。それは一通の封ふう筒とうだ。

結希：手紙？

ＧＭ：ファンシーな装そう飾しよくをした、白くかわいい封筒。裏には〝佐島祐一〟の名前。

一同：祐一かよっ!?（爆笑）

ＧＭ：ついでに、封には真っ赤なハート型のシールが貼はられている（一同大爆笑）。

結希：な、な……っ。えっと、戦いとか任務はともかくこーゆーのははじめての経験なので顔、真っ赤になりますっ！（笑）で、手紙に気をとられて下駄箱の扉とびらにゴッ、頭をぶつけて……は、はにゃっ!?　あうぅ～っ!?（笑）

ＧＭ：す、すげえひとりボケだ。ツっこむスキも与あたえねえ（笑）。

結希：と、とにかく玄関のすみっこに行って手紙を開きます。カサカサ……えーと。

ケイト：こりゃあ古風だなあ。と、結希の背後に登場。

司：いやいやまったく。と、結希の背後に登場。

結希：きゃ──────っ!?　と、あわてて……。

ＧＭ：〝ドガ───ンっ、ゴロゴロゴロガシャアアアァアンっ!?　どがらげらっ……ごおぉん……!!　ゴゴゴゴゴ……〟と、結希は盛せい大だいに転げていった。

ケイト：どんなコケ方しとるんだっ!?（一同大爆笑）

司：と、そこで床ゆかに落ちた手紙を拾う、と。えー、なになに……。

結希：あー見ないでー見ないでー！　と、ぴょんぴょん手紙を奪うばい返そうと……

ＧＭ：……するが。結希の背では、とどかない（笑）。

結希：はうぅ～っ!?

ＧＭ：手紙の内容はこうだった。




「こ、こんにちわ。

　あなたに伝えたいことがあります。

　今晩、十一時に学校の校庭のまんなかで待ってます。　佐島祐一」




一同：…………。

司：って、夜の十一時かよっ!?（笑）

ケイト：古風かと思いきや、死ぬほどストレートだ。やるな、祐一。

ＧＭ：で。手紙には、追つい伸しんが書いてあった。

一同：追伸？




「Ｐ．Ｓ．ちなみに、ひとりで来てくださいね」




一同：……………………。

司：下心に、実に忠実な手紙だな。

結希：こ、こんな手紙、もらったことないですよ。高校生とは、こんな深夜に逢おう瀬せをするものなのですか？

ケイト：し、深夜？

司：お、逢瀬？

結希：これ……行ったほうがいいんでしょうか？

ケイト：まあ、キミが行きたければ行けばいいよ。

結希：わ、冷たい。んー……でも行かないってのも悪いし……断るにしても行くのがいいですよねえ……。

司：おお、行くのか！（すごいざーとらしい口調で）そうそう、関係ないけど知ってるか、ケイト？

ケイト：なにを。

司：最近な、あちこちで殺人事件とか行ゆく方え不明が多発してるんだ。夜の十一時に夜の学校なんて危険だと思わねえか？（笑）

ケイト：おお、なるほど！（笑）思う、すごく思うぞ？

司：しかもな。支部長さん、部下がなんかの事件で全ぜん滅めつしたらしくてなあ。ひとりで行くのは危険じゃねえか、と。

ケイト：ああ、危険だ。とても危険だ。

司：それに相手はあの祐一だ。

ケイト：うん、誰かが見守ってやらないといけないな。友人として。

司：ああ、友人として。

結希：ちょ、ちょっとっ!?（笑）ついてくる気じゃないですよねっ!?

司：まさか。そんな無粋ぶすいなコトするわけないだろ？

結希：ふう……。




　結希が、安あん堵どするように息を吐いた。

　そんな彼女に司が心の中で、言った。




「俺ら、たまたま夜の学校を通りがかるだけだって」










◆Scene 05◆　囚とらわれの暗殺者


Scene player 上月 司






　警察署内にある取調室。

　裏社会で〝ミスター伝説〟と呼ばれた男は、その来訪者を渋い笑顔で、迎むかえた。




　司は、ため息をついた。




ＧＭ：つーわけで、ご希望どおり司のシーンだ。えっと……キミは今、警察署の取調室で、ひとりの男を哀あわれんだ目で見ていた（一同爆笑）。

司：おい、兄貴。差し入れだぞ。

永斗：（えらい渋い声で）ほう……司か。

司：ほう、じゃねえ（笑）。警察署こんなとこに来るのにどれだけ手間がかかったと思う？　……で？　なにやった。

永斗：（渋い声で）まあ、いろいろと、な？（一同大爆笑）

司：って、ホントにナニやったんだ、おいっ!?（爆笑）。と、とにかく登場して侵蝕率、上がったろ？　もう行くぞ。俺（笑）。

永斗：まあ、そう急ぐ必要もないだろう？　世間話のひとつでもしていけ。

司：世間話？

永斗：（雄弁な口調で）そうそう、司。俺がメキシコで捕つかまった時の話はしたっけかな？（一同大爆笑）

司：どんな世間話だよそれわ────っ!?（爆笑）

永斗：やれやれだ。しょうがない、マジメな話もしとくか。でな、司よ。今回、俺をハメたのは……誰だ？

司：勝手に騒いで勝手にドツボにはまって勝手に捕まったのはどこの誰だ？

永斗：ふむ。一理ある（一同大爆笑）。

司：一理どこの騒ぎじゃねえだろっ!?

永斗：……だが、俺は殺してはいない。では、殺して、わざわざ俺の部屋に死体を転がしておいたのは、誰だ？

司：う？

永斗：俺を邪魔に思う誰かが、いるということじゃないのか？

司：……い、言われてみれば……そうだな。ちょっとだけ尊敬したぞ。兄貴。

永斗：（渋い声で）まあ、お前とは積んできた経験がちがうということさ。次は、お前たちの誰かが狙ねらわれるかもしれん。気をつけろ。

司：ああ、わかったよ兄貴。……でもよ、そこまで見み抜ぬいていながら、どうして警察に捕まるよーなコトになるんだ？

永斗：（渋い声で）お、お前は知らなくていいことさ（一同大爆笑）。

司：（さわやかな笑顔で）一いつ瞬しゆんでも尊敬した俺がバカだったぜ。

永斗：……やれやれ、兄の奥おくの深さを理解できん哀あわれな弟め。

司：まあ、とにかくもう帰るよ。で、立ち去り際に言っておく。……おい、兄貴。今回の事件の背後で奴が……動いてる。忘れるなよ。

永斗：（渋い声で）ああ、わかっている。いつまでもこんなとこにいるつもりはない。

司：ああ。

永斗：それはそうと。やはりクライマックスまでに侵蝕率が上がりきらんっぽい。困った。

ＧＭ：ああ、だったら〝ジェネシ……。

司：あ、待ってください、菊池さん。

ＧＭ：うい？

司：このリプレイでも読者の人にゲームの専門用語とか、解説しますよね？

ＧＭ：するね。たぶん。

司：じゃあ、そーゆー言葉が出てくるたびに、軽いコラムを入れてみませんか。

ＧＭ：コラム？　どんな。

永斗：「（いきなり教育番組に出てくるマヌケな人形のような口調で）うわー、〝しんしょくりつ〟がたりないなあー！　どーすればいいんだろおー」（一同爆笑）

司：「あらあら兄あんちゃん、困ってるね。そーゆーときはジェネシフトすればいいんだよっ」

永斗：「わあ、〝じぇねしふとお〟っ!?　それはなんなんだい？」

司：「いい質問だね、兄あんちゃん！　〝じぇねしふと〟っていうのは、体内のレネゲイドを故意に活性化させて侵蝕率を上じよう昇しようさせることなんだ」

永斗：「わあっ、それはすごいね、おにいさんっ！　さっそくやってみようかなっ」

司：……と、まあこんな記事です。

ＧＭ：なるほど。

司：あ。いちおー言っておきますが。まちがっても今の会話、そのまま記事にしないでくださいよ。バカみたいなので（笑）。

ＧＭ：あはは、わかってるって（笑）。じゃ、次のシーンに行こー。













◆Scene 06◆　一本の電話


Scene player 檜山ケイト






　───夕刻。

　ケイトは、学校から帰ってカバンをベッドに放り投げた。

　それとほぼ、同時に……。




　胸ポケットの携帯電話がけたたましく、鳴った。




ＧＭ：〝ぺっぽらぱっぽぺっぽぱー♪〟ケイト。ふいにキミの胸元で、携帯電話の着信音が鳴った。

ケイト：なんでそんなノーテンキな着メロなんだよっ!?（笑）

ＧＭ：知らんわい（笑）。というわけでケイト、キミのシーンだ。携帯のディスプレイを見てみれば、そこに表示されている名前は〝佐島祐一〟。

ケイト：えっと祐一が薬王寺さんに告コ白クるのって、今晩だよね？　ははあ……心細くなってきやがったな（笑）。はい、もしもしー。

ＧＭ：『…………あ、俺……佐島』携帯を耳に当ててキミは瞬時にわかった。祐一のその雰ふん囲い気きが……どこか変だ。

ケイト：あいつはいつだって変だ。

ＧＭ：じゃなくてっ!!（一同爆笑）なんというか、どこかせっぱ詰つまったような、キミに助けを求めるような、息苦しそうな雰囲気なんだ。『ケイト……俺…今夜……』

ケイト：わかってるよ、薬王寺さんのことだろ？

ＧＭ：『……』数秒の間をおいて。『ああ。俺さ、今晩、彼女にアタックしようと思うんだ』あせってるような、助けを求めるような……そんな声。

ケイト：おいおい、祐一らしくないぞ。どうしたんだよ。

ＧＭ：『そうか、な？』

ケイト：もっと前向きになれよ。お前、元気だけが取とり柄えじゃないか。

ＧＭ：『だけかよ』

ケイト：ちがうのか？

ＧＭ：『……』二秒沈ちん黙もくして、『……そう、かもな』

ケイト：うおっ（笑）。ま、待て祐一！　お前、もしかして僕に止めてほしいのか？

ＧＭ：『そう、かもしれない』

ケイト：？　もし、お前が無理だと思うならやめたほうがいいんじゃないか？　それは、お前が決めることだろ？　やりたいようにやれよ。

ＧＭ：『でも、ちがう……ちがうんだ。ケイト』

ケイト：ちがう？

ＧＭ：『俺……いや、ごめん。なんでもない』

ケイト：なんだ、なにか他に伝えたいことがあるんじゃないか？

ＧＭ：『いや、ないって。……サンキュ、ちょっと気がラクになった。そうだな、ま、なるようになるか！』少し、祐一の声が元気になる。

ケイト：む、こいつは少し控ひかえめなくらいのがいいような気がしてきた。

ＧＭ：『……ケイト』

ケイト：ん？

ＧＭ：『また、あとでな』

ケイト：は？

ＧＭ：そして、祐一は携帯電話を───切った。

ケイト：……。ちょっとまて、なんだ今の反応は。なんか止めてほしそうな……他になにか言いたいことがあったんじゃないのか？　えっと、祐一に電話します。

ＧＭ：『あなたがおかけになった電話は、現在、電波の届かないところにいるか、電源が入っていないため、かかりません。あなたが……』（一同大爆笑）

一同：はやっ!?（爆笑）

ケイト：……祐一？




　繰くり返しメッセージを流し続ける携帯を握にぎったまま……

　ケイトの胸に、不安がよぎった。










◆Scene 07◆　夜の青


Scene player 薬王寺結希






　そこは、夜の学校。

　結希はひとり、校庭のまんなかに人待ち顔で立っていた。

　厚手のセーターにコート、そしてマフラーの完全装そう備び。

　だが、冬の冷気は容よう赦しやなく彼女の身体を芯しんまで冷やす。

　かじかむ手を暖めようと吐はいた息は、すぐに白く霞かすんで霧む散さんした。

　時刻は午後十時五十分。




　約束の時間まで、あと十分。




ＧＭ：とゆーわけで結希のシーン、舞ぶ台たいは夜の校庭でーす（笑）。

結希：は、はう……さ、寒い（笑）。

ＧＭ：明日から冬休みだからな。もう真冬だ。もっとも、この北の町Ｓ市では、この時期はまだ寒いとは言わない。本格的な冬は、冬休みのあとにやってくる（笑）。

結希：祐一くん、はやくきて～。え、えと寒いんだか自分なりに緊きん張ちようしてるんだかで、ちょっと震ふるえてます（笑）。

ケイト：うわ、薬王寺さん寒そー……（ひそひそ）。と、校庭の茂しげみに登場。

司：てか、ほんとにきてるよ（ひそひそ）。と、校庭の茂みに登場（一同爆笑）。

結希：わ、ほんとにふたり来てるしっ！（笑）

ＧＭ：もっとも結希はそのことに気づいてないけどね（笑）。

結希：うー、見せ物になってるー。

ＧＭ：わはは（笑）。そして、キミがちらり腕時計を見れば、時刻は十一時。約束の時間だ。……少し距きよ離りが離はなれているけどキミの背後で、ふいに人の気配が現われる。

結希：きた～（笑）。えと、手をひらひらさせて笑顔で迎むかえます～。

ケイト：お、つかちゃん、祐一が来たぞっ！（笑）

司：おおっ、ほんとにきやがった（笑）。いいか、ケイト。しっかり見守るぞ。友人として。

ケイト：ああ、友人として！

結希：うう……（笑）。とにかく祐一くんに声をかけます～。

ＧＭ：「……」返答はない。

結希：はにゃ？

ＧＭ：「……」結希に向かってまっすぐ近寄ってくる人ひと影かげは、夜の闇やみの中に溶とけ、かろうじてそれが人であるとわかるだけだ。顔までは見えない。

結希：祐一くん？

ケイト：？？？　祐一、緊張してるのか？（ひそひそ）（笑）

ＧＭ：……ややあって。人影が結希の５メートルほど先で立ち止まる。そして、言った。

結希：は？

ＧＭ：「薬王寺結希。Ｓ市ＵＧＮ支部長。……お前は邪じや魔まだ。死ね」同時に、人影の身体が淡あわく、そして青い光に包まれ始めるっ!!

結希：……はいっ!?

ＧＭ：夜の黒を切り裂さき、その青い光は結希に飛びかかったっ!!

結希：ちょ、ちょっ……っ!?




　　　　＊　　＊　　＊




ケイト：……なんか様子、へんじゃないか？（←のぞいている）（笑）

司：って、おおっ!?　いきなり祐一が飛びかかった!?　なんてストレートなやつっ!?（←のぞいている）

ケイト：それはそれとして……なんかあの祐一青く光ってないか？（←のぞいている）

司：……（←考えている）。

ケイト：祐一じゃないっ!!　オーヴァードだっ!!

司：ＧＭっ、俺らも飛び出すぞっ!!　距離、どれくらいあるっ!?

ＧＭ：えっと、あんたら離れた茂みの中にいたから……20メートルくらい？

司：遠っ!?　１ラウンドでエンゲージに入れねえっ！　……しまった、こっそりのぞいてたのが裏目に出たっ！（大爆笑）




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……てなわけで、こっちは攻こう撃げきっ！　その青いジャームの右手がにゅるっ、とのびて結希を襲おそうっ!!（ダイスを振る）

結希：わーっ!?（ダイスを振る）……か、回かい避ひ成功っ!!

ＧＭ：ち。結希の頰ほおのすぐわきを、鞭むちのようにのびた青い腕うでが、擦さつ過かした。

結希：あなた……司さんの言っていた〝ブルー・ビースト〟ね？

ＧＭ：「ふうん、よく知っていたな」眼前の、青い光を放つ獣じゆう人じんが口元にゆがんだ笑みを浮かべ、答える。

結希：このＳ市で、無差別に殺人を犯したジャーム。あなたね？

ＧＭ：「それがどうした？　もっとも、無差別ではないがね」

結希：？　どういう意味？

ＧＭ：「答える必要は、ないな」再び、くたん、と右腕が伸のびて地面にたれる。

結希：待って。その前に……ここに来た時、男の子と……祐一くんと会わなかった？

ＧＭ：「……。さあな？　もっとも、さっきぶち殺した二～三人の中に、その祐一とやらがいるなら……運が悪かったな？」

結希：……え…………まさか!?

ＧＭ：「安心しろ。すぐにお前もあとを追うのだ」

結希：いいえ？　そのつもりは、ないですね。……と、銃じゆうを抜ぬくっ!!

ＧＭ：うし、ここから戦せん闘とうを始めよう!!（じゃらじゃらと、机の上にあるダイスをかき集める）

結希：……ちょ、ちょっと待ってください。なんでそんなにダイス集めるんですかっ!?　さっきの攻撃は五コしか振らなかったじゃないですかっ!?

ＧＭ：ん？　ああ、さっきはデータをまちがえた（笑）。こっちが本当（一同大爆笑）。

結希：わーっ!?（爆笑）

司：げ。ＧＭ、俺らもすぐ戦闘に参加していいの？

ＧＭ：いいけど、このラウンドは移動しておしまいだな。

ケイト：……ごめん。薬王寺さんっ（一同爆笑）。

結希：が、がんばってよけるもん！

ＧＭ：では、いいかな？　んでは、ブルー・ビーストがたらした腕を〝ヒュン〟と振り上げ……結希に向かって攻げ……っ！

永斗：……向かって攻撃しようとしたその瞬しゆん間かんだった。〝チュインッ!!　……チュチュチュチュチュチュイ───ンっっ!!〟ジャームの直上より無数の弾だん丸がんが撃うちおろされ、両者の間に砂すな煙けむりが巻き起こる。

一同：うおっ!?

ＧＭ：なんだよっ!?（爆笑）

永斗：それは、まさに嵐あらしと呼ぶにふさわしい攻撃だった。ややあって、大地に打ち込まれた弾丸……そのすべてがバラの花びらとなって風に吹ふかれ、舞まい散っていく。（渋い声で）……上月永斗、参上（一同大爆笑）。

ＧＭ：登場したいなら先にＧＭの許可とれやコラ──────っ!?（一同大爆笑）

永斗：そうカタイこと言わんと。

ＧＭ：……。結希は、撃ちおろされた弾丸の弾道を視線でたどり、上を見上げた。そして見る。キミのわきにあった校旗を掲かかげるポールの上に……その男は立っていた（一同大爆笑）。両手に握りしめたサブマシンガンの銃口からは煙がたなびき、男の愛用するトレンチコートの裾すそが風にはためいている。

永斗：俺は飛び降り、薬王寺の前に立つ。とう！　……ざっ。（渋く、余よ裕ゆうの口調で）……支部長どの？　キミは昔より弱くなったのではないかね？（一同大爆笑）

司：あ、兄貴よぉ……（←目の上にタテ線）。

永斗：おお、司か。しかし、日本の警察ってのはラクなもんだなあ？

司：やっぱり脱だつ獄ごくしてきたのかよ───っ!?（一同大爆笑）

永斗：（雄ゆう弁べんな口調で）はっはっは、そーいや弟よ。ロシアで捕つかまった時のコトは話したっけなあ？（一同大爆笑）

ＧＭ：あのー、攻撃続けるぞー？（ダイスをザラザラザラ───っ、と振って）目の前に割り込まれたので永斗に攻撃。

永斗：うおっ!?（ダイスを振る）……回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振って）……ダメージ35。

永斗：死にました。

一同：ナニしに出てきたんだお前わよ─────────っ!?（一同大爆笑）

永斗：（渋いナレーション風の口調で）ジャームの放った肉の鞭が、俺の頭を吹き飛ばした。同時に、くずれるように俺の身体が百万本分のバラの花びらと化し、風に吹かれて散っていく。

一同：………………。

永斗：死んだぞ。弟よ。

司：《リザレクト》使いやがれ──────っ!?（大爆笑）

永斗：それはなんだ、弟よ。

司：てめぇ、『ダブルクロス』のスタッフだろーがっ!?　なんでルール知らねんだよっ!?（大爆笑）

永斗：ル、ルール担当じゃないのに、おぼえていませんよ。そんな。





《リザレクト》

　宿主である人間が生命の危機にさらされた時、体内のレネゲイドウィルスが生命維い持じのために活性化し、ダメージの回復を成す現象……エフェクトである。

　ただし、この能力は侵蝕率がコントロール可能な状態……すなわち99％以下の時にしか使用できない。






永斗：おお、そんな能力があったな。では使うぞ。（いきなり渋い口調で）……永斗が死んだ。誰もがそう思った瞬間。散ったはずのバラの花びらがうぞぞぞぞぞと集まり、人間を形作って……再び、俺になる。「フフ、なかなかの腕うで前まえだが、この俺を殺すことはできん」（一同大爆笑）

司：ええと、ブルー・ビーストに向かって言おう！　これで四対一だな？　こんどは、逃にがさねえぞ？　ええ？

ＧＭ：「ぐ……」じりじり、ブルー・ビーストはあとずさる。

ケイト：薬王寺さん、こいつが今回の連続殺人の……犯人なのか？

結希：そうです。

ケイト：（シリアスな口調で）……キミは、僕の〝居場所〟を侵おかした。だから、悪いがここで……殺す。

ＧＭ：その時のケイトはいつもの彼と、あきらかにちがった。その目つき、雰囲気は常人のそれではなく……ジャームすらも、思い起こさせる。

結希：びくっ、ケイトくんらしくない……と怯おびえます。

ＧＭ：ケイトに気け圧おされ、ブルー・ビーストもビクリと身体をふるわせる。

司：……ハ、それがお前の本性、ってトコか。ケイト。

ＧＭ：「……！」ブルー・ビースト……その獣けものの瞳ひとみは、他の誰でもなく……ケイトをにらむ。いや───見つめる、と言ったほうがいいか。

ケイト：……は？

ＧＭ：「……」ふたりは、視線をあわせたまま、その動きを止める。

ケイト：……？

ＧＭ：「……」

ケイト：…………祐…一？

司：は？

結希：え？

永斗：そっちが動かないのであれば、仕し掛かけさせてもらうか（←聞いてない）。俺の手に持つバラが〝ベキバキバキ……！〟一丁のデザートイーグルへと変異して〝ズギュ──────ンっ!!〟（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振る）……その弾丸はブルー・ビーストの胸に〝ドンっ!!〟と巨大な風穴を開け…………〝ちゅぼおおおぉぉぉ───んっ!!〟と大爆発っ!!

永斗：ぬおぅっ!?　おお俺、いま撃うったのふつうの弾たまだよねっ、ねっ!?（自分の頭に拳けん銃じゆうをつきつけて）〝ズギュ───ン〟っ、あ、やっぱふつうの弾だ、うんっ!?（一同大爆笑）

司：やった……のか？　ずいぶんとあっけないけどよ。ヤツの気配は？

ＧＭ：まったく感じられない。

結希：なるほど、逃にがしましたね。

永斗：なに？

結希：今の爆ばく発はつ、おそらくエグザイル・シンドロームの《騒がしき行列》です。

司：だな。爆発して、そのシーンから退場する、ってやつだ。

ケイト：……。

結希：あ、ところで今、何時ですか？　腕時計を見ま……。

ＧＭ：と、結希が腕時計に視線を落としたその時。ちらり、キミの視界の隅すみに……白いものが見えた。

結希：…………雪？




　結希が、それにつられて空を見上げれば。

　深い夜の闇より、白い雪がひらひらと舞い落ち始めていた。




　時刻は十一時十五分。




　祐一は、こなかった───。













◆Scene 08◆　一本の線


Scene player 上月 司






　深夜。

　雪の降る学校の屋上で、ひとつの結論が導きだされようとしていた。




「なるほどな、そうか。そういうことか」




　永斗が、渋い声で言った。




ＧＭ：つーわけで次のシーン。シーンプレイヤーは……。

司：あ、待ってください。ちょっと情報を整理したいんですが。

永斗：そう、そのとおり。

ＧＭ：うい。ほんじゃ、司をシーンプレイヤーとして……場所は……。

永斗：……その雪の降る、そして真夜中の学校の屋上で、俺はおもむろに煙草たばこに火をつけた。〝キンっ、しゅぼっ……〟

ＧＭ：真夜中の屋上かい。

永斗：〝フ───っ……（←煙草の煙けむりを吐はいたらしい）〟そして、俺はおもむろに言った。「（渋い声で）……なるほどな、そうか。そういうことか」

司：気づいたか。兄貴。

永斗：ああ。

司：どう思う？

永斗：（渋く）……。なにがだ。

司：なにが、じゃなくて。気づいたんだろう？

永斗：俺が？

司：ああ。

永斗：（渋い笑みを浮かべながら）……馬ば鹿かだな、司。俺は暗殺者だぜ？

司：あ？

永斗：情報分ぶん析せきは専門外だ。

司：わかってねえなら素直にそう言えや───っ!?（一同大爆笑）

永斗：ししし渋くキメてみたかったんですよっ!?（一同爆笑）

結希：えと、あたしもそのシーンに出ます～。

ＧＭ：うい。

司：なんだ、あんたも残っていたのか。

結希：帰れるわけ、ないでしょう？

司：で、ＧＭ。あらためて聞きたいんだが。祐一、体育の授業休んだ時、吊つっていたのは左腕っすよね？

ＧＭ：そう。左腕。

司：オープニングで、俺が斬きり飛ばした〝ブルー・ビースト〟の腕って……。

ＧＭ：キミの思っているとおりだ。

結希：なるほど。

永斗：うんうん、なるほど（腕を組んでうなずく）。

結希：で、あたしも考えたんですが……永斗さんをハメた人について。

永斗：ハメた？

結希：ええ。あなたの部屋に死体を転がし、永斗さんを警察に捕まえさせた人。

永斗：そうか。俺はハメられたのか。

司：……って、おめえがそう言ったんだろーがよっ!?　さっきっ!?

永斗：（渋い声で）……フ、そんな昔のことは、忘れたさ（一同大爆笑）。

結希：……ええと、永斗さん。死体を見つけた時、タイミングよくさわざたてた生徒がいたじゃないですか。あれ、どんな人でした？

ＧＭ：え？

結希：都合よすぎですもん。永斗さんをハメられる人、ひとりだけいると思いません？

ＧＭ：（あ、なるほど！）

司：というと？

結希：つまり、永斗さんが帰ってくるタイミングで、そこにたまたま生徒が現われるなんて都合よすぎだと思いません？

司：ああ、なるほどな。たしかに、死体を転がした本人なら、兄貴の帰ってくるタイミングで騒ぎにできるわな。

結希：で、どんな人でした？

永斗：あー、たしか二年Ａ組の田中くんだったかな。

ＧＭ：それは殺された被ひ害がい者しやのほうだろがっ!?（一同爆笑）

永斗：……で、ＧＭ。どんな奴だったかな。

ＧＭ：そうだな、その騒ぎ立てた生徒は、たしか左腕を包帯で吊っていたな。

司：なにいいいいっ!?

結希：……決まり、ですね。

司：ああ。

ＧＭ：しかし、結希……よく気づいたな。

結希：あ、でも、永斗さんが〝ハメられた〟ってコトを言わなかったら考えもしませんでしたよ～。

永斗：口から出まかせだがな。

司：出まかせだったのかよっ!?

ＧＭ：さすがだ。

司：……って。あれ？　でもあの騒いだ生徒、俺が勝手に登場させたＮＰＣじゃなかったか？（笑）

ＧＭ：気にするな。

司：まあ、これでわかったろ。兄貴？

永斗：……まあ、とにかくなんだ。……俺はおもむろに煙草に火をつける。〝キンっ、しゅぼっ……〟

一同：なんだよいきなりっ！（笑）

永斗：〝フ───っ……〟そして、渋い声でつぶやいた。




「……なるほどな、そうか。そういうことか」










◆Scene 09◆　雪の舞う、朝の校庭で


Scene player 檜山ケイト






　昨晩降り始めた雪は、この時期にしては記録的な大雪となった。

　だが、Ｓ市を一面の白に塗ぬり替かえたこの雪も、翌朝にはすっかりやんでいた。




ＧＭ：シーンプレイヤーは、ケイト。場面は早朝、自分の部屋から始まる。

ケイト：……僕は、自室のベッドに腰こし掛かけて携帯を握にぎりしめている。かかってくるだろう、その電話を待ってる。

ＧＭ：〝ぺっぽらぱっぽぺっぽぱー♪〟……静かな朝の静せい寂じやくを破るように、握りしめた携帯の着信音が、鳴った。その陽気な音楽が、かえってどこか空々しさを感じさせる。

ケイト：発信者名の確認もしないで電話をとるよ。…………祐一、か？

ＧＭ：『よ、朝早くからわりいな？　起こしちまったかあ？』祐一の声は妙みように明るい。

ケイト：（静かに）……いや、そろそろかかってくると思ってたよ。

ＧＭ：『……』

ケイト：で？　昨日は、どうだったんだ。

ＧＭ：『……ん、ああ。いきなりそーくるかよ。いやあ、昨日はけっきょく薬王寺さんと会えなくてさ。俺、行けなかったんだよ、あはは……』───だが、その伝わってくる雰囲気は、どこか作ったような明るさだ。

ケイト：……ちがうだろ？　他に、話したいことはないのか？

ＧＭ：『……。じゃあ、どっかで会って話さないか？』

ケイト：……わかった。

ＧＭ：『なら、学校でいいか。近くにいるんだ』

ケイト：あいかわらずだな。お前、人を呼び出す時はいつも学校だな。

ＧＭ：『そうだっけ？』

ケイト：そうだよ。長い……つきあいだからな。

ＧＭ：『……。そうか、そうだな。たしかに、学校で待ち合わせてそのあと、よく一いつ緒しよに遊びに行ったな。思い出した』

ケイト：そのまま休日の校舎に入ったりもした。あの時の骨格標本は、たまんなかったよ。

ＧＭ：『ああ、お前が壊こわしちゃったやつな？』

ケイト：ちがうだろ。壊したのはお前だよ。

司：……なんかこのふたり、今の会話を聞いてたらほんとに昔からの親友みたいに思えてきたぞ（笑）。

結希：というか、次から次へとよくセリフがでてきますねえ。

ＧＭ＆ケイト：まったくだ。

ケイト：とにかく携帯電話でそんな思い出話をしながら、僕は部屋を出るよ。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：キミが玄関のドアを開けると、そこは一面の銀世界。日の出までもう少し時間があるせいか、周囲はまだ薄うす暗ぐらい。開いたドアから、冷気が流れ込んでくる。

ケイト：祐一、今、家を出たよ。で、さっきの話の続きなんだけどな……。




　閉められた自宅の門に手をかけ、少し力を込こめる。

　錆さびついたちょうつがいが、ぎっ、ときしんだ音を立てた。




ケイト：……やっぱ骨格標本を壊したの、お前だよ。

ＧＭ：『そうかあ？』

ケイト：まあ……お前は、もっとひどいことしてるけどな。




　言葉と共に吐はいた息が白い。

　澄んだ、冷たい冬の空気。




ＧＭ：『俺、なんかしたっけ』

ケイト：ほら、小学生ん時、学校の屋上で雪だるま、いっしょに作ったろ。

ＧＭ：『作ったな。小学生の時のかわいい思い出じゃないか』




　……積もった雪を踏ふみしめる音。
















　自転車をこいだまますれちがった新聞配達のアルバイトが、軽い会え釈しやくをする。




ケイト：かわいいな。でも、あれを校庭に投下したのはまずかった。

ＧＭ：『教頭の頭に直撃したもんな』

ケイト：落としたのはお前なのに、俺も死ぬほど怒おこられた。

ＧＭ：『止めなかったんだから同罪だ』




　ふいに、東の空が白み始める。

　きしむように寒い……冬の街の朝。




ケイト：でもさ、あーゆーのってやけに楽しく思えるよな。

ＧＭ：『だな。できれば……』

ケイト：……。

ＧＭ：『……できれば、もう一度あの頃に戻ってみたいよ』

ケイト：そうだな。でも……───。




「───過去に戻ることなんて、できないんだ」




　ケイトが静かな声で、言った。




「……学校に着いたよ、祐一───」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……今、ケイトと祐一は校門をはさんだまま、立っていた。ふたりとも笑顔で。携帯電話を耳にあてたまま……お互たがいを、見る。『よお……』

ケイト：……やあ。

ＧＭ：携帯電話を通して、語り合う。『……ケイト、俺のほうから呼び出しておいてなんなんだけどさ』

ケイト：……。

ＧＭ：『そのまま、引き返してくれないか？』

ケイト：すまん、それはできない。

ＧＭ：『どうして？』笑顔のままで。『俺は、お前を巻き込みたくないんだ』

ケイト：もう巻き込まれてるよ。

ＧＭ：『……。ちぇ、だから彼女には近づいてほしくなかったんだよな』

ケイト：……なるほどね。だからさんざん接触を邪魔したのか。

ＧＭ：『まだ、まにあうんだ。でもお前がその校門を越こえたら、俺たち、終わるような気がしないか？』

ケイト：……終わるかもしれない。でも、終わらせなきゃいけない。そうだろ？

ＧＭ：『……』

ケイト：ごめん。気づいてやれなくて。

ＧＭ：『そうだな、お前って実は友達がいのないやつだ。六年も一いつ緒しよだったけどさ、お前、顔では笑ってたけど、いつもなにか、隠かくしてただろ』

ケイト：ごめん。でも……今は、わかるだろ？　なにを隠していたのか。

ＧＭ：祐一は、携帯を折り畳たたみ……ポケットにしまいながら言う。「ああ、最近、わかるようになった」

ケイト：どうして……そんなことになったんだよ。

ＧＭ：「話せると、思うか？」

ケイト：……。

ＧＭ：「それにさ、誤解ないように言っておくよ。快感を感じるんだよ、恐きよう怖ふに震ふるえる人間を見ていると。命を奪うばうことに喜びを感じるんだ。これはもう、止められない。歯止めがきかなくなるんだ。そんな衝しよう動どうを、押おさえられない！　もうお前の知ってる佐島祐一は、いないんだ。だから───」一瞬の間をおいて。「止めたければ、俺を殺してくれ」

ケイト：その言葉を聞いて……僕はその一歩を踏み出す。すぐに解放してやるからな、祐一。……いや───。




「……〝ブルー・ビースト〟」




　　　　＊　　＊　　＊




〝キンっ……〟

　手に馴な染じんだ愛用のジッポを鳴らし、永斗は言った。

「……始まる、ようだな」




永斗：俺は校舎の窓から、だんだん距離が近づいていくふたりを見つつ、煙草に火をつける。で、俺様、このシーンに登場！　……司、あいつら友達だったのか。

司：ああ、両方とも俺のクラスメイトだよ。と、俺も登場（笑）。

永斗：フ───っ……（←煙を吐いた音らしい）、（渋い声で）……ままならねえ、もんだな？（←あまりの渋さに一同爆笑）

司：ああ。でも、それは俺たちだってよく知ってるだろ？

永斗：まあな。

司：兄貴は〝あっちの世界〟に行くなよ？　ま、行った時は俺が殺してやるけどさ。

永斗：おいおい、俺が〝化け物〟になると思ってるのか？

司：兄貴、いつそうなってもおかしくない雰囲気持ってるからな。

永斗：フッ。……ちげぇねえ。

司：…………否定しろよ……おひ……。

永斗：あ、ちなみに今日の俺は白いスーツに黒いコート、白いマフラーだ。んで、コートの内側から一輪のバラを取り出し……（渋い声で）そろそろいくぞ、司。

司：……ああ。




　───ふたりは、戦場へと向かった。




　　　　＊　　＊　　＊




　校庭を一望できる校舎の屋上で。

　ケイトと祐一を見下ろし、結希は悲しげな表情を浮かべた。




結希：で、あたしも登場しますね。場所は学校の屋上の……フェンスの上に立ってる（笑）。銃に弾丸を装そう塡てんします。

ＧＭ：うい。キミは慣れた手つきで銃に弾倉をセット、一発目の弾丸をチャンバーに送り込んだ。

結希：そこで、寂さびしげにつぶやく。




「あたしが、巻き込んじゃったんだよね……。───ゴメンね、ケイト」







　　CLIMAX PHASE




ＧＭ：……肌はだを刺さすような冷たい空気の中。気がつけば、さきほどまで青く澄すんでいた空は、黒い雪雲に覆おおわれつつあった。

ケイト：……。

ＧＭ：「……」。あと五～六歩も歩けば祐一に手が届く……そんな距離。ふいに、視界の中にあった祐一の笑顔が、崩くずれていく。〝ビキ…ビシィ……〟と、ケイトには聞き慣れた異音を立てながら、彼の身体は人とは異なるものへと変わっていく。

ケイト：まばたきひとつしないで、それを見守るよ。

ＧＭ：祐一は、なにも言わない。ただ……人ではない姿になるその直前まで、彼は、笑顔を浮かべていた。そして……眼前に現われたのは〝青い獣じゆう人じん〟。すなわち───〝ブルー・ビースト〟。

ケイト：……祐一ぃいいいいいっ!!　同じく《完全獣化》っ!!

ＧＭ：校庭に現われた青い獣人の前で、ケイトの身体もまた、人とはちがったものへと変へん貌ぼうしていく───!!　さあ、ラストバトルだっ!!




　雪の積もった学校の校庭に現われた二匹ひきの獣けものが、同時に咆ほう哮こうをあげる。

　それが戦いの始まりの合図だった。

　そして、両者が組み合おうとした……その瞬間。




永斗：《戦いの……よっ、か───ん》っ!!　敵の直上、ふいに現われた俺は……おもむろに着ていたコートの前を……はだけるっ!!

司：変態か、お前わっ！（笑）

永斗：そこから現われたのは、無数のバラ！　そのすべてが異音を立てながら、無数の銃じゆう口こうへと変異するのだ！　《ハンドレッドガンズ》！　そして、《レインフォース》＆《小さな塵ちり》＆《天からの眼》を組み合わせて……一いつ斉せい射しや撃げき!!　〝ズギュ───ンっ！　ズギュズギュキューンっ、ズキュキュン!!〟（一同爆笑）（ダイスを振ふる）




　この無数に浴びせられた弾だん丸がんの前に、〝ブルー・ビースト〟は身体をゴムのようにねじ曲げ（《異形の踊おどり》を使用）、よけ……ようとするが。

　雨のように放たれた弾丸は〝青い獣〟の身体に次々と撃うち込こまれていく。

　大地に着地した永斗は、弾丸が命中したであろうことを背中で感じ、言った。

永斗：（渋い声で）……戦いの鉄則その一。〝ためらうな〟（一同大爆笑）

ケイト：〝……これは僕の戦いだっ、手を出すな！〟

永斗：ケイト、だったな。そいつはもう友達じゃねえ。

ケイト：〝ちがうっ！　敵だが───友達だ!!〟

永斗：（渋い声で）なに甘あまいことを。見ろ、もう傷口が再生を始めてやがる。それにこの戦いは我ら兄弟の戦いでも、ある。だまって見ているわけにはいかん。

結希：───そうです。情けをかけてはだめ。そうじゃないと、あなたが、死ぬ！

ケイト：〝薬王寺さんっ!!〟




　ふいに、ケイトの横に結希が立っていた。

　きれいにのばした腕の先に銃を握り、〝ブルー・ビースト〟に照準を定める。




結希：（ポソリと）……祐一くん。




　つぶやいて放たれた弾丸は……大きく的を、はずした。

　銃声の乾かわいた音だけが虚こ空くうに響ひびく。

　はずれた、のではない。

　はずした、のだ。

　それは、結希の祐一に対する決別の意を込こめた、弾丸だった。




司：なんだかんだ言って、お優しいな。ヤツが祐一でも、俺は手加減しないぜ？




　司が周囲に氷の領域を展開、〝ブルー・ビースト〟の足もとより巨大な氷の牙きばが直上に向けて突き立つ！

　が。

　すでに、敵はその場にはいない。

　薄暗い風景の中で、青い残光だけを曳ひいて。




司：……速いっ!?　こないだとは動きがちがうっ!?（笑）

ＧＭ：〝この間とはちがうさ。司〟

司：けっ、祐一のクセによ。

ケイト：……次は、僕だ。ここでジェネシフト!!（ダイスを振る）

ＧＭ：お。キミの身体の中で、〝なにか〟がはじけた。そのはじけたなにかは、瞬時に体内を侵しん蝕しよくしていく。〝プ…チプチ〟……それは細さい胞ぼうが書き換わっていくような、嫌いやな感かん触しよくだ。




　ケイトはこのジェネシフトにより、侵蝕率を98％まで上じよう昇しようさせる。

　侵蝕率が１００％を越こえた段階で、オーヴァードの戦せん闘とう力りよくは飛ひ躍やく的てきに増大するのだが……あえて、１００％未満になるように振るダイスの数を調整したのだ。




ＧＭ：〝ブルー・ビースト〟の番だな。彼はケイトを一瞬だけ見つめたあと……《オールレンジ》２レベル、《銘めい無なき刃やいば》、《伸しん縮しゆく腕わん》を使用！　大地にたらした腕うでの先せん端たんだけを刃に変形させ、打ち放つ！

ケイト：よけない。

一同：は!?

結希：……ケイトくんっ!?

ＧＭ：ならば、その一撃はケイトの腹を……撃うち抜ぬいた!!　ず、ずず……刃はケイトの身体の中にゆっくりと沈しずんでいく（ダイスを振る）……ダメージ26。

ケイト：そのダメージだと、ＨＰはちょうど０だ。自分の腹をつらぬいた腕を両手でつかんで、ずるりと引き抜く！　〝───はは、痛てえよな〟

ＧＭ：「〝……ケイト。お前、俺に殺されるつもりか？〟」

ケイト：〝……いいや。お前の痛み……この身体に刻みたいと思っただけだよ〟……ここで《リザレクト》!!（ダイスを振る）これで侵蝕率が１０２、ＨＰが回復！

ＧＭ：なるほど、それをねらってジェネシフトしたのか！　〝ぶくぶくぶく……っ〟、大穴があいたはずのケイトの腹部が泡あわ立だち、その傷が急速にふさがれていく！

永斗：（渋くつぶやくように）……フン、〝ブルー・ビースト〟だけじゃねえな。俺たちゃ、みんな化け物ってことか。




　永斗が自じ嘲ちよう気味に、言った。




　　　　＊　　＊　　＊




　……続く第二ラウンド。




　永斗が再び、無数の銃口より弾丸をたたき込む。

　銃弾の嵐あらしに対し、〝ブルー・ビースト〟は再び身体を変形させて逃のがれようとするが……結果もまた、同じだった。

　弾丸は、容よう赦しやなく〝ブルー・ビースト〟の腕を、足を撃ち抜いていく。

〝……がっ〟

　獣の口から、うめくような声が漏もれ……その巨きよ軀くがよろめく。




永斗：……おいおい、貴様の能力はそんなものか？　あっけなさすぎるぜ？　こないだ、俺の頭を吹き飛ばした時の貴様はどこにいった？　まるで、俺たちに殺されるために立っているようだぜ？

ケイト：え。

ＧＭ：「〝……〟」彼は、なにも答えない。

永斗：まあ、どっちでもいいがな。（渋い声で）戦いの鉄則その二!!　〝敵の足を奪うばえ〟……司！

司：おお！　《氷の戒いましめ》＋《ブレインコントロール》＋《氷の塔》!!




　ふいに、積もる雪の中より無数の氷の蔦つたが生まれ、一いつ斉せいに〝ブルー・ビースト〟の足にまきつき、これを絡からめ取る。

　……同時に、蔦と共に大地より突つき立った氷の柱が、その身体を打ち抜いた。




ＧＭ：〝……っ!?〟

司：もう、動けねえだろ？　俺が殺やりたいとこだが……ま、ケイトに譲ゆずってやるさ。

ＧＭ：……って、まてよ？　結希の順番を飛ばしてないか？（笑）

司：あ。……いや、兄貴のセリフにつられた（笑）。

結希：じゃあ、あたしは待機していたということで（笑）。で、あらためて行動しまーす。《弱点看かん破ぱ》＋《アドヴァイス》！　〝ブルー・ビースト〟の身体を分ぶん析せき、その弱点をケイトに伝える。ケイトの次の攻撃はクリティカルが－１、ダメージ＋４されます。……けりをつけられるのは、ケイトくん。あなたです。

ＧＭ：〝もう、勝った気か？〟唸うなるような声で言って……氷の蔦と柱に閉ざされたまま、その腕がゴムのように変異して……ケイトを攻撃っ!!　とにかくこっちが同時に使用できるすべての能力をもって……だっ!!（ザラザラザラ──────っ、とダイスを振る）クリティカルっ……またクリティカルっ！（笑）〝これは……よけられないだろっ〟

ケイト：（ダイスを振る）……クリティカル……クリティカル……あ、またクリティカル（一同大爆笑）。

ＧＭ：おいおいおいおいおいおいっ。




　変異し、巨大な一本の槍やりと化した〝ブルー・ビースト〟の腕が確実に、ケイトに撃ち込まれた……かに見えた。

〝トン……〟

　軽快にステップを一歩だけ踏ふみ、まばたきひとつすることなく〝祐一〟を見つめたまま……ケイトはこれをかわす。




ＧＭ：〝…………っ!?〟

ケイト：〝その程度じゃ……僕は殺せないよ。祐一〟

永斗：（驚きよう愕がくの声で）あれを……いともたやすくかわすのかっ!?　この俺ですら、見切れなかった!?　檜山ケイト……ヤツはどれほどの戦闘能力を秘めているっ？

ケイト：ここで僕の番だ。〝……祐一───〟

ＧＭ：「〝……〟」〝ブルー・ビースト〟は、声ひとつあげず、ケイトを見つめる。

ケイト：《一いつ角かく鬼き》で僕の獣の腕が槍のような形状に変わり、高周波の振しん動どうを始める。《浸しん透とう撃げき》＋《さらなる波》だ。祐一との〝ロイス〟を〝タイタス〟に変え───。




　ケイトが、すべてを破は砕さいする超振動の〝ランス〟を振り上げ……




〝今、解放してやる───〟




　───〝ブルー・ビースト〟の胸を、打ち抜いた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：その一撃が彼の胸をつらぬいたその瞬間。ほんの一瞬だけ、周囲の風景がまっ白に溶とけ、ふたりが人間の姿に戻った……ケイトはそんな〝夢〟を見る。ケイトも、祐一も、生まれたままの姿で。ケイトに向かって、人間の祐一が交こう錯さくするようにゆっくり倒たおれ込こんでいく。

ケイト：祐一───。

ＧＭ：すれちがいざま、祐一は微び笑しようを浮かべて、言った。




「───ありがとう、ケイト」




　言葉と共に、風景は〝現実〟へと戻る。

　そして。

　いつのまにか雪の降り始めた朝の校庭で。




　その白く霞かすむ雪景色の中で───。







〝ブルー・ビースト〟は、倒れ伏した。










◆Master Scene◆　戦いおわって……




　……その日。

　ある者は部活動のために、ある者は残った仕事を片づけるために。

　幾いく人にんかの生徒や教師が、学校を訪れていた。

　彼らは登校するやいなや、妙な顔で首をかしげた。

　学校の校門に、一枚の紙が張り出されていたからだ。




〝本日、業者による校内の清せい掃そうを行ないます。

　教職員・生徒を問わず、校内への立ち入りを禁止します。

　突然のことでご迷めい惑わくをおかけしますが、なにとぞご了りよう承しようお願いいたします〟




　このことは、教職員にも知らされていなかった。

　むだ足を踏まされた教師のひとりは、閉じられた校門から、校庭をのぞいた。

　そこに広がる風景を見て……これはきっと業者がやったのだろう、と教師は思った。

　清掃業者はついでに雪かきまでしてくれたらしい。

　校庭には見事なほど、雪が残っていなかった。




　清掃業者を手配した人物の名は、薬王寺結希、といった。




　　　　＊　　＊　　＊




「よお、聞いたか？　祐一の話」

「なになに？　祐一、どーかしたんか？」

「なんでもさ、冬休みの最初の日に交通事故にあってさ、長期入院だって」

「まじで？　あいつ、こないだも事故ってなかった？　ついてねー（笑）」

「それがさ、あまり笑いこっちゃないらしいよ？」

「え？」

「けっこーひでー怪け我がらしくてさ、なんか東京の大学病院に入るって」

「うわ。……見み舞まいくらい行ってやるか？（笑）……で、東京のどこの病院よ？」

「さあ」

「……冷たいやつだな」

「ほんとにわからねーんだってば」

「そんなもん、家に押しかけて聞……」

「祐一の家、だれもいないんだ」

「なんで」

「なんか急きゆう遽きよ、仕事の都合で両親もしばらく東京に行ったって噂うわさだよ」

「へ、へえ……まあ、都合よかったんじゃねーの」

「偶ぐう然ぜんってあるんだな」

「そうだな」




　そんな噂話が、冬の休みを楽しむ二年Ｃ組の生徒たちの間に広まっていた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……とまあ、そんなことになっている（笑）。

ケイト：うわ（笑）。つまりその清掃業者ってＵＧＮ……？

ＧＭ：さあ？（笑）ただ……倒したジャームを回収するために専門の部隊が編成されていてもおかしくはないわな。

司：で、もちろん人目につかないよう、民間企き業ぎように扮ふんしていたり（笑）。

ＧＭ：そうそう。ついでに、ＵＧＮの息がかかった病院があったり。

司：記憶消去装置を持った黒づくめの男が事件のあとに動いていたり。

ケイト：ＵＧＮって……。

ＧＭ：まあ、それはともかくだ。ささ、侵蝕率の低下を行ないましょう。〝自律判定〟のお時間でーす（笑）。うひひひ。

結希：な、なんでそんなにうれしそうなんですか……。





『ダブルクロス』では、シーンへの登場やエフェクトの使用により、侵蝕率がどんどん上昇していく……というのは前にも説明したとおりだ。

　クライマックスが終了し、エンディングに入る前には、この侵蝕率を引き下げるための自律判定が行なわれる。

　自律判定を行なってなお、侵蝕率が１００％以上だった場合、そのキャラクターは〝ジャーム〟になってしまい、キャラクター・シートをＧＭに預けなくてはならないのだ。






永斗：がはは、実は侵蝕率はそんなに上がってないので俺はぜったい平気だ。結局、ジェネシフトもしなかったしな。

結希：う、あたしはけっこー高い……１２８％もある……。

ＧＭ：結希はシーンに出まくりだったじゃん。ただ電話しただけとかで（笑）。

結希：永斗にひっぱり出されましたからねえ……しゃべりもしなかったのに……。

永斗：がっはっは。

結希：……けっこーまずいかも。誰かロイス結びたい～。あ、司くんに対してロイス結びますっ！　ほらゲーム中にいっしょに調査とかしていたし～。他にも……。

ＧＭ：ういうい（笑）。他にもロイスを取りたい人がいたら、進言してね。ここが最後のチャンスだよ～。





　侵蝕率は、ゲーム中に結ばれたロイスの数が多いほど、より多く低下させることができるのだ。もっとも、ロイスは合計で七人までしか結べないのだが。そして、侵蝕率が高くなり、かつロイスの人数が侵触率を下げるためには少ないと思った場合は、この段階でロイスをたくさん結ぶことになる。

　ただしプレイ終了時、侵蝕率が１００％未満であれば、より数字が大きいほど多くの経験値が入ることになる。下がりすぎるのも問題なのだ。






永斗：（ダイスを振る）……がはは、問題なし。

司：こっちも問題なし。というか、下がりすぎだ（笑）。

ケイト：お、いい具合に侵蝕率が下がった。95％だ（笑）。

結希：じゃ、じゃああたしも……（ダイスを振る）……わっ!?　６の１の２の……。

ＧＭ：……おひ、それ足りてるか？（笑）

結希：（出たダイス目の数を計算して）……あ、あぶなかったです～っ！　侵蝕率99％っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：ここで結希がジャームになったら、大爆笑だからな。じゃあ最後にみんなのエンディングを演出してこのシナリオを終えようか！

一同：うい～す（笑）。







　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆　ミッション・コンプリート


───薬王寺結希






　今回の事件の報告書を書き上げ、結希はＵＧＮ本部へとひとり、赴おもむいていた。




ＧＭ：「よくやったな、結希」結希の眼前で、長瀬明が優しげな表情で言った。

結希：いえ、アシストしてくれたエージェントが、優秀だっただけです。

ＧＭ：「正直に言えば……私は覚かく悟ごしていたのだよ。今回のミッションで、結希を失うことになるかもしれない、とね」

結希：「相手が、〝ブルー・ビースト〟だけでしたから……。〝ロード・オブ・アビス〟が出てきていたら───」

ＧＭ：「……たしかに、な。それでこのあとは、どうしたいかね？」

結希：このあと？

ＧＭ：「今回の任務、〝ブルー・ビースト〟にまつわる事件は、敵の計画のほんの一角にすぎない。私はね、結希。キミにこの件から手をひいてもらいたいのだよ。キミは私にとって、大事な存在だ。失うわけには、いかない」

結希：え？

ＧＭ：「今回、キミは霧谷の管理下で作戦行動に入っている。私ならば、霧谷に働きかけ、代わりのエージェントをＳ市に送り込むことも……」

結希：いえ、引き続き作戦行動を続行させてください。

ＧＭ：「……」ちょっと渋い顔をして。「……わかった。一度言い出したら、キミはテコでも動かないからな。やむをえん、赴ふ任にん先さきの学校に戻りたまえ」

結希：はい。

ＧＭ：「……健けん闘とうを祈いのっている」。

結希：はい。

ＧＭ：「……」

結希：……。

ＧＭ：？

結希：あのう……。

ＧＭ：「なんだね」

結希：いや、約束……頭を……。

ＧＭ：ああ！（笑）長瀬は優しい笑みを浮かべて言った。「ああ、そうだったな……おいで、結希。なでなでしてあげよう」（一同爆笑）

結希：は～いっ！（笑）




　結希が、幸せそうな笑顔を浮かべて長瀬の胸に飛び込んだ。




　その刹せつ那な。

　ふと、ケイトの暗い横顔が頭をよぎった。

　長瀬の胸の中で、幸せな気分に満たされていた自分を振り返って……。




　───結希は、どこか素直に喜べない自分に、気づいた。










◆Ending 02◆　戦い、限りなく


───上月永斗＆司






「……では引き続き、任務の続行を頼たのみます。では」

　携帯電話の向こうで、ＵＧＮ日本支部監査局長〝リヴァイアサン〟霧谷雄吾は、言った。




ＧＭ：……と、ここはちょっと変則だけど永斗と司、ふたり一いつ緒しよのエンディングだ。

永斗：ふむ、場所は学校の屋上。俺は携帯電話を切って、言う。〝ロード・オブ・アビス〟。もうすぐ、貴様と出会える。首を洗って待っていろ？　くっくっく。

司：だからなんでそんなに悪役っぽいんだ。兄貴は。……で、なんだって？

永斗：なんのこたあない。任務の続行依い頼らいさ。ブルー・ビースト……あれは、ただのザコにすぎない。俺たちの目的は、その背後にいる男だからな。

司：借りは返さねえと、な。こっちの腹の虫がおさまらん（笑）。

永斗：〝フ───っ……〟（←タバコの煙けむりを吐はいた音らしい）俺はタバコをピッ、とはじいて、コツコツコツ……その場を立ち去る。

司：おい兄貴、どこ行くんだ。

永斗：司、そろそろ教室に戻れ。授業が始まるぞ。

司：：って今、冬休み……。

永斗：冬休みは昨日、終わった。

一同：終わったのかよっ!?（爆笑）はやっ!?

司：じゃあ……俺は戻るけどよ。で、兄貴はどこに？

永斗：ちらり振り向き、意味ありげな笑みを浮かべて渋い声で言おう。




「……俺の戦場は、ここだけじゃない」




　　　　＊　　＊　　＊




永斗：（いきなり陽気な声で）はあいっ、焼き肉定食大おお盛もりふたつ、出ま～すっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「ちょっと上月さんっ!?　焼き肉定食じゃなくてハンバーグ定食っ!!　あなた何度まちがえたら気がすむんですかっ!?」

永斗：（渋い声で）……人間、誰にだってまちがいは、ある。

ＧＭ：「それに！　ちゃんと割かつ烹ぽう着ぎはつけてもらえますっ？」

永斗：つけているさ。……このトレンチコートの下にな。

ＧＭ：下につけてどーするんだよっ!?　「あああっ……もういいですから！　そこのゴミ箱、外に出してきてもらえますっ!?」……学食のおばさんが叫さけびをあげる。

永斗：（渋い声で）それは新たな任務、ということだな？　いいだろう。引き受けよう。

ＧＭ：……。




　　　　＊　　＊　　＊




　学校の校舎裏。

　永斗は、その瞳ひとみに狂きよう気きの色をゆらめかせ……

　口元にゆがんだ笑みを浮かべ……




永斗：（渋く、邪じや悪あくな声で）くく……もうすぐだ。もうすぐ、お前を切り刻める───。




　生ゴミのつまったゴミ箱を両手に抱かかえたまま、ひとりつぶやいた。




　ところで。

　どーやったら銃じゆうで切り刻めるのかは、永遠の謎なぞである。










◆Ending 03◆　戻らない日常


───檜山ケイト






「ねー、お正月どっか行ったー？」




「ずっと寝てた……」

「そーいや鈴木のやつ、初はつ詣もうでに行った翌日に彼女にふられたらしいぞ……」

「め、めでたい正月だな……」




　クラスメイトたちが、休み中の思い出を楽しげに語らっている……そんな風景。

　教室の片かた隅すみでケイトはひとり、ひらいた自分の右手を見つめていた。

　親友の身体を貫つらぬいた、その右手を。




ＧＭ：というわけでケイトのエンディングだ。冬休みの明けた教室は、今そんな雰囲気だった。

ケイト：……。空白になった隣の席をふと眺める。

ＧＭ：そこは、座る者が誰もいなくなった席。教科書がいつもつっこんだままになっていたはずのその席は───きれいに片づけられている。誰がそうしたのか、キミにはなんとなく理解できた。

結希：えっと場面が教室だったら、あたしもいますよね？

ＧＭ：うい。キミにも登場してもらおうと思ったところだ（笑）。ケイト、キミの背後にふと、人の気配がした。

ケイト：……もう、僕に用事はないだろ？　と、振り返りもせず言う。

結希：あなたに一言、あやまりたくて。

ケイト：あやまる？　なんでさ。

結希：だって、あたしが輿味本位であなたに接触なんかしなければ……。

ケイト：いいよ、別に。キミは任務を果たすためにがんばった……ただそれだけのことじゃないか。祐一があんなコトになったのは、キミのせいじゃない。

結希：でも……。

ケイト：いいんだ。キミがいたから最後に祐一は人間に戻れた。……そうだろ？

結希：ぐっ……うう～……ここでポロポロっと涙が。なんかすまなすぎて泣き出す。

ＧＭ：その瞬間。クラス内の温度が変わった。「……お？」「おい、〝こいのぼり〟が泣いてるぞ」「なんで……あ、檜山が泣かしてるっ!?」「なになになにっ!?　あのふたり、そーだったのっ!?」瞬時に話題沸ふつ騰とう（一同爆笑）。

結希：な…な……っ、いやあたしたちはそーゆーのじゃなくてっ!?

永斗：「んまあっ!?　あ・た・し・た・ち、ですってっ!?　聞きまして？　みなさま!?」（←いきなり一般生徒）（一同大爆笑）

司：……ケイト、知らなかったぜ。と、登場（爆笑）。

ケイト：つかちゃん……。

司：……でもよ、案外お似合いかもしれねーぜ？

ケイト：……おい。

司：どうせ、ふつうの人間の女とどうこうできやしねえからな、俺も。お前も。

ＧＭ：一方、クラス内の雰囲気はさらにヒートアップしていた。「〝こいのぼり〟さんに質問です。クラスでもあんまり目立たないケイトさんの、いったいどこに惹ひかれたのでしょう!?」

結希：きゃ───っ、きゃ───っ。ちがうーちがうの───ぅ!?（爆笑）

ＧＭ：……と、結希はクラス中の人間からおもちゃにされてますな。

ケイト＆結希：うぁあああああああっ!?

ＧＭ：〝ガラリッ〟「こぉらっ、なに騒いでるんだっ、席につけ───っ!!」と、そんな大騒ぎに終しゆう止し符ふを打ったのは、担任の教師であった。ガタタっ、と生徒たちがあわてて自分の席へと帰る。

ケイト：ほっとして、また机にうつぶせる。

ＧＭ：そして、ＨＲが始まった。担任の先生が、ちょっといぶかしげな顔をしながら、言う。「え～……今日は出席をとる前に、転校生を紹介する。おい、神崎。入れ」

司：転校生？

ケイト：興味ないので寝てる。

ＧＭ：「失礼します───」転校生の少女が言って、教室に入ってきた。……その瞬間。どよどよどよどよ……っ、とクラスじゅうの生徒がどよめいた。

一同：はい？

ＧＭ：先生は、神崎、と呼んだ生徒に質問をする。「お前、薬王寺って名字のまちがいじゃないのか？　それか、姉妹はいないか？」

結希：……はい？

ＧＭ：「いいえ？　私はそんな名字は知りませんし、姉妹もいませんが？」少女は冷静な声で、答えた。「いや、それならいいんだが」

結希：あの、それって……。

ＧＭ：そう。結希は、神崎と名乗ったその転校生を見て、驚愕した。その子、髪かみこそ長いものの───その容姿は、結希にうりふたつだった。双ふた子ご、と言えば疑う人がいないほどにね。

結希：え…なに……？

ケイト：僕も起きて、転校生のほうを見よう。

ＧＭ：〝ぞくり〟転校生の少女を見た瞬間。ケイトの背中に悪お寒かんのようなものが走った。そして、結希とはもう一点、あきらかにちがう点に気づく。

ケイト＆結希：え。

ＧＭ：「神崎 葵、と申します───」言って、たたずむ彼女の瞳は───。




　その左目だけが青かった。




「……みなさん、よろしくお願いします」




　結希とケイトを見つめながら───葵が、薄うすい笑みを浮かべた。





『ダブルクロス The 2nd Edition』リプレイ

Mission01「青き獣─Blue Beast─」

─fin─


















Mission 02・闇に降る雪 ─Queen Of Blue─

























◆Scene 01◆　それでもやっぱり騒ぐ者たち




　前のセッションから一週間後。

　第二話のプレイ日がやってきた。

　プレイ本番を前に、和わ気きあいあいと会話している参加者たち。

　前回のセッション後にできなかったキャラクターの成長なんかもかましつつ……なにやらみんなが集まってから一時間三十分が過ぎていた（おい）。




　教訓：ＴＲＰＧを遊ぶ時、無む駄だ話ばなしはほどほどにしましょう。




天：……で、ですね。自じ慢まんじゃないですがワタクシ、二分以上しゃべるのをやめることができない身体なのですよ、ええ。

ＧＭ：わかった。ためしに一分、だまってみろ。

天：はあ。では………………………………無理です。拷ごう問もんです。やめましょう。

一同：はやっ!?（大爆笑）

クレバー矢野：……って。ところで菊池さん。なんか知らんですけど、もう三時半まわってますよ。たしか集まったのは二時前だったような……。

ＧＭ：ぐあ！　じゃあ、そろそろ始めるか（笑）。あ、その前に……みんな前回の話、おぼえてるか？　えー……特に天。

天：祐一が死んだ。

一同：……。

天：……。

ＧＭ：それだけかよっ!!（笑）

天：祐一の名字は北川。

ＧＭ：まちがってるよっ!!

天：（キャラクター・シートを見返して）あ、佐島だ。うん、佐島。

ＧＭ：ほ、他におぼえていることあるか？

天：オープニングで、黒崎竜一を殺した。たしか雪の舞まい散る冬のイスタンブールで。俺がかっこよかった。地じ獄ごくのように熱く、泥どろのようなコーヒーもすすった。

クレバー矢野：すすってねえし、そもそもイスタンブールってなんだ（笑）。それに黒崎竜一はどーでもいいだろ！（笑）

ＧＭ：じ、じゃあ、ラストはおぼえているか？

天：て、転校生が来た！　結希にそっくりで俺たちビクーリ！

ＧＭ：お、おおむねまちがっていないが……。

クレバー矢野：永斗は教室にいねえだろ！（笑）なんで学食のおじさんが俺たち生徒と一いつ緒しよになってびっくりしてるんだ！（笑）

天：あ、じゃあ俺も年ねん齢れいさげましょうか？　今ならまだまにあう。

一同：まにあわねええええよっ!!

クレバー矢野：天……どうしたんだ今日のハイテンションは。も、もーちょっとスロウダウンしようぜ。もう三時三十分なんだよ。びっくりだよ。

天：驚おどろいたことにまだいけそうなんだ。

ＧＭ：まあとにかくだ！　キリがないからそろそろ始めるぞっ！（笑）

一同：はーい（笑）。

ＧＭ：えっとまずはプリ・プレイだ。これが今回のハンドアウト～（と、各自に配る）。

一同：どれどれ……。




檜山ケイト

　キミは、転校してきたその少女を見た時、たしかに感じたのだ。

　遠い過去に。

　白い雪の中で。

　自分はこの少女と出会ったことが、ある───と。


シナリオロイス：神崎葵

推すい奨しよう感情　ポジティブ：懐かい旧きゆう　ネガティブ：自由






薬王寺結希

　神崎葵───それは自分と同じ顔と身体を持つ少女だった。

　彼女がケイトに優しい笑えみを浮うかべた時。

　それが嫉しつ妬とである、と気づくまでに……そう時間はかからなかった。

　キミは、長瀬に問うた。

　記き憶おくにはない、自分の過去を───。


シナリオロイス：長瀬明（ＵＧＮ上司）

推奨感情　ポジティブ：信しん頼らい　ネガティブ：不安






上月司

　今月の家計は大ピンチだった。

　キミの家庭は、兄の働きによって支えられている。

　だが先月、生活費として兄から振ふり込こまれたのは二十七円。

　……死んでしまう。

　なんとしても兄に仕事をさせなければ───。

　それが、キミの親の仇かたきを討うつことにも、なる。はずだ。

　キミは、転校生──神崎葵──がやってきた時も、そんなことを考えていた。


シナリオロイス：神崎葵

推奨感情　ポジティブ：連帯感　ネガティブ：恐きよう怖ふ






上月永斗

〝ロード・オブ・アビス〟。

　それが、キミの父親の生命と、キミの〝日常〟を奪うばい去った憎にくむべき敵の名だ。

　奴を探しだし、追いつめ、その身体に薔ば薇らの銃じゆう弾だんをたたき込む。

　その快感を得るために、キミは生きている。


シナリオロイス：〝ロード・オブ・アビス〟

推奨感情　ポジティブ：自由　ネガティブ：憎ぞう悪お






かわたな：うお！　俺はあの転校生と会ったことがあるのか！　なんとなくわかったぞ。どんなオープニングが演出されるのか！（笑）

藤井：あたしもＧＭがなにをやりたいのかわかりました～（笑）。ＰＣ間ロイス、ケイトには〝純愛〟かなにか取ろ～（笑）。もともとそーゆー設定だったし（笑）。

天：がっはっは！　憎にくむ、憎むぞ兄ちゃんは！　〝ロード・オブ・アビス〟を憎む！　そう、ヤツこそがこの俺の仇!?

クレバー矢野：……あのー……菊池さん。

ＧＭ：はい？

クレバー矢野：な、なんか俺のハンドアウトだけ、他の三人と世界がちがうような気がするんスけど……。

ＧＭ：そ、そうか？

クレバー矢野：というかシナリオロイスの神崎葵も、めちゃくちゃこじつけっぽいんですけど!?　もしかしてこれは、天がプレイ中になにをやらかそうと、俺になんとかしろってことですか!?（笑）

ＧＭ：（シリアスな声で）……矢野くん───。

クレバー矢野：は、はい。

ＧＭ：（シリアスな声で）ヤツを止められるのは……キミだけなのだ。

クレバー矢野：うおおおおおっ、マジか───っ!?（爆笑）お、俺にそれをやれとっ!?　ええと……部屋の隅すみにいって二十秒ほどさめざめ泣きます。

ＧＭ：あの、まだプレイに入ってませんが……（笑）。それではＰＣ間ロイスを取って、本番に入りまーす。




　───こーして。

　このあと、ぎゃあぎゃあ騒ぎながら再びＰＣ間ロイスを設定したのちに……。

　……プレイ本編が開始されたのであった。




　　　　＊　　＊　　＊




　なお。

　檜山ケイトの、クレバー矢野……もとい、司に対してつけたＰＣ間ロイスは……




「憐憫（れんびん：相手を憐あわれみ不ふ憫びんに思うこと）」




　……で、あったと、付け加えておこう。







　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆もうひとりの転校生


───檜山ケイト






「───神崎 葵です。みなさん、よろしくお願いいたします」




　少女は、静かな声でそう言った。




ＧＭ：つーわけで最初のオープニングはケイトだ。シーンは教室、前回のエンディングからダイレクトにつながってます（笑）。

ケイト：えっと、朝のＨＲホームルームだったな。

結希：あたしも登場してますよね？

ＧＭ：うん、登場してますな。……で、今。その転校生を前に、教室中がざわめいていた。それもそのはずだ。彼女はあまりに、結希に似ていたからだ。「お、おいあの転校生……」「あ、ああ」「双ふた子ごかなんかじゃねえの？」

ケイト：……そんなにそっくりなのか？

ＧＭ：うむ。容姿に関してだけ言うなら、結希にくらべて髪が長いこと、その左目がキレイなブルーであることをのぞけば、ほとんどちがいはない、と言っていい。

司：じゃあ、やっぱ〝こいのぼり〟なんだ（一同爆笑）。

結希：だから〝こいのぼり〟言うな～！

ＧＭ：だが結希、ここでキミは思い知ることになる。

結希：は？

ＧＭ：世の中には、〝よいこいのぼり〟と〝そうでないこいのぼり〟があるということに。

結希：は？　は？

ＧＭ：それは、周囲の男子生徒の反応を見ればあきらかだろう。「お、おい……あの娘、かなりよくねえか？」「なに言ってんだよお前、薬王寺の時はえれーがっかりしてたろ」「いや、でもこっちはさ……なんか雰囲気ちがくねえ？」

結希：な、なんですかあ！　この反応のちがいは!?

ＧＭ：なんというか……この葵という少女、その雰囲気がぜんぜんちがうんだよ。物もの腰ごしが上品というか、神秘的というか……。その透すき通るような瞳ひとみ、しぐさ……すべてにおいて、男子生徒の心に訴うつたえかけるなにかを持っている（笑）。少し無表情だが、その微び妙みように冷たい雰囲気も、目をひく要因になっているんだろう。

結希：うー……いったいどこにそんな差がぁ……（笑）

ＧＭ：動物にたとえると……葵が、湖上の鶴とするならば。結希は───。

結希：あたしは？

ＧＭ：竹たけ藪やぶのパンダ（一同大爆笑）。

結希：パ、パンダっ!?

ＧＭ：しかも古タイヤ付き。

結希：しくしくしくしく……。

ＧＭ：まあ、それはさておき。葵は教室を見まわした。ふと、ケイトと視線があう。

ケイト：え？

ＧＭ：その時、彼女は少しクビをかしげて、ニコリ……微笑を浮かべた。

ケイト：な、なんだ？

ＧＭ：……と、その瞬しゆん間かん。キミの心がフラッシュバックする!!　そう、あれは小さな子供の時の記憶───（一同大爆笑）。

司：うおおおおおっ、また回想に突とつ入にゆうしやがったぞっ!?（爆笑）

ケイト：（シリアスな声で）そう、あの日も雪が降っていた……（一同爆笑）。




　　　　＊　　＊　　＊




　───それは、一面の雪景色。




　ふたりの子供が、真っ白な雪の上を、笑いながら走っていた。

　ひとりは、男の子。

　もうひとりは、女の子。




「ねえ、ここからだったら、飛べそうだよね」

「あぶないからやめようよ～……それにかってにおっきなひとのがっこう、はいったらおこられるよ～」

「みつからないから、へいきだよ。それよりほら、いいけしきー」

「わ……」




　ふたり並ならんで、街をながめていた。




　屋上で作った雪だるま。

　ふたりだけの、雪合戦。

　そして雪の街をオレンジに染め上げた、冬の夕ゆう暮ぐれ時どき。




「なあ、あしたもここであそぼうぜ」

「うん……でも、あしたは───」




　最後の記憶は、悲しそうな女の子の───笑顔。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……と、ここでケイトの意識は現実に戻ってくる（笑）。

ケイト：なんだ今の記憶は……!?（笑）

司：つーか、どこのギャルゲーだ（笑）。

ＧＭ：で、担任が言う。「あー…神崎の席は……ああ、そこがあいてるな。檜山の隣の席」

ケイト：うお!?（笑）そ、そこは祐一の席……！（笑）

ＧＭ：「まあ、今は使ってないんだからいいだろ」

永斗：ひ、ひでー担任だ（笑）。

司：つーか、祐一が悲ひ惨さんだ。前回のシリアスな雰囲気が一いつ瞬しゆんでふっとんだ（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、神崎はそこの席にすわれ」「───はい」少し抑よく揚ようのない声で応こたえ───スッ、葵が歩き始める。それだけで、クラスの視線は釘くぎ付づけだ。ピンと伸のびた背筋。優ゆう雅がな物腰。前の学校の制服を着ている……ってのも、注目を集めるポイントだな。あ、制服は黒が基調で、タイツも黒。足は死ぬほど細い。

ケイト：……それ、誰の趣しゆ味み？（笑）

ＧＭ：さあ？（笑）そして───彼女は瞳を閉じ、髪をかき上げながら……静かに席につく。

結希：ううう。

ＧＭ：椅子に座った葵がふと、ケイトに気づく。そして、優しげな微笑を口もとに浮かべて───言った。「───また……会えたね」

ケイト：うおっ!?　ど、どこかで会ったっけ……？

ＧＭ：「おぼえて……ないんだ。残念」そう言う彼女だが、その表情は笑顔。「そーゆーところも、かわってない」なんかかえって嬉うれしそうだ。

結希：わーっ、なになになに!?　ケ、ケイトくんにちょっかいだしてる!?　ちょっと微妙な嫉しつ妬との炎ほのおを燃やします（笑）。こう、めらめらめら……と見ますよ。

司：めらめらと見るってなんだよ（笑）。

ＧＭ：えー……その視線に気づいたのか、葵はふと振り返って、結希のほうに顔を向ける。

結希：え。

ＧＭ：そして視線があった直後に───〝……フッ〟冷笑を浮かべる（一同爆笑）。その瞳……視線も氷のように冷たい。

結希：わ、なんですかそれっ!?

永斗：その時の僕は、なぜかはかりしれない恐怖をおぼえたわけで……（←『北の国から』調）（一同爆笑）。

ＧＭ：そして教室がざわめく中、ＨＲが始まった───ってとこで、シーンを切ろう（笑）。




　　　　＊　　＊　　＊




結希：なんか今のシーン……あたし、いじめられたような。

ＧＭ：いじめてねーぞ（笑）。……まあ、とにかくケイトには神崎 葵のロイスをどうぞ（笑）。設定感情、ポジティブはハンドアウトどおり〝懐旧〟な。

ケイト：懐なつかしさを感じたのか（笑）。じゃあそれでいきましょう。

結希：あの、あたしも彼女にロイスを結んでいいですか？　設定感情は、少なくともネガティブが〝嫉妬〟で（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。じゃ、次のシーンいこー（笑）。










◆Opening 02◆　小さな疑ぎ惑わく


───薬王寺結希






　結希は今日という日がくるのを数日前から、ずいぶんと楽しみにしていた。

　ＵＧＮ中央より長瀬明がＳ市支部へと視察にくる。

　それが、理由だった。




ＧＭ：では、次は結希のオープニングだ。今、キミの目の前の椅い子すに、ひとりの男が微笑を浮かべて座っている。場所はＵＧＮのＳ市支部の……キミの部屋だ。

結希：あ、長瀬さんがきてるんだ！　わーい（笑）。

ＧＭ：長瀬は、キミの淹いれた紅茶をひとすすり、おもむろに言う。「───うまい。だいぶ、お茶の淹れ方もうまくなった、ねえ？」（一同大爆笑）

司：き、菊池さんっ!!　その鼻からぬけるようなキザったらしいしゃべり方はあやしすぎですっ!!（笑）

ＧＭ：なにいっ!?　なにがあやしいっ!?

司：なにが……って……（笑）。

ケイト：いや、いいから先に進めてください（笑）。

ＧＭ：えー……「結希、キミの前回の活かつ躍やく、本部のほうでもずいぶんと話題になっている。私も鼻が高い」

結希：いえ、長瀬さんがあたしをここまで育ててくれたんじゃないですか。期待に応えられるように、がんばってきただけですよ～。

永斗：結希は長瀬に育てられたのか？

結希：はい、幼いころ、理由はよくわからないんですが親に疎うとましがられて、施し設せつに入れられたんです。そこで、あたしをひきとって育ててくれたのが長瀬さんです。

ＧＭ：長瀬は、幼いころから結希に英才教育を施ほどこしてきた。それは子供だった彼女にとって、けして楽しいものではなかったはずだ。だが、彼女には他に頼たよれる人もいなければ、友達もいなかった。両親や、遊んでもらった記憶すらあやふやだ。長瀬にほめてもらうこと……それだけが、彼女の生き甲が斐いだったのだ。

永斗：……もしかしてキミ、ものすごく不幸なんじゃないのかね？（笑）

結希：あ、そうだ。あたしが引き取られた時の話って長瀬さんしか知りませんよね？

ＧＭ：知らないね。

結希：じゃあ、ちょっと聞きたいことがあるんですけど……。

ＧＭ：「───ほう？　なんでも、聞いてごらん？」（また一同爆笑）

結希：あの、あたしに兄弟とかって……いませんよね？

ＧＭ：「いない。キミは、まちがいなくひとりっ子だった。なぜかね？」

結希：あ、いえ。じゃあ別のコトを聞きたいです。あの、前回の任務の……〝ブルー・ビースト〟……いえ、佐島祐一は回収されたあと、どうなったのでしょう？

ＧＭ：「……。なぜ、そんなことを聞く？」

結希：あ、その。任務で協力してもらった人の親友だったんです、佐島くんが。それで少し、気になって。あのあとどうなったか、教えてあげたいんです。

ＧＭ：「……優しいな、結希は」（一同大爆笑）「だが、それは私の管かん轄かつ外がいだ。私の関知できるところではない。それより───」と、長瀬は別の話題を振る。

結希：？　なんか話を変えたがってる？　なんか知ってそうな……あああ～でも、聞けない～！（笑）

ケイト：（さりげなく）ああ、僕、祐一がどうなったのか知りたいなあ（一同爆笑）。

ＧＭ：……と、ケイトが数日前にそんなことを言っていたのを思い出す（爆笑）。

結希：うう～……。

ＧＭ：……つーか（笑）。あんた、ＵＧＮ関係者は長瀬しか知らんのかい（笑）。だれか他にコネ、持ってないの？

結希：あ。えと、〝ＵＧ幹部〟とのコネとして、ロイスを霧谷に結んでました。じゃあ、長瀬さんが帰ったら霧谷さんにメールを出して尋たずねてみます～。

ＧＭ：どんなコトについて？

結希：〝ブルー・ビースト〟佐島祐一に関することならなんでも。回収後に、どうなったかは聞きたいです。あ、もしつかんでいるなら、ジャーム化した原因とかも。

ＧＭ：なるほど。じゃあ、それはそういうことで。……まあ、それはそれとして。キミは長瀬との楽しいひとときを過ごした。時間がすぎるのが、妙に早かった一日だ。

結希：しあわせ～（笑）。

ＧＭ：時刻も午後十時をまわったころ、長瀬は言う。「……ああ、もうこんな時間か。そろそろ帰らねばな」

結希：え、もう帰るんですか？　今日は泊とまっていかれては…………って……。

一同：………………。

結希：って、なにを言ってるのあたしっ!?（爆笑）いや、支部に泊まっていけばとかそーゆー話でけっしてその……っ！（爆笑）

ＧＭ：長瀬は微笑を浮かべ、そしてからかうように言う。「ふむ、それも悪くない」（一同大爆笑）。「だが、それはキミがもう少し大人になってからにしよう」（大爆笑）

結希：は、はにゃ～っ!!

永斗：……もう「少し」でいいのかよ（笑）。結希は十四歳だろーが（笑）。

司：ロ、ロリコンだ！（爆笑）

ＧＭ：まあ、そんなジョークをかましつつ。長瀬は最後に言う。「そうそう、まだくわしくは言えないのだが……近々、私はあるプロジェクトに着手する。その時は、キミにも力になってほしい───」

結希：もちろんです。なんでもお手伝いしますよ。

ＧＭ：「……いい娘だ。これからも私のために、精進してほしい」（なぜか再び大爆笑）

司：私のため、って！（笑）ダマされてるっ！　絶対にダマされてるぞ！（笑）

永斗：だーまーさーれーてーるうぅぅぅ～（笑）。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：てなとこで、シーンは終了にしよう（笑）。というわけで、ハンドアウトにあったように、キミには長瀬のロイスをあげましょう（笑）。

結希：はーい。長瀬さんすてきー（笑）。

永斗：（ポソっと）……ロリコンだがな（一同爆笑）。










◆Opening 03◆　月下の少女


───上月 司






　───夕方遅おそく。

　まだ時計の針は七時すら指していないのに、街はすでに闇やみに包まれていた。

　陽が落ちるのが早い、この冬の日に……。

　司はひとり、家路へとついていた。

　雪は止み、空には煌こう々こうと青い月が輝かがやいていた。




ＧＭ：つーわけで、次のシーンだ。ええと、シーンプレイヤーは司。

司：ういっす（ダイスを振る）。

ＧＭ：その日も学校を終え、キミは今、家へと続く道を歩いていた。時刻は、もう夕方をとっくに過ぎている。

司：学校終わってなにをしていたんだ、こんな時間まで（笑）。えー、きっとどっかで遊んでいたにちがいない（笑）。

ＧＭ：冬のＳ市。この時期、Ｓ市の町並みから雪が消えることはない。〝ぐっ、ぐっ……〟と、足を通して聞こえる、雪を踏みしめる音と感触が少しだけ心地いい。

司：ああ～わかるわかる、雪の音（笑）。

ＧＭ：（笑）。……そして。帰り道の途と中ちゆうにある、その公園のわきの道を通った時───ふいにキミは感じたのだ、その気配を!!　〝ぞくり!!〟その感覚にキミの身体は総毛立った!!

司：なんだ、この感覚……《ワーディング》っ!?　ばっ、と振り返る！

ＧＭ：その光景をフェンスごしにのぞいたその瞬間、キミは目を見張る。……月の光に照らし出されたその公園広場の風景。そこには、見慣れない学生服を身にまとったひとりの少女が空を仰あおいで立っていた。

司：……少女？

ＧＭ：そして、少女の周囲に輪を作って取り囲んでいる、三十体ほどの人ひと影かげ。

司：……〝体〟!!　三十……〝体〟ですかっ!!　三十〝人〟ではなく!!（笑）

ＧＭ：うむ。しかもその人影はすべて、ぼう……っと淡く、青い光を放っている。

司：うおっ!?　〝ブルー・ビースト〟と同種のヤツか!?

ＧＭ：その煌々と輝く月の光の下。青い獣けものたちの中央で空を仰いで立つ、見慣れない制服姿の少女───……それは、どこかおそろしくも幻げん想そう的てきな風景だ。じり、じりり……〝獣〟たちは、まるで吸い寄せられるかのように、輪をせばめ、少女ににじりよっていく。

司：なんで逃げねえんだよっ!?　フェンスを飛び越えながら《ワーディング》エフェクトを展開っ!!

ＧＭ：ざわっ……。ジャームのうちの十体ほどがキミの存在に気づいたように振り向き。警けい戒かいしながら扇おうぎ状じように展開しつつ、司ににじりよってくる。

永斗：『ド、ドウスル』『ドウスル』『コロス』『コロス』……！（一同爆笑）

ＧＭ：いきなりジャームになるなよっ!?（笑）

司：フン……そうだ。もっと近づけ。……もっとだ。

永斗：『ム、イイ気ニナッテヤガル』『イイ気ニナッテヤガル』（爆笑）

司：で、ヤツらが俺の〝領域〟に入ったら……《氷の塔》でまとめて吹ふっ飛ばすっ!!

永斗：待て、弟よ。そーゆー時、男は必殺技わざ名を叫ぶものだ。

司：あ……？　いや、《氷の塔》は《氷の塔》だが……。

永斗：名前をつけるのだ。

司：じ、じゃあ……〝アイスタワー〟？




　まんまである。




永斗：（ナレーション風に）……弟は、ボキャブラリーが貧困だった（一同爆笑）。

司：だぁっ！　うるせえっ!!　とにかくまとめて吹っ飛びやがれ!!　手をつきだして、《氷の塔》＋《ブレインコントロール》っ!!（ざららっ、とダイスを振る）……21で命中!!

ＧＭ：（ダイスを振る）ぐは、よけられん！

司：（ダイスを振る）……ダメージ23!!　瞬間、周囲に降り積もった雪の中から突き立ったのは……。

永斗：巨大な霜しも柱ばしら。

司：霜柱かよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：無数の霜柱に貫かれ、取り込まれ！　近寄った青いジャームのすべてが凍り付いていく。一瞬で、その戦いは決した。司の前に、凍りついたジャームと氷で壁ができている。

司：フン。〝俺の領域の中で、勝てると思ったのか？〟

永斗：『ヤッパリ、イイ気ニナッテヤガル』『イイ気ニナッテヤガル』（一同大爆笑）

司：死んだんだよジャームはよおぉっ!?（爆笑）……あ、そうだ。その女の子はどうなったんだ。目の前の氷を肘ひじでパアンと割って……。

ＧＭ：視界がひらけた時、その光景に司はぎょっとする。

司：え？

ＧＭ：〝ケェエエエエエエッ!!〟〝ガアアっ!?〟ドシャアっ、ブシュっ!!　……それは、惨さん劇げきと言うにふさわしい光景だ。虚ろな瞳で立ちつくす少女の眼前、残るジャームたちが、互いに殺しあっている

司：な、なんだあ？
















ＧＭ：──その、月に照らされた夜の公園広場で。ある者は身体がゴムのように変形し、ある者は獣へと変異し、またある者は光を放って眼前の敵を、灼やく。青い光が交こう錯さくするたび……ひとつ、またひとつとその光の数は減っていく。

司：お、おい……！　そこの女！

ＧＭ：ふいに、少女が我に返ったように身体をふるわせ、司のもとに駆かけ寄ってくる。司はその姿に見覚えがあった。結希にあまりに似ているその少女は───。

司：転校生!?

ＧＭ：少女は司の腕をとってその背中に隠れ……言う。「危ないところを……ありがとう」

司：え、ああ……いいんだけどさ……。なんなんだ、あれは？

ＧＭ：「私もよくわからない。気がついたら、取り囲まれていて、ね？」落ち着き払った口調で言う。「私は、それを見ていただけ」

司：こいつ、あからさまにあやしくねーか？（笑）

ＧＭ：ところで、戦いを繰り広げていたジャームが、キミらの存在に気づいたぞ。残ったやつら……十体ばかしが、傷ついた身体をひきずりながら迫せまってくる。葵は、言う。「……こっちに、くるわよ？」

司：え、ああ。問題はないさ。

ＧＭ：「ふうん、ずいぶんと自信があるのね？」

司：俺が手をくだすまでもない、って言ってるのさ。こんなおいしいシーンを、あいつが見逃すわけがねえ。

ＧＭ：は？　と、とにかく群れの中から一体のジャームが司たちに飛びか……。

永斗：……かろうとしたその時。ジャームの周囲に降り積もる雪が、無数のバラの花びらへと変わり、風に散る（←渋いナレーション風）。

ＧＭ：……あ？

永斗：さらには次の瞬間。花びらのすべては弾だん丸がんへと変わり……飛び上がったジャームの身体を次々と貫いていった!!　ジャームは……空中で、息絶えた（一同大爆笑）。公園の闇よりふいに現われた男は冷たい笑みを浮かべて、言う。「……気を抜くな。司」

ＧＭ：だぁから、シーンに登場するときゃＧＭの許可とりやがれ───っ!?（爆笑）

司：ああ、兄貴。来ると思ってたぜ。

永斗：フ、さすがは俺の弟だ。よくわかっている。

司：で、兄貴よ。俺、この、この娘と話があるからさ、ちょっと向こうで遊んでてくれ。

永斗：（渋い声で）……ああ。（ナレーション風に）男はくるり振り返り、そこにいる残り百体ほどの化け物どもを見て……満足げな笑みを浮かべた。

ＧＭ：ひゃ、ひゃくたい？

永斗：〝ケェ──────っ!?〟俺はふいに空中に舞い上がり（一同大爆笑）、くるり空中で一回転、着込んだコートが風にはだけて───〝ズギュ───ンズギュズギュズギュズギュギュ───ンっ!?〟（爆笑）

司：な、なんで怪け鳥ちよう音おんをあげるんだ。

ＧＭ：〝パアン…パパパンパアン！〟鳴り響いた銃声と同じ数だけ、群の左から順番にジャームの頭が砕くだけ散っていく。…………もう勝手にしてくれ（笑）。

永斗：───月を背に、戦う俺は美しい。




　バカです。この人。




永斗：あ、司ぁ。俺、背景で勝手に戦ってるから……ささ、話を続けて続けて？

司：お…おお（笑）。

ＧＭ：葵は、無表情で永斗を見つめ……司に言った。「す、すごいお兄さんね」（一同爆笑）

司：あ、ああ。兄貴はいろいろとすごいんだ（一同爆笑）。……そんなことよりあんた、ただ巻き込まれたようには見えなかったぜ？

ＧＭ：「───どうしてそう思える……の？」葵は、口もとに薄い笑みを浮かべ、上うわ目め遣づかいに言う。その青い左目が、司の心を射抜く。

司：うおっ……背中が〝ぞくうっ！〟とする。結希と同じ顔なのにこの色気のちがいは……なんなんだっ!?（一同爆笑）

結希：ひどぉっ!?

永斗：〝ズギュ───ンっ!?〟ちいぃっ、こいつはまだ倒れんのかっ!?（←背景）

司：で、よ。本当のこと、教えてもらおうか？

ＧＭ：「私が公園を歩いていたら怪かい物ぶつがたくさん襲おそってきた。そこをあなたが助けてくれた───それじゃ、だめかしら？」やはり妖よう艶えんな笑みで。

司：こ、こいつ───。

永斗：ならばこれでどうだっ!?　バラがウィンチェスターに変形して〝ドオォンっ!!〟（←背景）

司：つまり、本当のコトは教えてもらえねーってわけか？

ＧＭ：「これが、本当のことだもの」ちょっと間をおいて。「───たしかあなた、同じクラスの……檜山くんのお友達、ね？」

司：あ、ああ。じゃあ、言いかえそう。ケイトがどうし……。

永斗：おーい、司ぁ！　あともう少しだー。

司：し…た……って！　いちいち報告しないでもいいんだよっ!!（爆笑）

永斗：そうかあ。兄あんちゃん寂さびしいなあ……むうっ!?　敵の増ぞう援えんだとっ!?（一同爆笑）

一同：増援かよっ!?（爆笑）

永斗：ええい、一気にカタをつけてやろう!!　《ジェノサイドモォォォォド》っ!!　そして《ビーグルモーフィング》で車を作り出す！　〝グロロロロロォォォ……！〟司たちの背景で車にはねとばされていくジャームたちっ！（一同大爆笑）（←背景）

ＧＭ：「……」葵は、きょとんとした顔で再び永斗をじっと見ている。そしてややあって───〝ドサリ〟。最後のジャームが、雪の上に崩くずれ落ちた。

永斗：ふう……終わったぜ。司。はーはーはー……さすがに兄ちゃんちょっと疲つかれたかな。

司：はい、お疲れさん（笑）。

ＧＭ：「……で、これはどうするの？」葵が抑揚のない声で、言った。

司：これ？

ＧＭ：見れば、いつもは平和な公園の風景が……ジャームの肉と血で地じ獄ごく絵え図ずに（爆笑）。

司：うおっ!!

永斗：はーはーはー……ぅ、大だい丈じよう夫ぶだ司、こう髪をかき上げながら懐ふところから電話を取り出しピ、ポ、パ、ペ、ポ……あーもしもし？　はーはー。

ＧＭ：『はい、こちらＳ市清掃株式会社ですがあ……えー、本日の営業は終了しましたがあ』妙に横おう柄へいな態度で相手が言った。

永斗：はーはー……いつものやつ、ひとつ頼む。

ＧＭ：『あー？　おたく、どちらさん？』

永斗：はーはー……コードネームは〝ガンズ＆ローゼス〟。わかるな？

ＧＭ：『（突然シリアスな声で）は、了解しました。場所は？』

永斗：Ｓ市中央東公園だ。

ケイト：東なのか中央なのかどっちなんだよっ！（笑）

永斗：少々派手にやりすぎてしまった。あとはよろしく頼む。

ＧＭ：『いつものことですね。では』

永斗：ああ……〝ガチャン〟電話を切った。

司：……なんで携帯電話で〝ガチャン〟だ。

永斗：（渋い声で）……携帯は嫌きらいだ。

司：さっき懐から電話だしてたじゃねえかよ（笑）。




　公衆電話を持ち歩いているらしい。




永斗：ところで、その支部長にそっくりな女は誰だ。

司：あ、ああ。この女は……。

ＧＭ：と、司が振り向けば。もう葵はその場にいなかった。

司：いねえっ!?　いつのまに!?

ＧＭ：……で、ややあって。〝ブロロロロォ……キキィっ！　バン、バタバタババン！〟何台かの車が公園の脇に急停車した。

永斗：ほう……二分で到とう着ちやくか。早いな。




　どうやら、清掃会社がやってきたようだった。




　　　　＊　　＊　　＊




　この時、公園を立ち去っていくふたりは気づかなかった。

　そのふたりの背中を木々の陰から見守る……青い瞳を。




「ほんとに、いいものを見せてもらったわ？

　　───〝紺碧の刻印アイスブランド〟、そして〝ガンズ＆ローゼス〟」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：つーわけでシーン終了だ。

司：ふう……なんかオープニングにしては異常に長かったような……。

ＧＭ：たしかに長めだったね。……永斗が出なけりゃ、もっと短かかったが（笑）。

司：えっと、ここで神崎葵にシナリオロイスを結ぶんですね。推奨感情は……〝連帯感〟？　自分と同じような雰囲気を感じるってことか？（笑）うわ、あやしー。

永斗：あ、ＧＭ。俺も葵に対してロイスを結んでいいですか？

ＧＭ：あ、ＯＫ。感情、どーするの？

永斗：ふうむ。ここは〝憧どう憬けい〟か。

ＧＭ：憧憬？　なんで。

永斗：（渋い声で）……血ち塗ぬられ、月をバックに舞う彼女を見て俺は「美しい」、と思った。

ＧＭ：そんなことしてねえっ!!（笑）と、とにかく次のシーンにいくぞー。

永斗：あ、はい。ではとっととミドルフェイズいきましょー！

司：ういーっす───あ？　待て、まだ永斗のオープニング、やってねえだろがっ!?

永斗：え？　あ？　……ああ、まだやってねえっ!?　あぶないあぶない！

司：今のシーンですっかりやった気になってやがったか（笑）。

永斗：がははは！　じゃあ、おれのシーンのはじまりだ～あ！










◆Opening 04◆　戦場にて


───上月永斗






　その時、男は戦場にいた。




ＧＭ：じゃ、あらた……。

永斗：はい、生徒さんならんでならんで～ぇ（←学食のおじさん）。

司：はえ───よっ!!（爆笑）

永斗：あ。じゃあ〝ズキュ───ンっ、ズキューン!!〟（←暗殺者）こっちか？

司：お前の生活はそのどっちかしかねえのかよっ!?（一同爆笑）

永斗：で、どっちなんだ。

ＧＭ：あ、学食……。

永斗：あ、はい……あ？　（邪じや悪あくな口調で）この前は殺人犯として捕つかまった男がふたたび学食のおじさんだ～あっ！　が───っはっはっはっはあ!?　恐怖しろ学生どもおっ!!　貴様ら俺の……!!

司：「おじさん、かつどーん」（←突然男子生徒Ａ）

永斗：（突然優しい口調で）はぁい、カツ丼ちょ～っとまっててね～ぇ（一同爆笑）。

結希：「あたしＡ定食ー」（←突然女子生徒Ｂ）

永斗：はあ～いなぜかＡ定食もカツ丼だ～あ（一同爆笑）。はいはい、まってね～。どんどん並べどんどんだーってところでこの学食はなぜか俺が支配権を握にぎっているので部屋じゅうガンッガンにラウドネス系の音楽が……あ、いやピストルズをかけようデストローイィっ!?　No Future───っ!?　って感じで（一同大爆笑）。

ＧＭ：うるせえだまれっ!?（爆笑）このシーン、始まって一分くらいたったけど俺、ＧＭなのに───「学食……」しかしゃべってねえよっ!!（一同大爆笑）。

司：……ところで学食、兄貴が作ってるのかよ。

永斗：俺が作ってますよ。大丈夫、〈芸術：音楽〉を持ってますので、うん。

ＧＭ：ああ、なるほ………………あ？（一同大爆笑）

永斗：もうミュージックの選曲は大丈夫。音楽あれば大丈夫。ポピュラーで。ムードムード。

ＧＭ：料理となんっの関係もねえじゃね……！

永斗：俺のコトはリチャード・クレイダーマンと呼べ～いっ！（一同大爆笑）

ＧＭ：わ、わかったわかった呼んでやるから……っ！（爆笑）

永斗：呼んでどうする。




〝バンっ!?〟と、ＧＭがシナリオをテーブルにたたきつける音。




永斗：というわけで、こんなそーぜつな雰囲気の中、俺はお昼時の時間をすごしているわけですな？　それでそれで？　ん？（笑）

ＧＭ：（力なく）…し、しゃべって……いい？（一同大爆笑）

永斗：どうぞどうぞ。

ＧＭ：えー……キミがその戦争のようなお昼時を過ごしていると。おもむろに、懐の携帯電話が〝ピリリッピリリッ〟と、鳴る。ふだん、あまり聞くことのない着信音。そう、キミへの依い頼らいがある時にだけ鳴るよう設定された、音だ。

永斗：俺の思考トリガーがピキ───ンと、ひらめいた。（いきなり渋い声で）ほう、仕事か。ぷちっ（←携帯の着信ボタンを押した音らしい）。はい、もしも───。

司：「おっちゃーん、かつどーん」

永斗：もしもし、カツ丼か。

ＧＭ：電話の主は、言った。『か、カツ丼？』（一同大爆笑）

永斗：（渋い声で）あ、カツ丼ではなく（明るい声で）はいカツ丼ですね～え？（渋い声で）で、仕事か（明るい声で）あ、いやこっちの話ですはいカツ丼一丁？（一同大爆笑）

ＧＭ：なに言ってんだよお前わ───っ!?（一同大爆笑）

永斗：（渋い声で）フ、言っとくが俺は高いぜ？（明るい声で）あ、いやカツ丼は安いんだよ？　あああ、わけわからなくなってきたあああぷちっ！（←電話を切った）（一同超爆笑）

ＧＭ：切るなよっ!?　〝ピリリッピリリッ!?〟（←かけなおした）

永斗：（裏返った声で）うるせえっ!?（優しい声で）あ、いや今のはキミに言ったんじゃないよ一般生徒くん？　ゆるしてくれゆるしてくれあ～ああごめんごめんごめんカツ丼だったねっ……。

司：「あの、電話かかってきたみたいですよ？」

永斗：（裏返った声で）ん、あ……あはあああ～んもうっ!?　ぷちっ!?　はい、カツ丼お待た（裏返った声で）あああはあぁ───っ電話切っちゃったじゃねえかどうしてくれんだよ仕事の電話だぞっ（優しい声で）あ、いやいやこれも仕事なんだがね？　っってぜえぇっ、ぜえっ、ぜえっ………………あふぅ。（無機質な声で）……はい、カツ丼お待ち。




　一同超爆笑。

　……全員、笑い転げてしばらく声が出ない。

　音声でお送りできないのが死ぬほど残念である。




ＧＭ：〝ピ……ピリリっ、ピリリっ……〟……ぷ（←吹きだしかけた）。

永斗：あ、ああ……んもうっ!?　ちょっとパートのおばさんを呼び止めます。はい、ちょっとこちらの処理、お願いします。

ＧＭ：「ああ、はい。ええと、処理というと……」

永斗：（怒ど気きをはらんだ声で）生徒の相手をしろって……!!（優しい声で）……言ってんですよぉ？（満面の笑顔）。ああ、いかん戦場暮ぐらしが長いと荒あらっぽくなっちゃっていけないなあ。

ＧＭ：「（慈いつくしむような雰囲気で）あなたも、苦労しているのね？　ここは、私にまかせて先に行きなさい」（一同爆笑）学食のおばちゃんは言った。

永斗：（最後の戦いに赴おもむくかのような男の渋い声で）……悪いな、いつも世話をかける（一同大爆笑）。（渋いナレーション風に）……その言葉に、女は寂さびしそうに笑った───。そして俺は立ち去っ……。

ＧＭ：〝ピ…ピリリっ、ピリリ……〟（←泣きそうな音）

永斗：（裏返った声で）うるせぇえええっカッコつけてるトコなんだよっぷちっ!?　ああああはああ～っ、また切っちまったよどーしてくぇんだよおばちゃんよほおっアンタのせいでまたよほおおううう（我に返って優しい声で）ごめんごめん。許してくれ激げき高こうしちまってしちまっただけなんだよ？　女をぽんぽんぽん、と抱だきしめて。（渋く）じゃあ、行ってくる……と、外に出て電話を取る。（突とつ如じよフレンドリィな声で）はぁ～い、もしもしぃ？　フリーマーセナリィの上月ですがー？（笑）




　もう、すでにただのへんな奴である。




永斗：えーと……なんか電話をいただいたみたいでー？

ＧＭ：『え、ええ……しましたよ。三回ほど……切られましたがね……』

永斗：あ、いやあ、ははは。ちょっとたてこんでいて。……ちなみにどちらさんで？

ＧＭ：『霧谷です』




　霧谷雄吾。

　コードネーム〝リヴァイアサン〟。

　その役職は、ＵＧＮ日本支部監かん査さ局きよく部長───ＵＧＮのえらい人である。




ＧＭ：『……やっと話ができます』

永斗：（渋い笑顔で）世話をかけたな。なあに、すべては終わった。もう、大丈夫だ。

ＧＭ：『いいえ？　あなたの戦いは、これから始まるみたいです』

永斗：ほう、それが依い頼らいか。なんだ。今度はどいつを殺せばいい？

ＧＭ：『前にキミが言っていたジャーム。いや、悪あしきオーヴァードかもしれませんが』

永斗：（ささやくような声で）だ、だれ。

ＧＭ：『そう、先日の戦いで〝ブルー・ビースト〟を操っていた者……』

永斗：（ささやくような声で）だ、だれ……？

ＧＭ：『〝ロード・オブ・アビス〟。奴に関する、新たな情報を得ました』

永斗：だれ？

司：ほんっとに忘れてんなよっ!!（爆笑）俺らの両親を殺し……。

永斗：おお、〝ロード・オブ・アビス〟！（←思い出した）そう、俺たち兄弟の仇かたき！　あの時、俺の目の前で俺を殺したあいつ………………（裏返った声で）おおお俺を殺したですってええええええっ!?（一同大爆笑）そうだ、俺を殺した、俺の仇だ！（渋い声にもどって）……で、奴がどうした？（一同大爆笑）

ＧＭ：『……くれぐれも内密にしてほしいのですが、あの男。どうやら、ＵＧＮ内部の者らしいのです───』

永斗：ほう……。獅し子し身しん中ちゆうの虫、というやつだな。

ＧＭ：『どうりで、ことごとくこちらの裏をかくわけです。敵は内側にい……』

永斗：ところで。獅子身中の虫とは、〝しし、しんちゅうのむし〟なのか〝しししんちゅう、のむし〟なのか。アクセントはどっちだと思う。

ＧＭ：『こんど、辞書で調べておきましょう』

永斗：頼たのむ。……で、話を続けてもらおうか。

ＧＭ：『ええ。ここからが、あなたに関係ある話です。先日、あなた方が公園で倒たおしたあの青いジャームの群れ───どうやら、敵になにか動きがあったようです』

永斗：ほう。……そういえば、あの時……妙な女がいたぞ。

ＧＭ：『妙な……女？』

永斗：ええと名前がたしか………………聞いてなかった。あ、ちょっと待ってくださいね？　ぷちっ。ピ、ポ、パ、ペ、パ。あー、もしもし司か？　あの女、名前なんだったかな？（一同大爆笑）

ＧＭ：切りやがった。

司：……と、登場します。スコ───ン！　と屋上から兄貴の頭に石をぶつけて……聞こえてたよっ!!　兄貴、なに電話切ってんだっ!!　はやく電話かけなよっ!!

永斗：（怒おこった声で）だからお前にあの女の名前を聞いてんだよっ!?

司：な、なんだったかな（←書いたメモを探しながら）……えー……。

永斗：（いらいらした声で）はやくはやくっ!?（バンバンバンっ、と机をたたく）兄ちゃん仕事中なんだよっ!?

司：で、神崎葵だよ、神崎葵！　はやく電話っ!!

永斗：ペ、ポ、パ、ポ……トゥルルルルル！　あ、もしもしい？　フリーマーセナリィの上月永斗ですが～あ？（←笑顔）

ＧＭ：『……どうも』（←沈んだ声）

永斗：で、神崎葵です、神崎葵。

ＧＭ：『ああ、はい。報告は、受けています。その少女の調査……それがあなたへの依頼です。その背後関係を調べ、〝ロード・オブ・アビス〟とのつながりを、調べてください』

永斗：つまり司に調べさせろ、ということだな？

ＧＭ：なんでそーなる。『私は、伝説の暗殺者たる、キミに頼んでいるのですが』

永斗：暗殺者といっても調査はできないんだ。

ＧＭ：『……初耳です。では、これまでのように誰を利用してもかまいません。あなたのやり方で、事を進めてください』

永斗：ああ、あの時のようにか？

ＧＭ：『そうです』（なんだよ、あの時って）

永斗：懐なつかしいな。（雄弁な口調で）……そうそう、上海シヤンハイでの話はしたっけかな？（一同大爆笑）

司：だあああっ！　スコ───ンっ、となぐって……いいから早く任務受けろよっ!?　俺んち、家計苦しいんだぞっ!?　なんだよ先月の生活費の振り込み二十七円ってっ!?　それに対してバラの代金の引き落とし二百七十万円ってさあっ!?（一同大爆笑）

永斗：（裏返った声で）し、しかたねぇだろおおうっ!?　だ、だいたいバラの花ってのは高ぇえんだよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：『もっしもぉし？』

司：ああああっ、いいから受けろってばっ!?

永斗：よし、わかった。その任務、引き受けよう。

ＧＭ：『よろしく頼みます』

永斗：で、俺はなにをすればいい？

一同：忘れんなよおめえわあああああああああっ!?（ドガガっ）

結希：（素に戻って）あ、あの……テーブルまがってますよ（ガタガタ、と直す）。

ＧＭ：『…………では、よろしく頼みましたよ？　その神崎葵という少女を調べ、〝ロード・オブ・アビス〟を引きずり出してください。以上です』霧谷がそう言って───。




　電話は切れた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：つーわけで、ここでシーン終了でーす！

ケイト：や、やっと終わった……霧谷から電話がくるってだけのシーンなのに（笑）。

司：あああ……。

ＧＭ：わはは（笑）。……えっと、ハンドアウトにも示したとおり、永斗には〝ロード・オブ・アビス〟のロイスをあげよう。設定感情は……まあ、任すが〝執しゆう着ちやく〟か〝憎ぞう悪お〟あたりで（笑）。

司：まあ、ネガティブは〝憎悪〟がいいんじゃないかな。親の仇だし。

永斗：（裏返った、どもった声で）わ、わわかった！　兄ちゃん憎にくむ！　〝ロード・オブ・アビス〟を憎む憎む！　兄ちゃん、司の言った敵を憎む！　司が愛せと言った女を愛す！（一同爆笑）司、お前のおかげで俺は敵を憎めるぞ!?

司：（優しく、でも哀あわれんだ声で）ああ……よかったよ。

永斗：でさ、情報収集と言っても兄ちゃん、なにをすればいいんだ？

ＧＭ：ああ、たしか永斗って情報屋とコネもってたやん？　それを使って情報収集させるとかすればいいよ。

永斗：おお、そーいえばいたな。ヤツの名はスミス。伝説の情報屋だ。これまで俺の依頼を１００％の確率で成功させた男。

司：スミスかよ（笑）。

永斗：ピ、ペ、ポ、パ、ポ。あーもしもし俺だ、永斗だ。ひさしぶりだな。元気にしてるか？　はっはっは、いやなに、お互たがい年をとったものさ。今度、ひさびさに酒でも酌み交わそ……なに？　察しがいいな。そうだ。急に電話したのは他でもない。また仕事を…………なに？　わかっている？　ははは、さすがだな。うむ、そうだ。神崎葵、という少女の背後関係を調べ……ああ、そのように。　なに？　明日の三時？　さすがだな。わかった、学食で待っている。うむ、では。……ちん！　というわけで、明日の三時、学食まで来てくれるそうですよ？（一同大爆笑）

ＧＭ：勝手なコトぬかすな───っ!!　ま、まあ、おおむねそれでいいんだがっ!!　そーゆーことはシーンの中でやってくれよっ!?（爆笑）い、いいかっ!?　切るぞ、シーン切るぞっ!?　ほんとに切るぞ切るぞっ!?　はい、じゃあ次のシーンは……。

永斗：では、最後に言おう。（渋い声で）司ぁ……やっとあいつに近づけるぜ？

司：だからもうシーン切れてんだよっ!!（一同大爆笑）







　　MIDDLE PHASE







◆Scene 01◆　結希への電話


Scene player 薬王子結希






　それは、霧谷からの電話だった。




ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズ最初のシーン、シーンプレイヤーは結希でーす。

結希：はーい（ダイスを振る）。わ、９％も上がった！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。えっと、このシーンはキミのオープニングの続きだ。

結希：え、じゃあ……。

ＧＭ：……そう（笑）。キミのもとに、ＵＧＮ本部から連れん絡らくが入ったのは、三時間目の授業が始まる直前のことだった。

結希：え、えっと教室を出て……人のいない廊ろう下かの隅すみで電話にでます。もしもし？

ＧＭ：『薬王寺結希くん、ですね？　霧谷です───』

結希：あ、はい！　それであの……。

ＧＭ：『ええ、あなたからの連絡を受けて〝ブルー・ビースト〟……いや、佐島祐一くんの件、調査してみました。……結果、彼は回収されたのちにサンプルとして解かい剖ぼうされた、ということになっています』

結希：か、解剖!?（笑）そう、ですか───お手数かけました。すみま……。

ＧＭ：『……ですが───』

結希：はい？

ＧＭ：『解剖された、ということになっていましたが……追つい跡せき調査した結果、〝ブルー・ビースト〟だったはずの死体は、何者かによってすり替かえられていたようです』

結希：は？　では……？

ＧＭ：『ええ……』少しの間をおいて。『佐島祐一くんは、ＵＧＮ直ちよつ轄かつ下かにある病院に回収され……まだ、生きています』

結希：えええええええええっ!?

ＧＭ：『もっとも。未だ生死の境をさまよい、記き憶おくも〝処理〟を施ほどこされたようですが』

結希：あ、あの……っ！　その病院って……っ!!

ＧＭ：『あなたにメールを一本、送ります。その添てん付ぷファイルに、病院の連絡先と場所を明記しておきました。お見舞いにでも行ってあげてください』

結希：ありがとうございます～!!

司：ちょっと待て（笑）。なんだ今の霧谷の……しゃべり方のアクセントは？（笑）なんか企んでるんじゃねーだろーな（笑）。妙みように手回しいいし（笑）。

ＧＭ：『これこれ、シーンに登場してないのに口を出すのはいけませんね？』（一同爆笑）

司：ううっ（笑）。

ＧＭ：で、結希に対して話を続ける。『……こちらこそ、貴重な情報をいただき、感謝します。調査は続けますので、また、なにかわかったら連れん絡らくをいれましょう』

結希：はあい!!

ＧＭ：『……あ、そうそう。この一連の事件に関して───こちらはすでにある外部のエージェントに調査を依い頼らいしています。もし、彼らと出会うようなコトがあれば、ぜひとも協力してあげてください』

結希：外部？　なぜＵＧＮ内部のエージェントを使わないんですか？

ＧＭ：『……フフ、鋭するどいとこをつきますね。さすがは、〝運命の導き手フエイト・インジケーター〟というところですか。ええ、ちょっと内部の部員を使うわけにはいかない事情がありまして、ね？　では、よろしく頼たのみます───』……言って、その電話は切れた。

結希：え、えっと！　さっそくケイトに連絡します～！　あああ、これでケイトくんとふたりで出かけられる！　それに、なんか祐一くんの件で気まずい雰ふん囲い気きになってたけど……これで解決～！

ケイト：なんてのーてんきな（笑）。

結希：さっそく、教室に行って……。

ＧＭ：あ、ケイトは教室にいません（笑）。

ケイト＆結希：え？

結希：じゃあ……電話します。もしもしー？

ケイト：電話は出てＯＫ？

ＧＭ：うい（笑）。

ケイト：（ダイスを振って）（そっけなく）……あ、薬王寺さん、か。なにか用？

結希：た、態度が冷たい……。でも負けずに……ええと、ケイトくんに知らせたいこと、あるんです。次の休み時間、話せませんー？

ケイト：……。いいけど。場所は？

結希：できれば、あまり人のいないとこがいいかな。んー……屋上ってどうかな。この時期だったら人、こないし。

ケイト：……わかった。屋上だね。

結希：うん、じゃあまたあとでー……と、電話を切ります。

ＧＭ：まあ、同じクラスだがね（笑）。ふと、気づけば。例によって葵がキミを冷たい目で見ている（笑）。

結希：うう、あたしなにかした～？（笑）でも、葵さんには負けません！（笑）

ＧＭ：と、キミが決意したところで……




〝キンコーン♪〟

　授業開始の鐘かねが鳴った───。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……というところで、シーンは終了だ。さて、次のシーンは……。

永斗：ちょっと待って。このシーン、ずいぶんと短くないですか。

ＧＭ：つーか、お前んとこが長すぎるんだよっ!!（笑）










◆Scene 02◆思い出の中で


Scene player 槍山ケイト






　冷たい風が吹き抜ける屋上の片隅で。

　ケイトはひとり、白く染まった街並みを眺めていた。




ＧＭ：てなわけで、ミドルフェイズの二シーン目でーす。シーンプレイヤーはケイト。

ケイト：えっと、薬王寺さんから電話が来て……屋上で待ち合わせたんだったな。

結希：あ。じゃああたしも登場していいんですか？

ＧＭ：いや、まだ。もうちょっと待っててね（笑）。てなわけで、シーンは学校の屋上から始まります（笑）。

ケイト：じゃ、僕は屋上に出て、うーん、とのびをしよう。薬王寺さん、遅いな……。

ＧＭ：……季節はまだ冬。休み時間に屋上に出るような、酔すい狂きような生徒は他にはいない。そんな時だった───〝ギッ……〟屋上へのドアが、きしんだ音をたてる。……だれかが来た。

ケイト：あ、薬王寺さん？　待ってたよ。

結希：じゃ、登……。

ＧＭ：（結希のセリフを遮さえぎって）……ケイトが、そうまちがえるのも無理はなかった。

ケイト：は？

結希：え？

ＧＭ：屋上に現われたその少女は、一瞬、たしかに結希かとも思った。が……。

ケイト：……神崎…さん？

ＧＭ：「ええ」そこには、しなやかに……どこかはかなげかつ神秘的な雰囲気をまとった葵が立っていた。「檜山くんが、ここにいるって……聞いて」

ケイト：僕に話でも……？

ＧＭ：「うん。それと……外の空気が、吸いたくて」言いながら、葵はほのかに微笑ほほえみながら、雪の屋上をキミのほうに向かって歩いてくる。「……横、いい？」

ケイト：あ、う……うん。どうぞ。

ＧＭ：キミたちは、ふたり並んで屋上から白い街並みを眺める───。フ、と、ほのかな柑橘かんきつ系けいの香かおりがケイトの鼻をくすぐる。

ケイト：……。

ＧＭ：「……」微び妙みような、沈ちん黙もく。

ケイト：え、えっとさ。今日みたいな日は外に出ると気持ち、いいよね。

ＧＭ：「うん、そう思う」

ケイト：僕、冬の空気って好きなんだ。

ＧＭ：「あたしも、好き」

ケイト：僕ら……ちょっと似てるね………………ってなんだナニを言ってるんだ僕はっ!?　いきなり雰囲気もりあげてどーするっ!?（一同大爆笑）えー……話題話題（笑）。この季節だと……あ、もうすぐ受験だね。僕はまあ、来年だけど……どーなるやら（笑）。

ＧＭ：「檜山くんは、大だい丈じよう夫ぶよ」

ケイト：なんでだ（笑）。

ＧＭ：「だって、昔から……目的や約束、果たさなかったことはない人だったもの」

ケイト：……ちょっと待って。僕、やっぱり昔にキミと会ったことあるのか？

ＧＭ：葵は、少し寂さびしげな笑顔を浮かべ、言う。「ねえ、私のこと……ほんとにおぼえて、ない？」

ケイト：う……。

ＧＭ：「それと、この場所」

ケイト：この場所？　……ああ、オープニングの回想シーンの舞ぶ台たいってこの屋上なのか！　でもしっかり思い出したわけじゃないし……。

ＧＭ：しどろもどろなケイトの態度を見て彼女がポツリ。「……ちょっと残念」ふうっ、と息を吐はき、でも笑顔で空を仰あおぎ見て言う。ふいに、葵が左手で髪をかき上げ……。

司：な、なんかＧＭの演出が細かいぞ？（笑）……しかしこの葵って女、ほんとに俺のオープニングに出てきたのと同じヤツか？（笑）

結希：あああ、ケイトと葵が仲良くなっていく～。

ＧＭ：（笑）。……で。ふいに、再び葵が左手で髪をかき上げる。そしてちらり、キミを横目で、なにかを期待するような目で見て───。

ケイト：うう……（笑）。ここでピキーンとデジャ・ヴを感じていいですか！（笑）なんか少しは思い出さないと悪いような気がしてきたっ!!（笑）え、えと……その髪をかき上げるしぐさ……なんか懐かしい感じがする（一同爆笑）。それ、昔からキミの……クセじゃなかった？

ＧＭ：「え……」葵は、少し驚いた表情を見せて───微笑む。「少しは、思い出してくれたのかな？」

ケイト：あ、いや……なにがどう……ってわけじゃないんだけど……なんとなく、そうかな、って───。

ＧＭ：「……」

ケイト：……ご、ごめん。これだけで。

ＧＭ：「ん、ちょっとうれしいよ。……じゅーぶんかな、今は」

ケイト：……。

ＧＭ：「……」。

ケイト：……。

ＧＭ：そんなところで。その沈黙を破るように……彼女は腕の時計をちらり見て、「あ、そろそろ次の授業、始まっちゃうね」そう言った───。

ケイト：あ……じゃあ、戻ろうか。ちょっとホッとした雰囲気（笑）。

ＧＭ：「ん、そうだね───」と、言いかけて。キミの目の前で〝きゃ……〟と軽い悲鳴をあげる。そして身体のバランスを崩し……。彼女は床に倒れそうに！

ケイト：うわっ、あぶないっ！　……と、助けようと……！

ＧＭ：……と、その瞬間だった。息をはずませて階段を駆かけ上がってきた笑顔の結希が、開きかけた屋上のドアから顔をだしたのは───。

結希：遅く……なって……ごめ───。

ＧＭ：刹せつ那な、結希と葵を抱だきしめているケイトの視線が合った。




　時間が凍いてついて、止まった。




　……かのように、ケイトには思えた───。



















◆Scene 03◆　襲しゆう撃げき


Scene player 上月永斗






　一日で、もっとも忙いそがしい時間を終えて───。

　学食には、平和な午後のひとときが訪れていた。




ＧＭ：ちゅーわけで。次は永斗のシーンだ。場面は、その日の午後───学食から始まる。

永斗：さあてぇ……俺の番だぞ～ぉ？（一同爆笑）

ＧＭ：うう、やる気まんまんだ。

司：えっと、俺も登場します（ダイスを振る）。兄貴、そろそろ三時……例の情報屋がくる時間だぞ。……ほんとに、こんな短い時間で調べなんかつくのかよ。

永斗：（渋い声で）ああ。ジェームズを信じろ。ヤツは俺の依頼を一度として失敗したコトのない、凄すご腕うでの情報屋だからな。

司：ジェームズ？

永斗：そうだ。忘れたのか？

司：スミスだろ？

永斗：誰だそれは。

司：情報屋。

永斗：（やれやれ、といった渋い雰囲気で）司、もう忘れたのか？　情報屋の名は、ジェームズ。ジ・ェ・ー・ム・ズ、だ。十年以上前から、変わっちゃいねえ。

司：（キャラクター・シートのメモを確認している）…………あっ、コラ兄貴っ!!　やっぱスミスって書いてあるぞっ!?（爆笑）さっきと名前ちがうじゃねーか───っ!?

永斗：ちがう。ジェームズだ。俺がそう決めたんだから、ジェームズにまちがいは、ない（一同大爆笑）。

司：……学食の隅に言ってさめざめ泣きます（一同爆笑）。

永斗：俺は学食のおばちゃんを……いや、お姉さんをひとり呼び止め頼もう。俺は今から少しヤボ用がある。少し、この場を頼む。ちなみにこのおねーさん、二十八歳バツイチ子持ち。最近、この俺とちょっとイイ雰囲気（一同爆笑）。

ＧＭ：「はい、わかりました上月さ───」その二十八歳が返事をしかけたその瞬間……キミたちは唐とう突とつに感じた！　この気配は……っ。

永斗＆ＧＭ：《ワーディング》っ!!（←ハモった）（一同爆笑）

永斗：ふいに、周囲の風景がネガポジ反転！　この空間の中で色がついているのは俺と司のふたりだけ！　俺は天てん井じように飛び上がって構えをとる！　〝モルフェウス〟の構え！（爆笑）

司：なんだよそれわっ!?（爆笑）……って、兄貴！　手に持ってるのおたまだぞ！（笑）

永斗：うおぅっ!?　では……。

ＧＭ：と、キミがボケようとしたその瞬間。〝パパパパパパパン!!〟学食の窓ガラスが一斉に割れる！

司：うあっ、頭ひっこめます！

ＧＭ：そしてそろり……キミが頭を再び上げた時。その学食内に立っていたのは、二十人ほどのスーツを着込んだ男たち。

司：〝人〟？　二十……〝人〟なんですね？　人だ。よかった（笑）。

永斗：なあ、司あ。兄ちゃん、人を撃うつのはちょっと苦手だ（一同爆笑）。




　一話のオープニングでおもいっきり撃ってたのは誰だ。




司：いきなり撃つ気でいんなよっ!!

永斗：撃ったのは、向こうが先だ。

司：そんなコトより、天井にはりついてねえで降りてこいよ！（笑）

永斗：すた。

司：まあとにかく、だ。こいつら情報屋……って、雰囲気じゃねえよな。

ＧＭ：だね。男のひとりが威い嚇かくの意味でか、銃を司に向───。

永斗：〝ズギュ──────ン!?〟銃を向けるヒマもなく男は倒れた。俺は、言った。「〇．〇一秒、遅い」（一同大爆笑）

ＧＭ：うおっ!?

永斗：（渋い声で）……なあ、司ぁ？　たしか日本では人のカタチした生物は、撃っちゃいけないんだったかな。

司：撃ってから言うなよっ!?　つーか、世界のどこでも人間を撃っちゃダメだ!!（笑）

ＧＭ：「（高飛車な口調で）……ほう？　ずいぶんと過か激げきなお出で迎むかえだな？」中央に立っている男が、言った。「いつまで寝ている。起きろ」隊長とおぼしき男が、撃たれ、倒れた男を蹴ける。

司：あ？

ＧＭ：蹴られた男が、むくり、起きあがる。永斗が弾丸を撃ち込んだその額は……プクプクプク、と泡あわ立だち、再生を始めていた。

司：《リザレクト》───か。こいつら全員、〝オーヴァード〟ってことかよ。

ＧＭ：「いかにも」言ってひとり、三十代半ばほどの、冷笑を浮かべた男がずい、と前に出る。「この私が張った《ワーディング》の中で動ける……貴様らだな？　私のまわりをこそこそ嗅かぎまわっているネズミは」

永斗：では俺もずい、と前へ出て〝シュボっ……フ───っ……〟（死ぬほど渋い声で）……だったら、どうするね？（一同爆笑）もちろん、割かつ烹ぽう着ぎと三角頭ず巾きんをつけたままの姿で、だ（一同大爆笑）。

ＧＭ：「───すぐに調査を中止し、手をひきたまえ。キミたちはＵＧＮに関する重大な機密にせまろうとしている。私の名は、長瀬明。ＵＧＮ中ちゆう枢すうの者だ」

結希：な、長瀬さん？

永斗：（声が裏返って）え？　は？　お、おい司ぁ!?　こちらＵＧＮのお方だよおっ!?（と、あわてて煙草をもみ消すジェスチャー）（一同爆笑）。

司：ばかっ!!　ＵＧＮの連中がいきなり鉛なまり弾だまくらわすわけねーだろっ!?

永斗：（すっとんきょうな声で）あ、そうかっ！（こそこそと灰はい皿ざらから煙草を取り出すジェスチャー）（一同大爆笑）

司：取り出すなよっ!!

永斗：だ、だって火をつけたばっかりだったんだぞ!?（爆笑）もったいねえだろ!!

ＧＭ：「……つまらん漫まん才ざいはやめたまえ。貴様ら、外部のイリーガルごときが、こそこそ動きまわらんほうがいい。少々、肝きもを冷やしたよ。まさかあの〝伝説の情報屋〟ジェームズを差し向けてくる、とはね？」

永斗：なんのことだ。

ＧＭ：「悪あがきは、見苦しい。キミたちがジェームズを雇やとったのはもうわかっ……」

永斗：トンプソンだ。

ＧＭ：……。

一同：……。

ＧＭ：は？（←素す）

永斗：トンプソンだ、と言っている。俺が雇った情報屋の名はトンプソン。十年以上前から、その名は変わっちゃいねえ。それにしてもあいつ、情報を逆につかまれやが……。

司：また名前変わってるじゃねーかよ───っ!?（爆笑）さっきまでジェームズだったろが───!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「……スミスでもジェームズでもトンプソンでも、ましてやジョニーでもなんでもいい。即そつ刻こく調査を中止し、この件より───」

永斗：……なあ、司あ？　もしかしてこいつらじゃねえのかあ？　ＵＧＮの裏切り者って奴はさあ？

司：ばかっ、兄貴！　声でけえよっ!!

ＧＭ：「……。やれやれ。キミたちはなにか、かんちがいをしているようだね？」

司：あ、ここでちょっと耳打ち。兄貴……俺が合図したら、上にあがれ（こそこそ）。

永斗：あ？　ここで殺やらないのか？（こそこそ）

司：ばかっ、こんなとこでやりあったら他の人も巻き添ぞえくうだろがっ（こそこそ）。

永斗：あ、兄あんちゃんわかった。交こう渉しようは司にまかせたっ。俺、合図くるまで素知らぬそぶりしてるっ（こそこそ）。

司：よしよし。じゃあ、その長瀬に言……。

永斗：じゃあ俺は、さりげなく「あー、今日も一日よく働いた～あ」とのびをして厨ちゆう房ぼうの奥に引っ込んで座る。で、競けい馬ば新聞をカサカサ開いて赤エンピツを耳にはさむ。いつもこんな感じ。自然自然。

司：おもいっきり不自然だろが───っ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：「……こちらも、いきなり手て荒あらなマネをしてすまなかった。少し、キミたちと話がしたい───」長瀬は、言う。

司：話し合い……ね？　その前にさ、あんた俺とどこかで会ったことないか？　その声、聞き覚えあるぞ。

ＧＭ：？（←マジで記憶にない）「？　キミみたいなフリーエージェントに知り合いはいな……」

司：〝私の領域内で勝てると思わないほうが、いい〟そう言ったのは誰だったかな。

ＧＭ：あああああああっ、一話のオープニングかっ!!（←思い出した）

司：忘れてたんスかっ!!（爆笑）伏ふく線せんかと思ってたっ!!（爆笑）

ＧＭ：「そうか。結希が依頼をしたエージェントとは、お前たちか。ちゃんと調べておくべきだったよ」

司：うかつだったな。……〝ロード・オブ・アビス〟。

ＧＭ：その言葉に長瀬は、フ、と微笑ほほえんで───「……殺すしか、ないようだな」

司：兄貴、上にあがれっ!!

永斗：お、おおっ!?　あああ合図だっ!?　ぴょ───ん、と天井にぺとんっ!!

司：天井にはりついてどーすんだよっ!?（大爆笑）上にあがれってのはこの部屋を出て二階にあがれってこったっ!!（爆笑）

永斗：あ、う……じゃあ〝モルフェウス〟の能力をつかって天井を変異！　ずずず……その中に消えていく（爆笑）。あ、三角頭巾はいつもの帽ぼう子しに変えながら（笑）。

ＧＭ：そ、そんな能力あったかな……って、まあいいか。演出演出（笑）。で、永斗が姿を消した次の瞬間、司に向かって二十の銃口が火を噴ふ……！

司：その前に《猫ねこの道》を使ってシーンから退場!!　えと、俺の背後の空間が割れて───そこに溶とけるように消えていく。最後にニヤリわらって言おう。「ま、首を洗って待ってろや？」で、消えた瞬間にダダダ───ン！　と無数の銃弾が擦さつ過かしていく、と（笑）。

ＧＭ：ぐは（笑）。長瀬は、少しあわてて言う。「……逃にがすな！　ちぃいっ、あの時に見み逃のがすべきではなかったか！」

司：わはは、でもシーンプレイヤーがいなくなったのでこのシーンは終了です（笑）。

ＧＭ：ぐは！（笑）ル、ルールを使って逃れるとはさすがクレバー！　じゃあ、そのシーンの終わり際、長瀬は部下に向かって言った。




「ジェームズ……いや、トンプソンも探せ！

　　　　　まだ、計画を露ろ見けんさせるわけにはいかん！」










◆Scene 04◆　恋愛の可能性


Scene player 薬王寺結希






　祐一が、生きている。

　屋上での出来事のあと……ケイトはそれを告げられた。

　だが、ふたりで病院に向かうその道すがら。

　結希は、般はん若にやと化していた。




ＧＭ：つーわけでこのシーン、シーンプレイヤーは結希だ。場面は、祐一が収容されているという病院に向かう路上、ということで（笑）。ケイトも同時に登場だ。

ケイト：うおっ!?

結希：あ、いきなりそーゆーシーンから始まるんですね（笑）。

ＧＭ：今、キミたちは病院に向かう道を歩いていた。結希がスタスタ先行して歩き、ケイトがそのうしろをなぜか怯おびえながら、ついていく。そんなシチュエーション（笑）。

ケイト：……。

結希：スタスタスタ。

ケイト：…………。

結希：スタスタスタ。

ＧＭ：前を歩く結希のうしろ姿。なぜかケイトにはとても恐おそろしかった（一同爆笑）。

ケイト：誤解だ、薬王寺さん（一同大爆笑）。

一同：いきなりいいわけからかよっ!!（笑）

結希：なんのことですか？　私ぜんぜん気にしてないですよ？（←笑顔）

ケイト：あれは～……葵さんがいきなり転……。

結希：だから、なにも気にしてないですよ。（←笑顔）

ケイト：そ、その笑顔がものすごく怖こわいんだけど。

結希：気のせいですよ、気のせい。気・の・せ・い（←笑顔）。

ケイト：気にしてるじゃないかっ!?　……てゆーか！　なんで僕がこんなコトにびくつかなきゃいけないんだ！（笑）薬王寺さんっ！　あれは葵さんが……！

結希：へー。神崎さんは〝葵さん（←名）〟で、あたしのことは〝薬王寺さん（←姓せい）〟って呼ぶんですね。スタスタスタ（一同爆笑）。

ケイト：うおおお、僕はなにを言えばいいんだ！

ＧＭ：と、心で叫んだ時に気がついた。闘とう気きを放ちながらスタスタ歩く彼女の前方３メートル。のび太だったら確実につまずいて転ぶであろう石が。道に。

ケイト：なんでアスファルトで舗装された道にそんなもんあるんだっ!!（爆笑）

結希：転びます。

ケイト：なぜか即そつ決けつだよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：あぶない、と思った時には遅かった。天性のドジっこ属性……彼女の能力はいかんなく発はつ揮きされ、キミの目の前で小さな悲鳴をあげた薬王寺がスローモーションで転ぼうとしていた（一同大爆笑）。

ケイト：あ、あぶない！　と、うしろから駆け寄って支える！

ＧＭ：……転ぶ！　そう思った瞬間。結希、キミの身体をうしろから抱きすくめるようなカタチで、誰かが支えてくれた。

結希：は、はう!?

ＧＭ：〝ボン……っ！〟キミの顔が瞬間で真っ赤になった。

結希：ふ、ふみ……!?

ケイト：だ、大丈夫？

ＧＭ：と、肩越しにケイトが優しくそう言った。

結希：だ、だ、だ……あああ、えと、あ……。

ＧＭ：彼女はうつむいたまま。小刻みにふるえてみたり。

結希：顔が真っ赤になってるのがバレると恥はずかしいのでうつむいたまま。

ケイト：うおおおっ、なんだこの最悪の展開わっ!?（爆笑）

永斗：ケイト、このイベントで両方のヒロインとフラグたったな（笑）。

司：このまま、どっちつかずの選せん択たく肢しを選んでると、バッドエンドになるな。

永斗：そうそう、両方からファイナルブロウがどーんとくる（爆笑）。

結希：あ（笑）。あたし、ケイトに対する感情ってポジが〝悔かい悟ご〟、ネガが〝純愛〟とってまして、今は〝悔悟〟が表に出ているんですけど……今ので〝純愛〟が表になりました（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。キミはこの時、自分の気持ちをはじめて自覚したのだ（笑）。そんな思いを知ってか知らずかケイトは……。

永斗：……僕はその時、ただ呆然と抱きすくめるしかなかった。

司：僕はその時、ただ呆ぼう然ぜんと抱きすくめるしかなかったわけで……。

ケイト：なんでそこでいきなり『北の国から』になるんだよっ！（笑）ていうか、このわけのわからん状じよう況きよう、どーやって収拾つけるんだＧＭっ!?（爆笑）

ＧＭ：じゃ、そんなところでシーン終了（一同大爆笑）。

ケイト：おいちょっと待てっ!?（笑）これでシーンは終わりかよっ!?　今のイベントをやりたいだけのシーンだったのかよっ!?（笑）

ＧＭ：はっはっは。そんなことはない。重要な伏ふく線せんが張られている……かもしれない（笑）。

ケイト：ぜぇっっっったい、ウソだ！（笑）










◆Scene 05◆　祐一


Scene Player 檜山ケイト






　それは、真っ白い壁で覆おおわれた病院の一室。

　その部屋に張られた分厚いガラスの向こうで……。




　祐一は、静かに寝息を立てていた。




ＧＭ：というわけで次のシーン、シーンプレイヤーは……ええと、さっきは結希だったからこんどはケイト。前のシーンからつながってるから、結希も同時に登場ね。

ケイト＆結希：はーい。

ＧＭ：場面は、そのＵＧＮが直轄する病院の一室から始まる。その部屋には一枚のガラスが張られていて、その向こう側にある部屋を監かん視しできる。で、そのガラス越しに、キミたちはベッドの上で眠っている祐一と……再会した。

ケイト：祐一……。生きているんだな？

ＧＭ：そんなケイトの声が、ガラスの向こうの祐一に届くはずもない。キミたちのいるその静かな部屋の中で、おそらくは祐一の容態をモニタしているらしき心電図の音だけが、妙に大きく耳につく。〝ピッ、ピッ、ピッ……〟。

永斗：ピッ……ピ─────────。「ご臨りん終じゆうです」（一同大爆笑）

一同：勝手に殺すなあああああぁああああああっ!?（大爆笑）

ＧＭ：「え～……お静かにしていただけますでしょうかあ……」祐一の主治医らしき白衣の男が、そう言った（笑）。

ケイト：……って、なんで主治医の口調が古畑なんだよ（笑）。あなた、ご兄弟に警察関係者とかいませんか（笑）。




　第一話参照である。




ケイト：で、先生……祐一は、どうなんでしょうか？

ＧＭ：「……」

ケイト：……。

ＧＭ：「んっふっふっふ……」

ケイト：そこで変な笑い方すんなよっ!?（爆笑）

ＧＭ：「え～……はい、ご安心くださいぃ？　予断を許さぬ状況ではありますがぁ……容態は安定していますぅ……。（振ふり絞しぼるような口調で）しっかし……あれだけのダメージを受けて生きているとはぁ、レネゲイド・ウィルスとはおっそろしいものですねぇ……」

ケイト：……でも祐一……よかった───。……って、待てよＧＭ。祐一とは話、できないのか？

ＧＭ：できるわけないだろう。祐一のあの状況、見ろよ。殺す気か。

ケイト：じ、じゃあ、このシーンはなんのためにっ（笑）。ここは親友の呼びかけで、奇き跡せき的てきに目覚めた祐一が事件の真相を語る、という美しい場面ではっ（笑）。

ＧＭ：はっはっは、ちがいますな（笑）。

結希：……まあ祐一くんが生きてるのを確認できただけでも……。

ケイト：……たしかに。じゃあ、ガラス越しに祐一の回復を祈いのろう。

ＧＭ：と、キミが祐一を見守っていると。おもむろに主治医が、思い出したかのように、声をあげる。「そうそう！　大事なことを、忘れてましたあ……」

結希：大事なこと？

ＧＭ：「（優しい口調で）……あなた方をココに入れたのは、内ない緒しよでぇす……いやあ、なぜか面会謝絶の厳命が本部のほうからおりてまして……いやあ、私はなにも見ませんでした」

永斗：このおっさん、いいヤツだ（笑）。

ケイト：ありがとう、先生！（笑）でもそれが大事なことなのか！（笑）

ＧＭ：「大事です。しかし恵めぐまれた患者さんだぁ……こうして友達と、彼女さんに何度もお見み舞まいしてもらえるんですから」

ケイト＆結希：…………は？

ＧＭ：「え？」

ケイト：何度も？

結希：彼女？

ＧＭ：「あ、ちがう？　ちがいます？」

ケイト：僕ら、ここに来るのは今日が始めてですよ。

ＧＭ：「え？」と、主治医は結希の顔をいぶかしげにのぞき込む。「……こちら、患かん者じやさんのガールフレンドでは、ない？」

結希：ちがいますけど……な、なんでそう思うんですか。

ＧＭ：「いやあれぇ……だってあなた、こないだもお見舞いにきたでしょう？　だから、てっきりガールフレンドかとぉ……いや、失礼しました」

ケイト：こないだ？

ＧＭ：主治医は目をこらして結希を見る。「……ああ。たしかにちがう。こないだ来た方と、雰囲気がぜんぜんちがいましたねぇ。んー……こないだ来た方を〝湖上の鶴つる〟とするならばぁ……あなたは〝竹たけ藪やぶのパンダ〟でしたぁ」（一同大爆笑）

結希：あうっ!?　やっぱり、神崎さん……？

ケイト：ちょっと待て！　そのお見舞いに来たのって、いつのことですか？

ＧＭ：「学校が冬休みに……入って少ししたころ、でしたかねえ」

ケイト：それ、転校してくる前から……葵さんは祐一と知り合いだったってことになるじゃないか！

ＧＭ：「いや、実のところ……その女性の方が来たら、この患者さんに会わせてやっていい、とＵＧＮ本部のほうから言われてましてねえ？　だから、あなたも今日、ここに簡単に入れたわけでして……」

ケイト：ＵＧＮの本部の人……な、なんかいろいろつながってきたぞ。その人、長瀬とかいう名前じゃないだろうな（笑）。いや、プレイヤー発言だが（笑）。

結希：これ、偶ぐう然ぜんじゃないですよね……。

ケイト：……祐一、お前いったいなにがあったんだ？　葵さんには、いったいなにがあるっていうんだ───？




　だが、ガラスの向こうの祐一がそれに応こたえることはない。

　ふいに、ケイトと結希の心に……暗い影がよぎった───。










◆Scene 06◆　青の女王


Scene Player 上月永斗






　雪の舞まい散る、公園広場。

　その中央で永斗は、ある男がやってくるのを待っていた。




ＧＭ：とゆーわけで次のシーン！　……なんだが。ちょっとお願いがある（笑）。

司：お願い？

ＧＭ：うい（笑）。えー、学食の襲撃シーンあったろ。あそこ、司のシーンからの引き際、死ぬほど見事だった。

司：いやいや、あれくらい（笑）。

ＧＭ：いやいや、謙けん遜そんせんでも（笑）。あまりにも撤てつ退たいが見事すぎて……情報屋を出しそこねたじゃねーか、ええ？（一同大爆笑）

永斗：うははは（笑）。わかった、つまりここは情報屋と接せつ触しよくするシーンを作りたい、とゆー話だな？（笑）なんだ情報屋は死んだんじゃなかったのか（笑）。もう俺の頭の中では情報屋は長瀬たちに蜂はちの巣すにされていること決定だった（爆笑）。

司：勝手に殺すなっつの（笑）。

永斗：というわけで俺は今、司とともにその公園広場のど真ん中にいる。

ＧＭ：なるほど。へたな部屋の中より、盗とう聴ちようとかされる心配がなさそうだな。

永斗：（渋い声で）そのとおり。さらには敵がどこから来ても、見通せる。

ＧＭ：狙そ撃げきの心配はせんのか？　まあ、一発くらいくらっても平気なわけだが（笑）。

永斗：フ、時刻は夜の八時すぎ。俺は、広場の真ん中においてあるベンチに、司と背中あわせに腰こし掛かけている……ということで。

司：な、なんで広場のドまんなかにベンチが……超不自然じゃねえか（笑）。

ＧＭ：きっと噴ふん水すいかなんかあるんだろ。その前にベンチもあるんだ。

司：なるほど。……で、その情報屋はいつくるんだ。

ＧＭ：……ふいに。キミたちの近くに気配が現われた。

永斗：振り返らずに新聞を開いたまま言う。……待ったぞ。調査は終わったな？

司：（少しシリアスな口調で）ああ、あんたが情報屋か。こっちは少し急いでいてね、さっそく聞かせてもらえるか？　と、話しかける。

ＧＭ：その気配は言った。「……わん！」そこにいるのは、ゴミ箱をあさる一匹の犬だった（一同大爆笑）。

司：犬じゃねえかよ兄貴───ぃっ!?　つられてシリアスに話しかけた俺はまるでバカみたいだろが───っ!?（大爆笑）

永斗：（渋い声で）し、しばらく見ねえうちにずいぶんと変わったな。

司：変わったどこの騒ぎじゃね───っ!!（爆笑）
















永斗：じ、じゃあ……（渋い声で）ほう、いつもながら見事な変へん装そうじゃねえか。

司：変装ですむ問……っ!!

ＧＭ：「ありがとうございます」

永斗＆司：うおおっ!?

ＧＭ：「……遅くなりました。調査資料、お持ちしました」犬は、その外見からは想像しがたい礼儀正しい口調で言った。

司：ほんとに情報屋なのかよ犬がああああ───っ!?

ＧＭ：「いえ、私もこの件で危ない目に遭あいましてね。このような姿で失礼」

司：ああ、情報屋って〝オルクス〟のオーヴァードなのか（笑）。《アニマルテイマー》と《ハンドリング》で動物操ってるんだ。

ＧＭ：そうそう（笑）。

司：じゃあ、あらためて話をしよう。……あんたが〝伝説の情報屋〟トンプソンか。なにか、わかったのか？

永斗：鈴木、だ。

ＧＭ＆司：あ？

永斗：情報屋の名前は、鈴木。鈴木だ。

司：また名前変わってんじゃねーかあああああっ!?　しかも日本人になってるし!?

永斗：細かいことさ。で？

ＧＭ：犬は、さっと封書サイズの封筒を永斗に差し出す。

一同：出すのかよ！　封筒!?（笑）

永斗：どれ、パラリ……ふうむ……（←読んでいるらしい）。……司、パス。

司：兄貴、もうちょっと漢字読めるようになろうぜ？（爆笑）

永斗：（渋い声で）外国暮らしが長くてな。漢字は苦手だ。長い文章も、苦手だ。

司：苦手だらけじゃねえか。

永斗：どの国の言葉でも、〝殺せ〟〝突撃〟〝撤退〟だけはしゃべれるんだが（一同大爆笑）。

ＧＭ：そんなことより、報告書読めよ（笑）。

司：ああ（笑）。パラリ、と……。




〝伝説の情報屋〟鈴木がもたらしたのは、次のような情報だった。




　ひとつは、長瀬がファルスハーツのエージェントであり、十年ほど前からＵＧＮに潜り込んでいること。彼は十年にわたってＵＧＮの信頼を勝ち得て、内部情報を流出させている。

　ＵＧＮの内部で彼は自分の親派シンパを増やし続けており、内側から組織の崩ほう壊かいをもくろんでいるらしい。すでに、反乱の準備はほぼできており、決起するのはもう時間の問題である。




司：ンなこと考えていたのか。これは霧谷さんに通報だな。




　次に。

　ＵＧＮの研究施設を使って、極秘にある研究をしていること。

　それは───。




永斗：ふむ、人じん為い的てきにオーヴァードを発生させる研究か。

ＧＭ：よくわかったな。

永斗：（渋い声で）まあな。

司：あてずっぽだろ。

永斗：（裏返った声で）お、お前っ……兄あんちゃんの言ってることをなんでもウソだと思うのはよくないクセですよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：で、犬は話を続ける。

司：犬とシリアスに語り合う俺たち。はたから見るとバカみたいだ。

ＧＭ：気にするな。




　そして、長瀬がオーヴァード量産計画の実験場に選んだのが、このＳ市である。長瀬は、自分の担当地区であるＳ市を実験場として利用していたのだ。このところ続いていた失しつ踪そう事件や、連続殺人事件───これは、すべてその実験によるものらしい。




司：つまり、なんだ？　どーゆー方法でやったかはしらんが……。

ＧＭ：そう。オーヴァード化……この場合はジャームになることも含ふくむが……した者はそのまま失踪し、それに耐たえきれなかった者は死ぬ。それが事件の真相だ。当然、オーヴァード化した人間はなんらかの理由で長瀬の支配を受け、反乱のための私兵となっている。

司：うは。

ＧＭ：そして、レポートにはキミたちにとって興味深い一文が書かれている。失踪した人や殺された人……それらに、ふたつの共通項があるってことだ。ひとつは、ＵＧＮの情報操作で隠かくされてはいるが……死体のすべては、生物的な青い光を放っていたこと。

司：青い光？　それって……〝ブルー・ビースト〟!!　祐一もその被ひ害がい者しやってことか！

ＧＭ：そう。第一話の事件は、長瀬の計画の末まつ端たんが表面化したにすぎないということだ。おぼえているかわからんが、夜の校庭で〝ブルー・ビースト〟は結希との会話の中でこう言っているはずだ。〝無差別に殺しているわけではない〟と。

司：それ、ヤツ自身がオーヴァード化に耐えられる人間を捜さがして活動していたってことか？

ＧＭ：そう。運の悪かった人間は、オーヴァード化しそこねて……死ぬ。無差別ではない。運がよければ、少なくとも命は助かるんだからな。

司：ぐは！　んで、もうひとつの共通点ってのが？

ＧＭ：鈴木は言う。「ええ、被害者の多くが……事件に巻き込まれる直前に、あるひとりの、特定の人物となんらかのカタチで接触しているのです」

司：特定の人物？

ＧＭ：「その人物こそ……永斗さんから調査依頼を受けていた例の少女です。そう、名前は───〝神崎 葵〟」

司：……つながったな。長瀬─葵のラインが。Ｓ市を実験場にしている長瀬と、その被害者の陰かげに必ず存在している葵。

ＧＭ：「そうです。先ほどファルスハーツのデータベースに侵しん入にゆうできましてね、彼女の名を確認できました。神崎葵は……」




「……コードネーム〝Queen of Blue〟。

　人間を任意にオーヴァード化する能力を持った……オーヴァードです───」










◆Scene 07◆　奪われた時間


Scene Player 薬王寺結希






　病院からの、帰り道。

　夜道をふたりは、肩を並べて歩いていた。

　なにかを言い出そうとして、お互い言い出せない。

　そんな雪の夜。




ＧＭ：つーわけで、シーンは病院の帰り道、ふたりが歩いているところからだ。

ケイト：じゃあ、僕と薬王寺さんが登場してるな（ダイスを振る）。

結希：（ダイスを振る）。

ＧＭ：雪がちらつくその夜の道を、ふたりは無言で歩いている。病院での出来事ののち。ふたりとも、なにか気まずくてお互い言葉を口にしない。

司：うわ、またいい雰囲気のシーンだ（笑）。

ＧＭ：いや（笑）。単純に祐一のことを考えてるだけなんだがね（笑）。

ケイト：……じゃあ、おもむろにこう、空を見上げて言おう。祐一……祐一は、ね。

結希：……え、うん。

ケイト：あいつは、僕の唯一ともいえる友達なんだ。

結希：……。

ケイト：僕は、オーヴァードになってからずっと……仮面をかぶって生きてきた。目立たないように、この〝日常〟の世界からはみ出ないように。表面で笑ってはいても、どこか無意識に人との距離をおいていたんだ。

結希：うん……。

ケイト：でも祐一のバカは、そんなことをまったく気にせず、ずかずかと僕の中に入り込んできた。最初はへんな奴だと思った。いい奴だと、思った。こいつの前では、仮面を取れると思った。でもね、でも……祐一が死んだ時───。

司：死んでませんが（一同大爆笑）。

ケイト：うおっ！　しまった（笑）。せっかくがんばってシリアスに語っていたのに台無しじゃないかっ！（笑）えー、巻き戻し巻き戻し（笑）。（突然シリアスになって）……祐一が学校の校庭で倒れた時……僕は、ただ呆ぼう然ぜんと眺めるしかできなかった。やっぱり、祐一との間にも、僕は壁を作っていたんだ。僕は、やっぱり人間の感情を持ってないんだ。

結希：じゃあ、あたしも空を見上げながら……でも人間って、悲しすぎることがあると、かえって泣けないもんなんですよね。

ケイト：え……。

結希：でも、泣きたい時は……泣けばいいと思います。

ＧＭ：その言葉を聞いて───。

結希：ケイトくん、あなたは……。

ケイト：ここで、ちょっと驚いた顔で薬王寺さんのほうを振り返って……。

結希：……あなたは、人間です。

ＧＭ：ふいに、ケイトの心の中に、なにかがこみ上げてくる。

ケイト：……ありがとう───結希さん。

ＧＭ：振り返ったケイトは、やさしい微笑を浮かべていた。ツっ……無意識に、その頰ほおに暖かいものが、流れていた。

結希：はう……その笑顔を見て、顔が真っ赤になってうつむきます（笑）。

司：おおー、ええシーンや～～（笑）。

永斗：（いきなり）おうおう、いい雰囲気じゃねえかおふたりさんよう？　あぁー？（一同爆笑）

一同：お前は出てくるんじゃね───っ!!（爆笑）

ＧＭ：そして数瞬の沈黙があって……ケイト、キミは優しげに言った。

ケイト：……な、なんか冷えてきたね。帰ろうか？　と、自分のマフラーを結希の首に巻いてあげる。

結希：は、はい……と、再び真っ赤になってうつむく（笑）。

司：「その時の僕たちは、ただうつむいてるしかなかったわけで……」。

ＧＭ：だからなんで『北の国から』なんだよ!!（一同大爆笑）

結希：あ、あの、ありが……。

ＧＭ：と、お礼を言おうとしたその時。キミの心が。記憶が、過去にフラッシュバックする。昔、これと同じ風景があったような気がする。

結希：え？

ＧＭ：子供だったあの時、キミの目の前にいたのは誰だっただろうか？　たしか───。

結希：……ケイト、くん？

ケイト：え？

結希：あたしたち、子供の時に会ってる───？

ＧＭ：ふたりが目を見合わせた……その時だった。「───ふうん、いい気なもの、ね」ふたりに……いや、結希に向かって投げかけられる少女の声。

ケイト：誰だ？

ＧＭ：キミたちの少し先にある街頭の光の中に……彼女は立っていた。瞳の中に冷たい憎悪の光をたたえ、腕を組んで立つ少女。すなわち───神崎 葵。

ケイト：葵さん……。

結希：うう……。

ＧＭ：「薬王寺さん？　なぜ、あなたはそこにいるの？」

結希：え？

ＧＭ：「ほんとだったら、檜山くんの隣に立っているのは私のはずだったのに。偽にせ物ものの命の分際であつかましい、と思わない？」

ケイト：なにを……なに言ってるんだよ。

結希：偽物……？　あたしが？

ＧＭ：「……なにも、知らないのね。ＵＧＮのエリート様ともあろう人が。じゃあ、教えてあげる。あなたは、ある実験のために作られた私のバックアップ───できそこないの、コピー品なのよ？」キミと同じ顔を持った少女が憎にく々にくしげに、言う。

結希：そんなわけ、ないじゃないですか！　なに言ってるの！

ＧＭ：「ならば、聞くわ。あなたに子供の時の記憶が、ある？」

結希：あ、ありますよ！　ええと、親に疎うとましがられて寂さびしかった子供のころのこと……あ、さっきフラッシュバックしてきたケイトくんとの話とかします。

ＧＭ：「じゃあ、聞くわ。その時、檜山くんはどんな表情をしていた？」

結希：え？

ＧＭ：「……笑顔よ。照れたような、笑顔を見せてくれたの」

結希：な、なんでそんなことがわかるんですか。

ＧＭ：「そして、もうひとつ。あなたは子供のころ、なぜ、親に疎まれていたの？」

結希：なぜ……って言われても。ライフパスを振ったらそうなったから（笑）。

ＧＭ：「覚えてないのね？　それは、この青い左目のせいよ。この青い瞳を、両親は気持ち悪がったわ。実の子供を、手放すくらいね」

結希：は？

ケイト：え？

ＧＭ：「まだわからないの？　あなたの記憶は、作られたあとに埋うめ込まれたもの。私の記憶と体験をもとに、ね。だから、そうもあやふやなのよ」と葵は言った。

ケイト：いや、でも待って！　クローンはともかく、記憶の複製をするなんて……現代の技術でできるものなのかよ。

ＧＭ：「一般にはできないでしょうね。でも、ＵＧＮの技術ならできる」

司：ＵＧＮってそんな技術を持ってんのか（笑）。

ケイト：ＵＧＮ？

ＧＭ：「……そう、ＵＧＮ。薬王寺結希。あなたは、ＵＧＮの研究室のカプセルの中で、生まれたのよ。私の細胞から、ね」

ケイト：そんなバカな。なんでＵＧＮがそんなコトするんだ。

ＧＭ：「さっき言ったでしょう？　その子は、私のバックアップだって───」そして、葵は語り始める───。




　───神崎 葵。

　生まれつき、体内にレネゲイドを宿して生まれてきた少女。

　彼女は、〝生まれた時から、オーヴァードだった〟。

　それゆえか、子供のころから彼女の周囲では、奇き怪かいな事件が多発していた。

　葵のかわいがっていたペットは身体を変異させて、死んだ。

　祖父も、身体が青くなって変死した。

　両親は、これに……少女の青い瞳に、恐きよう怖ふした。

　そして、彼女は施設に預けられた───。




　そんな葵を拾いあげたのは、あるひとりの男だった。

　名前を、長瀬明、といった。




結希：長瀬…明？

ＧＭ：「そう、長瀬よ。あなたも、よく知ってるはずの、ね」葵は、薄うすく笑えんだ。「長瀬が、私の能力に目をつけ、ひきとってくれたのはわかった。でも、私はそれでもよかった。彼だけは、私を大事にしてくれる。だから、私は子供のころから、自分の能力を磨みがこうとがんばったわ───」

ケイト：キミの能力って……そうか。祐一をあんなふうにした……。

ＧＭ：「そう、レネゲイドを任意に活性化させる能力よ。もう知られたみたいだから、教えちゃうけどね。そして長瀬は、ＵＧＮの研究施設を極秘に抱え込んだ。そこで、私の身になにかあった時のため、私のコピーを作ろうとしたの。そして創つくり出されたのがあなたよ、結希」

結希：え……。

ＧＭ：「もっとも、私のこの能力をコピーすることだけは、できなかったみたいだけどね。でも……生み出されたあなたは、私よりずっと大きな〝自由〟を与えられた。私の幼い時の記憶はふたつだけ。施設の壁に囲まれた訓練の毎日と───長瀬に拾われる前、檜山くんと出会い、遊んだ時の楽しかった記憶」

ケイト：あ……。

ＧＭ：「それなのに……ただの複製品のあなたは、ＵＧＮのエージェントとして脚きやつ光こうを浴びていった。私はそれがねたましかった。いつも、モニターに映るあなたの笑顔を見て、思ったのよ。なんで、あそこにいるのは私ではなく、あなたなのだろう……って、ね」

結希：そんなこと言われたってあたしは知らな……。

ＧＭ：「───知らないこと自体が、罪なのよ」

結希：う……。

ＧＭ：「あなたが、檜山くんに興味を持っているのも、私の記憶のカケラを持っていたから。長瀬が教え込んだ、偽物の記憶。その想いは、本来あたしのものよ」

永斗：な、なんかラブコメ路線から一転、めちゃくちゃハードな話になってないか？（笑）いや、痴ち話わゲンカには違いないんだが（笑）。

ＧＭ：「でも喜んで。私が、表に出られる日がきたの。長瀬の準備が整ったから」

結希：準備？　なにそれ。あたし知らない。

ＧＭ：「当たり前よ。なぜ、コピー品のあなたなんかに、教える必要があるの？」

結希：で、でも長瀬さん、あたしに優しいもん！

ＧＭ：「見せかけは、ね。あなたは、便利だから道具として気に入ってるだけよ」

結希：ひど……。

ＧＭ：「今日から、私がカードの表側になるの。だからあなたは、消えなきゃダメ」葵がスッ……と、目を細めた。

ケイト：いや、待ってくれ！　キミがこれからなにをしようとしているのかは、わからない。でも、結希さんはひとりの意志を持った人間だ！　それを……踏みにじるようなコトは許せないよっ！
















ＧＭ：「檜山くん───」少しの間をおいて。「なんで、そんなこと、言うの？　私はあなたともう一度出会うためだけに、あの記憶だけを支えにして、今日まで生きてきたのに」葵は、悲しげな顔を見せる。それに偽いつわりの気持ちはない。

ケイト：ぐわ！　僕はどうすればいいんだよ……！（笑）

ＧＭ：「じゃあ、あたしが決めてあげる」そう言った瞬間に。ふたりは、感知した。───囲まれている！　暗闇の中に、キミたちを包囲するように青い光が灯ともり始める……！

ケイト：一、二、三……五、十、十五……！（笑）なんだこの数は……!?

ＧＭ：同時に。妙に甘あまい香かおりがキミたちの鼻をつき。急きゆう激げきに意識が遠のいていく。

結希：ソラリス・シンドロームのエフェクト!?

ＧＭ：ご名答。キミたちの意識が、深い闇の底に落ちゆくなかで……ケイトは聞く。「この子は連れて行くわ───」そして見る。周囲にふくれあがっていく青い光の中心点に……まるで女王のように立つ、葵の姿を。

ケイト：待て……。

ＧＭ：「今日は、私がこの世界に出られる記念すべき日。もし、檜山くんに祝ってくれるつもりがあるなら、来て。あなたと、私がはじめて一緒に遊んだあの場所で、〝パーティ〟を開くから───ね」その言葉を聞き終えると同時に……。




　ケイトの意識は闇に落ちた───。




　　　　＊　　＊　　＊




　……こののち、ケイトは携帯電話の着信音に呼ばれ、路上につもった冷たい雪の上で意識をとりもどす。

　起きあがって周囲を見渡せば、見慣れた冬の町並み。

　電話の主は、上月 司だった。

　お互いが得た情報を交換した後、ケイトは結希が葵にさらわれたことを告げた。

　そして、言った。

　葵が今、いるであろうその場所を。




「ふたりは……学校の屋上で僕を、待ってる───」







　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆　はじめて出会ったあの場所で




　深夜。

　夜の校舎は静寂しじまに満ちていた。

　三人は、闇やみに閉ざされた学校の階段を、ゆっくりのぼっていく。

　そして、ケイトが屋上に出るそのドアに、手を……かけた───。




ＧＭ：〝ギッ……〟その鉄のドアがきしんだ音を立てて、ゆっくり開かれていく。同時に、開いたドアの隙すき間まから差し込んでくるのは青い、光。

ケイト：結希さんっ、無事か……っ!!　一気に扉とびらを押し開く!!

ＧＭ：そして、キミたちは見た。キミたちを出で迎むかえるように、雪の降り積もったその屋上に立っているひとりの少女に。彼女はその全身から、青い光を放ち、周囲の雪を同じ色に染め上げている。光の中で、微笑を浮かべながら葵は少し残念そうに言う。「……〝結希さん、無事か〟───か。ちぇ、やっぱりその名前を先に呼んじゃったか」

ケイト：え？

ＧＭ：「ま、いいけどさ」……彼女は、期待してたんだよ。ケイトが自分を気にかけて、先にその名前を呼んでくれることを。

ケイト：いや、別に意識して結希の名前を呼んだわけじゃないが。

ＧＭ：「無意識だからよけいに残念、かな」

ケイト：う……。って、そんなこと確認するためにわざわざ結希をさらったのか！（笑）

ＧＭ：「ま、いいか」数秒の間をおいて。「……これから起こる結果に、なにも変わりはない」その瞳が、どこか強気なものに変わる。

ケイト：葵さん……。

ＧＭ：「ようこそ、私の誕たん生じようパーティへ」今日、新たに自分が生まれ変わる……という意味をこめてそう言ったのだ。「檜山くん、お友達も連れてきてくれたのね」

司：ああ。ケイトにつきあってな。

永斗：（渋い声で）お誕生日おめでとうございます（一同爆笑）。あんたのために、バラの花をしこたま持ってきてやったぜ？

ＧＭ：彼女は、フ、と笑って言う。「じゃあ、お返しをしないとね。結希は、そこよ」ドアのわき、縛しばられた結希が雪の上に転がっている。

ケイト：えっと、縄なわをほどいて揺り起こそう。結希さんっ……目をさませ！

結希：はにゃー……おはよ。

ケイト：おい（笑）。

ＧＭ：と、そこで。ふいにキミたちは屋上の上にもうひとり分の気配を感じ取る。「（えらく高こう慢まんちきな口調で）やれやれ……ずいぶんと、お客を集めたものだな。葵？」

司：う、このキザったらしい口調は……（笑）。

ＧＭ：葵の背後、雪の中に立つコートの男。───長瀬だ。葵は、振り向きもせず言う。「……長瀬のおじさま？　なぜ来たの？」

司：お出ましかい。〝ロード・オブ・アビス〟。

永斗：の、おじさま（笑）。

ＧＭ：「ずいぶんと寂さびしいことを言うな、葵。これまでがんばって訓練してきたキミの力、それを試す夜だと言うのに」

ケイト：力を試す？　なんのことだ、それは。

ＧＭ：長瀬は、フェンスぎわに立ち、夜のＳ市……その町並みを眺めながら、冷笑を浮かべて言う。「見たまえ、あのたくさんの街の光を。あのひとつひとつに、人が生活し、生きている。惰だ性せいだけで生きるだけの、なんら価値もない命がね」

一同：……？

ＧＭ：「───そのすべての命が、すべてオーヴァード化したら……さぞかし痛快だとは、思わないかね？」

一同：ちょっと待てっ!!（笑）

結希：長瀬さん……なにを言っているんですか？

ＧＭ：「……結希か。やはりこういうことになったか。だから、私はＳ市にキミが派は遣けんされることを嫌っていたのだがね。まあ、いい。……こっちにおいで、結希？」

結希：え……。

ＧＭ：「キミは、よくできた子だ。みすみす失うのも、もったいない。……さあ」

結希：……。長瀬さん、投降しては……もらえませんか？

ＧＭ：「投降？　私が？　なぜ？」愉ゆ快かいそうに言う。「そもそも、キミたちはこんなところで遊んでいていいのかね？」

司：あ？

ＧＭ：長瀬は時計をちらり見て……「時刻は二十三時七分。そろそろ、日本中に散った私の配下が、日本各地のＵＧＮ主要施設において、反乱を起こしているころだ」

永斗：ほう……。

ＧＭ：「私は、この日のために十年……活動してきた。霧谷も今ごろ泡を食っていることだろう。まさか組織の内部に、これほどの数の反乱分子がいたとは……思ってもみなかっただろうな。……明日の朝日がのぼる頃、ＵＧＮの歴史は変わる。この私の手によって、だ」陶とう酔すいしたような口調で、長瀬は話し続ける。

司：い、いい気になってやがる！（笑）

ＧＭ：「さあ……もう一度、言おう。結希、私のもとへこい。まもなくお前が帰るべきＵＧＮは消え去る。残された場所は、私だけだ」

司：じゃあ、結希に言おう。……最愛の上司が呼んでるぜ？　どうするんだ？

結希：あたしは……そちらには行けません。長瀬さん。

ＧＭ：「なぜ？　今までキミあっての私、私あってのキミだっただろう？　さあ、私の愛を受け入れたまえ」

結希：行きません。今はあなたより、大事な人がいますから。と、ケイトを見る。

ＧＭ：「振られたわね、長瀬のおじさま」「らしいな」と、余よ裕ゆうの長瀬。「まあ、いい。私には葵、お前がいる。あんなできそこないは、もう必要ない」。冷たく結希を見る。

結希：うう～っ。泣きそうになるのをこらえて、ケイトの服の裾すそをきゅっ、とつかむ。

ＧＭ：「……。結希。あなたは、やはり私のもっとも大事なものを奪うばおうとするのね。たかが模造品のくせに」

ケイト：……。葵さん、それはちがう。たしかに、彼女は人工的に作り出されたのかもしれない。でも、ひとつの生命として、今日までがんばって生きてきた。その過ごしてきた時間は、彼女自身のものだ。

ＧＭ：「……檜山くん。どうして、その子をかばうの？　その子、私の偽物なんだよ。この学校の屋上で一いつ緒しよに遊んだのは、私なんだよ？　結希の心は、偽にせ物ものなんだよ？」

ケイト：それでも、人の心を踏ふみつけるものを肯こう定ていするわけには、いかない。人の心は、誰にも侵おかすことのできない尊いものだ。

ＧＭ：「でも……！」

ケイト：彼女の気持ちは───まがいものなんかじゃ、ない。

ＧＭ：そのやりとりを聞いていた長瀬が言った。「よく口のまわるボウヤだ」（一同爆笑）「残念だったな、葵。お前も───振られたようだ」その言葉に対して、彼女はグッ、と拳を握にぎりしめて、低い声で言う。「……ちがう、ちがうよ」

ケイト：？

ＧＭ：「そう、そうだよね？　私が、ふたりもいるからいけないんだよね？」もう、答えがでているのにそれを拒きよ否ひするように。……すがるように。

司：なに言ってんだ？

ＧＭ：「そっか、わかったよ檜山くん。あたしが、ひとつになっちゃえば、あたしとまた一緒に遊んでくれるんだよね？」

司：うわ、こわれた。

ケイト：葵さん……自分の想いを無理やり押し通そうとするのはまちがってる。

ＧＭ：「……」ふいに、葵が押し黙る。「わかった……じゃあみんな、私の言うことを聞くように、してあげる」〝ボッ……！〟ふいに葵が全身から強大な光を発した！　光は、不思議とまぶしい感じはしない。ただ、周囲の景色を青一色に塗ぬり替かえていく!!　それこそ、街全体を覆おおうほど……だ！

司：うおっ!?　これってもしや……。

ＧＭ：続いて、通常の人間には聞き取れないような〝キ──────ン……〟という、高周波の……〝音〟。それを聞いた次の瞬間……。

一同：？

ＧＭ：〝ブチブチブチブチ……ブチィ………!!〟キミたち四人は、自分の身体の中から異音が鳴っているのを、聞いた！　それは、身体の中が……細さい胞ぼうが！　別のなにかに書き換えられていくような感覚だ！　あえて言うならば……強制的にジェネシフトをさせられているような感覚だ！　えーと……ほれ、それぞれ侵蝕率を４Ｄ10ほどプレゼントしよう。

一同：うわ──────っ!?（笑）

結希：その音が、レネゲイドに干かん渉しようして、無理やり活性化させてるっ!?

司：や、やべーってそれっ!!（←侵蝕率がもともと高かったやつ）

永斗：（低く、邪じや悪あくな声で）は、はは…………グハハハハァアっ!?（一同大爆笑）

司：そこでなんで笑うんだよ!?（爆笑）

永斗：あ、いや兄ちゃん、なんか新しい力にめざめそうだなあと（一同爆笑）。

ケイト：それ、音……なんだよなっ？

結希：おそらく、葵のシンドロームのひとつは〝ハヌマーン〟の可能性が高いです！

ケイト：それが〝音〟なら、対たい抗こうする手段がある。

ＧＭ：「無む駄だよ。もう、逃のがれられない。でも、寂さびしくないよ？　みんなジャームになるだけだから───」

ケイト：残念だったね。僕さえいなければ、その力は世界を変えたかもしれない。けれど、僕には通用しない───。世界よ……沈黙しろっ!!

司：あ。《沈黙の世界》か！（笑）音を消し去るエフェクト！




　……ケイトがその力を解放した瞬間。

　世界から、音が消えた。




　繁はん華か街がいの雑ざつ踏とう。

　車のクラクション。

　街の人々の話声。




　そのすべてが、消えた。

　音が消え去った世界の中で……。




　ケイトが誓うように、

　そして嘆くように、言った。




「───葵さん……僕はキミを倒さなきゃ……いけない」




　その声は届くはずもなかった……が、

　葵は、ビクリと身体をふるわせ───

　強気な瞳のまま、一ひと粒つぶの涙なみだを……浮かべた。




　戦いは始まった。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：「なるほどな。一時的にせよ、それならば葵の力、封ふうじることができるか」長瀬が面白そうに言う。「まあ、いいさ。お楽しみは、貴様らを倒してから味わうこととしよう」

永斗：ほう、できるかな？　やっと貴様の身体に銃じゆう弾だんを叩たたき込こめる日がきたぜ。

ＧＭ：「ザコが、ほざくな。貴様ら、誰を相手にしているか、わかっているのか？　この〝ロード・オブ・アビス〟と〝クィーン・オブ・ブルー〟を前に……生き残れる者など、いないのだよ!!」あ、ついでにあちこちからジャームが三十体ほどでてくる。

司：屋上のどこにそんなに隠れてたんだっ！

永斗：いいじゃあないか、司。パーティは大勢で楽しむもんだぜ？（渋く微笑ほほえむ）

ＧＭ：じゃあ、戦せん闘とうラウンドに入るぞ!!

永斗：《戦いのよっか───ん》！




　葵、長瀬の前に壁となって現われたのは、そのすべてが青い光を放つジャームたち。




司：おい、兄貴。まずは邪じや魔まなザコを片づけてくんねえか？

永斗：承知。では、そのへんの雪に手を突っ込んで……んー……このへんか？

一同：？

永斗：そこで〝モルフェウス〟の能力を発動！　バキバキバキィ……という異音と共に俺は雪の中からロケットランチャー、パンツァーファウストを引き出す!!（邪悪な口調で）……死ねぇ、化け物ども。〝シュド…ンっ〟!!（爆笑）（ダイスをザラララ───っと、振る）




　この一撃で、壁となっていたジャームのうちの二十体が吹き飛んだ。




永斗：お前のご自じ慢まんのジャームも、一撃でおしまいだったようだな。

ＧＭ：「ここに集めたヤツは単なる試作品ではあるが……その一撃程度で全ぜん滅めつするほど、柔やわではないな」言うと同時に、巻き起こった爆ばく炎えんの中より残る十体のジャームが煙けむりの尾おをひきながら、空中に舞い上がり……そのすべてが永斗と司に向かって降下してくる!!　行動順番はいちばん最後だが（笑）。

永斗：そっちに視線を向けることもせず、俺はパンツァーファウストをそのへんに投げ捨てる。……そして、俺の手を放れて落ちたと同時にそれは、どささっ……と雪へと戻った。

ＧＭ：じゃあ、ここからは行動値順だな。まずは……葵の行動！

司：……はぇえっ！

ＧＭ：「あなたがいるから……っ!!」叫んで放ったのは、うなりをあげて振しん動どうする球体！　ターゲットは……結希！







　この振動弾を結希は銃で迎げい撃げきしようとするが、その速度はあまりに速く、対応がまにあわずに……直撃を受けた。まだ侵蝕率が１００％未満だった彼女は、《リザレクト》を使用して受けたダメージを回復した。

　攻撃を受けつつも結希は、葵の行動を分ぶん析せき、その動きに隙があることをケイトに伝える。

　その一瞬の攻防の直後。

　中空に舞い上がった十体のジャームは、今まさに永斗を引き裂さかんと頭上から襲おそいかかる。

　それを知ってなお、永斗は微動だに動こうとせず、長瀬……つまりは親の敵である〝ロード・オブ・アビス〟を視線で捕らえ続けている。

　そしてただ一言だけ、言った。




永斗：……司。上だ。

司：ああ。……邪魔だ、お前ら。




　永斗と同じく、長瀬をにらみつけたまま……司がそうつぶやいた。

　次の瞬間。

　降り注いでくる十体のジャームは、雪の中より突き立った無数の氷の柱に貫つらぬかれ、大地に降り立つこともないまま空中でそのすべてが絶命した。




ＧＭ：「ほう……たいしたものだ」長瀬が余裕の笑みを浮かべて拍はく手しゆをしながら言う。「そのジャームどもも、元はといえばこの街のなんの罪もない一般市民。それを眉まゆひとつ動かさずに殺すとは……ねえ」

司：ケッ！　そんなセリフで動どう揺ようするとは思ってねぇよな？

永斗：それに、この力を手に入れちまった時より、痛む心なんざ捨てちまったからなあ？

ＧＭ：「なるほど。〝ガンズ＆ローゼス〟……キミは人間なんぞより、むしろ我々に近い。私も命を奪うばうことに心の痛みは、ない」

司：兄貴は、貴様にジャーム化された実の父親を、自分の手にかけたんだぜ？　それにくらべたらたいていのことは痛くないさ。

永斗：そうなのか司。

司：そうなんだ兄貴。

永斗：ではそういうことにしよう（あっさり）。（怒いかりに満ちた渋い声で）俺が親おや父じを殺した時、お前はそれを見て冷たく笑っていた。こんどは、俺がお前を見下し、笑ってやろう。

ＧＭ：「できれば、の話だな？」

ケイト：できるさ！　お前は葵さんを利用し、災さい厄やくをまき散らした！　それだけは許すわけには、いかない！　───ここで《完全獣じゆう化か》!!

ＧＭ：め、きめきぃ……異音を立てながら、ケイトの身体が獣けものの身体へと変異していく！　その光景を見ながら、長瀬が言う。「……そんなセリフは、葵を倒してから言いたまえ」




　ケイトが振り返れば、その雪の上に立っているのは───葵。

　両者が相対した時、ふたりは同時に過去の記憶と邂かい逅こうする。




　……その白い景色の中。

　学校の屋上の上、ふたりの子供がまっさらな雪の上に足あし跡あとをつけながら、笑いあっていた。

　雪合戦をして遊んだ。

　雪だるまを作った。

　女の子は、小さな雪うさぎを作って……それを男の子に渡しながら、さびしそうに言った。

「あたし、きょうであえなくなっちゃうの」

「なんで」

「おひっこし、するの。ながせさんってひとのおうちに」

「ひっこしかあ……だったら、またあいにいくよ」

「ほんと？」

「うん、やくそくする。すぐはむりでも、おおきくなったらあいにいく。そしたらまた、このがっこうのおくじょうであそぼう！」

「うん！　また、あおうね！」




　……それがあの時、彼女の口から聞いた最後の言葉だった。

　そんな白い記憶より現実に帰れば、ケイトの前に立つのはあの時と同じ左目の青い少女。




　そう、約束どおり。

　ふたりはこの場所で───再会したのだ。




ケイト：うああ、ＧＭの演出が細かいっ！（笑）

ＧＭ：ここで長瀬の番だな。……って、長瀬は左手をポケットにつっこんだまま、ゆっくりと上月兄弟の前まで歩いてくる。

永斗：余裕だな。じゃあ俺はここで演出だけで銃をズギュンズギュ───ン！　なにい、奴はよけもしないのに、弾丸が勝手に軌き道どうを変えるだとう!?（一同爆笑）

ＧＭ：「フン、私の領域の中で何人たりとも私を傷つけることはできん」永斗、演出ありがとう（笑）。……そしておもむろに……〝ヴン!!〟彼の右手に光を放つ剣が生み出され……同時に、周囲数メートル……積もった雪が〝ぼうんっ……〟と雪煙と化してえぐれた。

司：領域を拡大したのか（笑）。




　そして、続く二ラウンド目。




　葵がその開いた右手を、地面につける───と。

　ふいに、獣化したケイトの周囲に降り積もる雪が、バラの花びらへと変わって風に舞った。




ケイト：〝なんだっ!?〟

司：兄貴、なにやった。

永斗：お、俺はなにもしてねえ！

ＧＭ：言ってる間に。キミを囲むように渦うずを巻くバラの嵐あらしの中より、無数の銃口が突き出てケイトに向けられる。そして……〝ズギュ───ンズギュズギュズギューン〟!!（爆笑）そのすべてが一いつ斉せいに火を噴ふいた！

永斗：ありゃあ俺の技わざじゃねえかっ!!

ＧＭ：いや、構成するエフェクトは微妙にちがう！　〝ハヌマーン〟から《吼ほえ猛たける爪つめ》＋〝モルフェウス〟から《ハンドレッドガンズ》＋〝エグザイル〟から《オールレンジ》!!（ダイスをザラララララ───っ、と振る）

永斗：なにい───っ、三つ目のシンドロームだとぅ!?

ＧＭ：葵が、つぶやく。「……〝ガンズ＆ローゼス〟。あなたの力は、公園で見て───おぼえた。仲間の技で死ねるなら───さよなら、檜山くん」無数の弾だん丸がんを撃うち込こまれ、獣人と化したケイトが瞬時に炎ほのおに包まれる。ダメージは５Ｄ10＋３で……（ダイスを振る）……32！

結希：あ、わかりました！　これは〝エグザイル〟の《異世界の因子》!!　一度見たエフェクトをコピーする能力！

司：だな。でもやっかいだぜ!?　あの女、オープニングで自分の作ったジャームを戦わせて……その光景をずっと見ていやがった。次にどんな技が飛び出てくるか、見当もつかん！

結希：それよりケイトくん！

ケイト：今のダメージで軽く死ねる。……ここで、葵のロイスをタイタスに変えて即そく座ざに使用！　ＨＰを最大まで回復！

ＧＭ：おお（笑）。葵への気持ちを断ち切って……って演出か（笑）。うい、炎の中よりケイトは立ち上がった！




　次の結希の行動、彼女は再び葵の行動を分析してケイトに攻撃方法を指示。

　司はなぜかここで［待機］を宣言した。

　続く永斗は眼前まで近寄ってきた長瀬の額にバラを突きつけ……銃へと変えて一撃を撃ち込む…………が、そのダイス目は最悪。

　余裕の笑みを浮かべて回かい避ひをした長瀬のダイス目は……もっと最悪だった。

　額に弾丸が撃ち込まれた。

　長瀬は、笑みを浮かべたまま不敵に、言った。




ＧＭ：「（シリアスな声で）痛いじゃないか」（一同大爆笑）




　次の行動順番は、ケイト。

　彼はランスをかたどったその腕を、眼前に立つ葵の華きや奢しやな身体に打ち込む。

　……が。




ＧＭ：「……檜山くん。〝青きジャームの女王〟……〝クィーン・オブ・ブルー〟はその程度じゃ、殺せない───」ケイトの一撃にふらつくこともなく……抑よく揚ようのない声で彼女は言う。




　そんな葵の能力を満足げに見た長瀬は、自分の持つ最強の技を披ひ露ろうする。




ＧＭ：「〝ガンズ＆ローゼス〟、〝紺碧の刻印アイスブランド〟よ。この光速の剣の一撃が、見切れるか？」と言って、長瀬の身体に光が収しゆう束そくしはじめ……。




〝光った〟と、永斗、司が感じた時には、すでに剣は振り切られたあとだった。




永斗：死にました。

司：死にました。

ケイト：うおっ!?（一同大爆笑）

永斗：俺【ＨＰ】少ないから、敵の攻撃があたったら死ぬんだよおおおおおっ!!（爆笑）（ナレーション風に）……そして、俺の身体はバラの花びらとなって散っていく。その時、司は敬愛する兄の声を聞いた。（渋く優しい口調で）「司……いい大人になれよ───」（一同大爆笑）……って、死んでどーする俺。えー、ここで母親のタイタスを使用。生き返る。うぞぞぞぞぞ……散ったはずのバラが集まり再び俺に!!（渋い声で）……まだ終われぬ、というのか───（一同爆笑）。

ＧＭ：だから人類の例外みたいな演出で生き返んなつーの!!（爆笑）

司：俺はここで《リザレクト》。（ダイスを振る）……これでぴったり侵蝕率１００％！

ＧＭ：なるほど、わざと侵蝕率を１００％未満のままで戦闘に突入、待機してわざと敵に攻撃させたってわけか。《リザレクト》使えるから。たしかにこれで、敵の攻撃を一回無む駄だに使わせたと同じだもんな。

司：うい（笑）。で、ここで俺の番！　〝ロード・オブ・アビス〟……第一話のオープニングで受けた屈くつ辱じよく、返させてもらう！（爆笑）《大地の牙》＋《氷の塔》＋《ブレインコントロール》（ダイスをザララララ───っと振る）……うわ、低っ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）……無数に突き立つ氷の塔!!　しかし！　〝ロード・オブ・アビス〟はそれを微笑ほほえんだまま身体をひねっていとも簡単によけまくる!!　「当たらんな……ハハハ!!　私の領域の中で、何人たりとも私を傷つけることはできん!!」

司：うおおおおっ、またいい気になられた───っ!?（爆笑）




　そして、戦いは第三ラウンドへと持ち越された。




ＧＭ：ケイトはここで気づいた。攻撃を繰り出そうとしている葵の殺意は、視線は……キミの肩越しに結希に向けられていることに！　「あの娘が……いるから!!」

ケイト：〝!!　やめろ葵……っ〟。




　そう叫んだ時には、すでに手て遅おくれだった。

　結希の背後に突とつ如じよとして現れた氷の牙が……彼女の華奢な身体を背中から貫つらぬいた。

　それは、結希の生命力のすべてを奪うばい去るに十分な威い力りよくだった。




ケイト：〝結希──────っ!!〟

結希：は、う……っ!!

司：や、野郎！　俺の技をコピーしやがった……!!

ＧＭ：……結希。キミは自分で意識が闇に落ちていくのが、わかった。視界がしだいに暗くなっていく中で……キミを呼ぶ声が、聞こえた。その声は……。

結希：ケイ、ト……。

ＧＭ：「こ、これで私は……表に立てるの!!　ねえ、檜山くん！　そうでしょう!?」どこかそれは悲痛な叫びで……。

ケイト：〝葵さん……あんた自分がなにしたか、わかってるのかよ───っ!!〟




　───薬王寺結希、死亡。




ＧＭ：「結希……愚おろかな娘だ。私の愛を受け入れれば、このようなコトにはならなかったのだよ」。冷たく、そして楽しげに言い切る。

永斗：うおお、ここで〝ロード・オブ・アビス〟へのロイスをタイタスにかえてダイス＋10個にして使うぞー!!　お前との戦い、今ここに終わらせてやろう。　１２０％エフェクト《クリスタライズ》をくらうがいい!!　この攻撃は、あらゆる装そう甲こうを貫く!!　くらえ───いっ!!（大量のダイスをどげらららら───っ、と振る）……って、うひょおおおおおおおおっ!?　ダイス目ひく───っ!?（一同大爆笑）




　空中に跳とんだ〝ロード・オブ・アビス〟の周囲に無数のバラの花びらが、舞う。

　そのすべてが永斗の合図と共に百万の銃弾へと変異、そのすべてが〝ロード・オブ・アビス〟に収束する───が。




ＧＭ：「───残念だった、な」その百万の弾丸を、いとも簡単にすりぬけ……着地する。「たいした技だ。だが、相手が悪かった」

永斗：（死ぬほど渋く）……どうかな？（一同大爆笑）

ＧＭ：は？

永斗：（渋い声で）……お前の立っている場所を、よく見てみろ。俺はお前を狙ねらったのではなく、最初からお前がそこに立つようにし向けたのさ。───司っ!!

ＧＭ：？？　「……？」

司：気づいてないのか？　そこは……俺の〝領域〟の中心点だぜ？（一同大爆笑）

ＧＭ：「な、なんだとっ!?」（大爆笑）

司：もう、遅えっ!!　くらえっ、組み合わせられるエフェクトすべてを組み合わせて……消えろ。永久にな（ダイスをドザラララララ───っ、と振る）。

ＧＭ：「うおおおおおっ!?」さすがの長瀬も、焦あせりの表情を見せてその場から跳ぼうとするが───。




　一瞬、遅い。

　司の〝領域〟の中心点より突き立った無数の氷の牙が……

〝ロード・オブ・アビス〟の胸を、腕を、腹を、足を……次々と貫いていく!!




ＧＭ：「ば、ばかな───この私の領域の中で……この私を傷つける…だと……!?」一撃で致ち死しダメージか……。〝どしゃっ……〟〝ロード・オブ・アビス〟は、倒れ伏した。

司：残念だったな。首しゆ謀ぼう者しやがいなくなりゃ、反乱も失敗するだろ。十年の努力とやらもとんだ無駄だったわけだ。

ＧＭ：「……フフ、まあいいさ。私の役目はもう終わっている」

司：あ？

ＧＭ：「私がいなくとも、反乱が起こったという事実は残る。いずれ我が意志を継つぐ者がすべての事を成すだろう───ＵＧＮはいずれ崩ほう壊かいする……。そう、いつまでもオーヴァードの力を隠し続けることなどできないのだから……」。そして、長瀬は氷に貫かれたまま不敵に笑む。「私の唯一のミスは。お前だ……お前をあの時、見逃すべきでは、なかった……」

司：違うな。お前は、ふたつミスをしたんだよ。ひとつは、俺たち兄弟の連れん携けいをなめすぎたこと。そしてもうひとつは……───。




「この俺と冬に戦ったことだ」




　だが、この言葉を最後まで聞くこともなく───。




〝ロード・オブ・アビス〟は、息絶えた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：「……おじさまっ!?」敬愛する親代わりの男が崩くずれ落ちた時、葵が悲痛な声で叫んだ。

ケイト：〝葵さん───キミたちの負けだよ〟

ＧＭ：「負ける？　私が？　そんなことは、ありえない！　だって、私は今日はじめて……歩きはじめるのよっ!?」

ケイト：〝キミは、どこかで道をまちがえたんだ。キミは僕と同じなのかもしれない。……自分の〝居場所〟を求めていた……ただ、それだけのことなのかもしれない〟

ＧＭ：「……」

ケイト：〝でも、キミが進もうとしていた道は、多くの人に苦痛を与えてしまう、道だ〟

ＧＭ：「……そう。でも、私はもう、その道を進まざるえない」……少しの間をおいて。「だから、共に歩いてくれる人が、ほしかった。……ケイト。私と一緒に来てほしかった」

ケイト：〝それは、できない〟

ＧＭ：「……」

ケイト：〝僕も、居場所がほしかった。僕は、キミとはちがった方法で、それを、探していく。大好きな人たちと、ふつうに笑いあって生きていける───居場所を〟

結希：───そうよ。ケイトは、あなたと歩むことはできない……。と、ここで葵のロイスをタイタスに変えて使用！　復活します！（笑）

ＧＭ：うわ、なるほど。このタイミングをねらってたのか（笑）。

結希：はい（笑）。

ＧＭ：葵は叫ぶ。「な、なんで───なんでまだ、立ち上がれるのよっ!?」

結希：だって……大好きな人が呼んでくれるのに───立ち上がらないわけには、いかないでしょう？

ＧＭ：「……っ。そう、それならせめて……ケイト。あなただけでも、連れて行く」言って葵は全身から光を放ち始める。

永斗：む!?　道連れにするつもりか!?




　全身から放たれた光の中で。

　葵は……微笑んでいた。

　ふいにその右手を開いてより大きな光を集め、ケイトに突き出す。

　今から攻撃することを、わざわざ宣言しているかのように。




「今から、残る力のすべてを解放して、ここにいる人すべてを───殺す」




　だが、殺意は感じられない。

　それはまるで、攻撃する理由をケイトに与えるかのような、しぐさだった。




　葵に応えるように……ケイトの右腕が変異し、槍ランスのような形状に変わる。




ケイト：〝葵さん───〟。




　ランスが白い光を放ち、微細な振動を始める。




ケイト：「せめて、最期さいごは安らかに───」




　ケイトの腕が───葵の身体を




　刺さし貫つらぬいた。







　その刹せつ那な。

　葵が、始めて出会った時と同じような無む邪じや気きな笑顔を浮かべたような……そんな気がした。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：キミたちの視界の中で音もなく、葵がくずれるように倒れた。それと同時に、彼女の身体から吹きあがる光は一本に収束し、光の柱となって天へと立ち上っていった。そして……周囲の風景がなに事もなかったかのように、もとある闇に包まれる。

一同：……。

ＧＭ：ややあって。空より、ちらりちらりと、光るものが街全体に降り注ぎ始める。

結希：……雪。

ＧＭ：いや、それは青い……光の粒。無数の小さな光が、夜の闇の中を雪のように降り注いでくる。その光点のひとつが、結希の手のひらの上に、舞い落ちた。




　その光は、結希になにかを伝えるかのように……てのひらの上でちらちらっ、と嬉うれしそうに明めい滅めつしたあと……

　肌はだの上に落ちた雪が溶とけるかのようにふいに光を失った。




　今、十余年にわたって綴つづられてきたひとつの陰いん謀ぼうと




　ひとりの少女の想いが、ここに散った───。







　　ENDING PHASE




　ひとつの物語が、ここに終わりを告げた。

　戦いに赴おもむいた四人のオーヴァードたちは、もとある場所へと帰っていく。




　そして、昨日と同じ今日。

　今日と変わらない、明日……。

　いつもと変わらないように見える時間が、




　今、流れ始めた───。










◆Ending 01◆　解任


Scene Player 薬王寺結希






　Ｓ市における、〝ロード・オブ・アビス〟に関する任務を終えた結希は、ＵＧＮ中央へと呼び戻されていた。




ＧＭ：というわけで！　全員、ジャームになることもなかったし……ここからそれぞれのエンディングを演出することにしましょー（笑）。最初は結希だ。

結希：はい。

ＧＭ：〝ロード・オブ・アビス〟……長年、ＵＧＮを苦しめてきたこの男を倒し、結希は今、ＵＧＮ中央……霧谷の前にいた。「……ご苦労さまでした。〝運命の導き手フエイト・インジケイター〟」霧谷が、事務的な……しかし優しげな口調で言う。

結希：いえぇ～とんでもないです、霧谷さん。

ＧＭ：「さて、いきなり本題に入りますが……薬王寺結希くん」

結希：はい。

ＧＭ：「キミを、Ｓ市支部長職より解任します」

結希：……………えええええ───っ!?　し、支部長をクビですかあああああっ!?

ＧＭ：「現状でＳ市支部はスタッフがおらず、事実上機能していないので……補ほ充じゆうがくるまで休業、ってところです。いつ復帰するのか、メドもたってませんが」

結希：あうー。

ＧＭ：「それと、キミは現在、非常に難しい立場に置かれているのですよ？　長瀬の死によって反乱そのものは失敗に終わったものの、まだＵＧＮが受けたダメージは癒いえていません。キミが〝ロード・オブ・アビス〟によって作られた存在だ、という情報は広まっていて。信用できない、という声も実際にはあがっています」

結希：……。まさかこのままＵＧＮから追い出されるなんてことは……。

ＧＭ：「……」その問いに対し、霧谷はただただ笑顔を浮かべるだけで……黙もくして語らない。

結希：……。

ＧＭ：「冗談です」

司：な、なんか霧谷の性格がおかしなことに（笑）。

ＧＭ：「で、その一方でキミは今回の任務の功労者でもあります。経験が少ないことをのぞけば、たいへん優秀なエージェントともいえましょう。人事会議では、本部付けでそれなりの役職につける、という話も出ました」

結希：ず、ずいぶんと両極端な……。

ＧＭ：「そこで。会議で話し合った結果───折せつ衷ちゆう案あんを取ることにしました」

結希：せ、折衷案？

ＧＭ：霧谷が、少しまじめな表情で、言った。「薬王寺結希。あなたに、新たな任務を与えます。あなたは本日をもって───」

結希：どきどき。

ＧＭ：……というやりとりがあったのが数日前。

結希：へ？

ＧＭ：今、結希はそのスーツ姿の男のあとについて、通路を歩いている。……ややあって、男は事務的な口調でおもむろにこう告げた。




「……ここです、薬王寺くん。

　　　さあ、お入りなさい───」










◆Ending 02◆　戦場へ


Scene Player 上月永斗＆司






　駅へと向かう夜の路上で。

　ふたりは言葉を交わしていた。




ＧＭ：というわけで次は……ちょっと変則になるけど永斗と司、同時に演出してエンディングを締しめよう。やはり、キミらふたりは切り離せない（笑）。

司：ういっす（笑）。

ＧＭ：いちおう聞いておこう。学食オチと戦いオチ、ふたつをご用意してますが……なにか希望はあるかね（笑）。キミたちの意見は尊重しよう（笑）。

永斗：さ、最後くらいかっこいいオチをさせてくれぇ……っていやいや、私はじゅーぶんかっこよかったですけどね？（笑）

司：あ、じゃあちょっとやりたい演出あるっす。つきあえ、兄貴。

永斗：おう。

司：……って、テキトーやっちゃっていいんですか？（笑）

ＧＭ：やってみい（笑）。

司：じゃあ、場所は……夜の道かどっかでいいかな。

永斗：よくわからんがそれでいいぞ。えー……俺は、ひとつの任務を終えて今、次なる戦場に向かうべく、旅支度を整え空港に向かって夜道を歩いていた。もちろん、この地を去ることは誰にも告げず、ひとりこの街を出て行こうとしている。

司：……やっぱり行くのか、兄貴？　と、その道の先で、俺は腕を組んで壁にもたれかかっている（笑）。

永斗：司か（←そこに司がいるのが当たり前、という口調）。

司：親おや父じたちの仇かたきも討ったしよ、少しくらいゆっくりしてきゃあいいじゃねえか。

永斗：次の仕事がある。こんどは……ザイールだ。

司：ったく、今年も親父たちの墓はか参まいりにいかねえつもりか。

永斗：俺のかわりに花を供えておいてくれ。ピッ、と一輪のバラを指ではじいてとばす。

司：じゃ、それを指で受け取って。ち、親不孝なヤツだぜ。

永斗：わかってるさ、それくらい。じゃあな。……と、司の前を通り過ぎようとした時。

司：……よお、兄貴。ちょっと手ぇあげろや。

永斗：では無言で手をあげて……。

司＆永斗：お互い〝パアン〟と手を鳴らす！

司：……ま、いつでも帰ってこいや。これでも、俺は兄貴が帰ってくるの、心待ちにしてるってこと……忘れんなよ。

永斗：俺はそれにはなにも応えない。そして……うしろを振り返ることもせず……。




　永斗は、夜の闇の中に消えていった───。




　新たな戦地を求めて。




　　　　＊　　＊　　＊




結希：おお～かっこいー（笑）。

ＧＭ：てゆーか、キミたちあらかじめ打ち合わせしてましたか？（笑）

永斗＆司：いいや、ちっとも（笑）。

司：このあと、兄貴が駅とは反対の方向に歩いていって、また目の前をとおりすぎていく、というオチも追加できますが（笑）。

永斗：あ、あと俺がザイールでいかにかっこいい戦いをしているかってオチもありですよ？　〝ズギュ───ン〟敵襲だ───！（渋い声で）なあに、そうあわてるなと俺は酒をきゅっ、とやったあとですね（渋い声で）……さあ、いくか！　Combat Open!!　キェ───っ!!……と敵に向かって突撃をかける俺！　敵の銃弾あめあられ、むうっあぶない！　だがしかし伝説の暗殺者である俺に弾丸は命中せんのですよ!?　そして俺は銃を……!?

ＧＭ：おい、だれかとめろ。

司：さめざめと二十秒ほど泣きます。

ＧＭ：……っていうか、すでに暗殺者でもなんでもねえよっ!?（一同爆笑）

永斗：まあまあ。なにはともあれですね───。




　───上月永斗の伝説は、これからも続いてく……ようだ。










◆Ending 03◆　還かえるべき場所


Scene Player 檜山ケイト






〝キーンコーンカーンコーン……〟

　授業開始の鐘の音が、鳴った。

　ケイトは今、日常への帰き還かんを果たした。




　しかしそれは、昨日とちがう……今日だった。




ＧＭ：キミは今、学校の自分の椅子にすわり、その教室の風景を眺めていた。帰ってきたはずの居場所。しかし、そこはひどく殺風景なものに、思えた。

ケイト：……。

ＧＭ：祐一の席も未だあいたまま。そこに座ったはずの葵も、もう二度と会うことはない。それに……任務を終了した結希も、もはやこの学校にはいない。

ケイト：そうか、そうだよな。でも、これでいい。また前と同じ日々が繰り返されていくだけだ。それに祐一も、いつかはここに戻ってくるわけだし……。

ＧＭ：あ、戻ってこないよ。

ケイト：は？

ＧＭ：どうやら、祐一はいつのまにやら転校したことになっている。

ケイト：なにいっ！

ＧＭ：祐一、ＵＧＮの記憶操作を受けてるはずだしね、その事件まわりの関係者と接触して記憶が戻っても困るだろう。

ケイト：……。あ、あんな奴でもいないと寂しいもんだな。……でもいいよ、またひとりで僕は生きるだけだ。

ＧＭ：だが、キミの心にはポッカリと穴があいたような……そんな感覚が。

ケイト：………………うおおっ、さびしいっ!?　せめてクラスの奴と会話ぐらい……（笑）。となりの奴に話しかけよう。なあなあ、薬王寺さんなんだけどさあ……。

ＧＭ：と、キミに話しかけられた生徒は、目をまんまるくして驚いている。

ケイト：は？

ＧＭ：「檜山くんから話しかけてくるなんて……めずらしいね」

ケイト：……。僕っていったい……。

ＧＭ：「それにさ、薬王寺さんってだれ？」

ケイト：え？　薬王寺さんは……薬王寺さんだろ。あの〝こいのぼり〟の。

ＧＭ：「……こいのぼり？」いぶかしげな顔をする。

ケイト：いやちょっと待てＧＭ。どーゆーことだよ。

ＧＭ：決まってるだろ。前のミッションは終了したんだ。ＵＧＮが書類および、薬王寺に関する記憶の消去を行なったんだ。

ケイト：学校の生徒全員にかい!?　どーやって！

ＧＭ：ああ、そーいえば。キミはふと思い出す。昨日の午後、生徒全員を集めて体育館で緊急集会が行なわれていたよーな（笑）。

司：わはは！　そーいやその壇上にいきなり黒ずくめのスーツの男が立ったような気がするんだ。

永斗：で、変な光を発する機械とりだして……（フレンドリィな口調で）はぁい、みなさんこれを見てくださあ～い？　と（大爆笑）。

ケイト：そ、そうかそういえば!?　僕は〝オーヴァード〟だから、完全に記憶を消しきれなかったにちがいない（笑）。

ＧＭ：あ、もちろん神崎葵のことを知っている生徒もいない。

ケイト：……。

ＧＭ：とまあそんな時。スピーカーを通してＨＲ開始の鐘がなる。担任の先生が教室のドアを開けて入ってくるぞ。ざわついた教室が、またたくまに静かになっていく。「ほんじゃあ出席取るぞ～」もちろん、その中で薬王寺や葵、祐一の名字がよばれることもないだろう。

ケイト：…………。机につっぷして寝ます。

ＧＭ：と、そんな時だった。「あ、そうだ。今日は出席を取る前に、転校生を紹介する～、おい、薬王寺、入ってこいー」

ケイト：は？

結希：はい？




　先生に呼ばれ、その少女はとことこと教室へと入ってくる。




ケイト：それって……？




　その小さな転校生を見るなり、教室がどよめいた。




結希：え、それ……なんで？




　あちこちで聞こえるのは、クラスメイトたちのささやく声。

「お、けっこーかわいくねー？」（笑）

「え、なにお前、あーゆーのが好みなのか？」




ケイト：まさか───。




　壇上に立ったその少女は……

　高校生にしては妙にちまっこかった。

　その笑顔もまるで子供───中学生でもとおりそうだ。




結希：あの、あたしＵＧＮから次の任務施設に派は遣けんされたって……。




　その体型も、〝こいのぼり〟というしかない、少女。




ＧＭ：ああ、さっきは言わなかったけど……結希の新たな任務地に関しては霧谷がちょっぴり気をきかせたらしい（笑）。こんどの任務は、このたびの戦いで協力してくれたオーヴァードたちを集めて、とある事件を調査するというもので───。




「さあ、自己紹介をしてください、薬王……」

　担任の教師がその言葉を言い終わる前に……。




ケイト：───結希っ!!




　席に座っていた男子生徒のひとりが壇上に飛び出し、そのちまっこい転校生の少女を抱きしめた。

　これは、あとあとまでクラスじゅうの生徒から冷やかされることになるのだが……それはまた別の物語である。




結希：く、くるしいです～ケイトくん！　ク、クラスのみんなに挨拶しないと！（笑）えー、薬王寺結希と申します。親の仕事の都合でこんな時期の転入となりましたが───。




　───今、ふたりの中に〝日常〟という時が……流れ始めた。





『ダブルクロス The 2nd Edition』リプレイ

Misson02「闇に降る雪─Queen of Blue─」

─fin─


















ごあいさつ


結希：えー、はい！　これから『ダブルクロス』の質問コーナーをはじめまーす。

永斗：みんな、今日は俺のために集まってくれてありがとう。では、まずは一曲……。

司：ちげーだろっ!?

ケイト：ここは、『ダブルクロス』のいろいろな質問に僕たちが答える、ってコーナーだよ。

結希：そうそう。レネゲイド、とかシンドロームとか分からないこともあるでしょ？　……というわけで、まずは基礎的なこととプレイヤーからでそうな質問からいくね。









基礎編





■テーブルトークＲＰＧ（ＴＲＰＧ）ってなに？

ケイト：みんなでひとつの物語に参加する、会話型のゲームのこと、だったっけ？。

結希：うん、その通り。ＧＭ（ゲームマスター）がひとりと、数人のプレイヤーによって行なわれるのが普通かな？　このリプレイもテーブルトークＲＰＧを遊んだものを本にしてまーす。

ケイト：ゲームを楽しんでるところが伝われば、なによりだね。




■『ダブルクロス』ってなに？

司：ＴＲＰＧのひとつだな。未知のウィルスによって超人的な力を得たものたちの物語を楽しむゲームだ。もちろん、さっきまで俺たちが遊んでたゲームでもあるぞ。

永斗：そう、私のほれぼれするほどの超人っぷりはこの本で味わうことができただろう？

司：超人じゃなくて、変人の間違いだろ、兄貴は！（笑）

永斗：ははは、そんなにほめるな。兄ちゃん、照れちゃうじゃないか。

司：……ど、どうしてくれようか、このバカ兄貴……。

ケイト：どーにもならないだろ（ぽそり）。









プレイヤー編





■レネゲイドってなに？

ケイト：ああ、これ僕もよく分からないんだ。結局なんなの、レネゲイドって？

司：十八年前に世界中に広まった謎のウィルス。そのせいで俺たちはこんな力を得たわけだ。

結希：でもレネゲイドについては、まだ分からないことがほとんどなのよね……。




■カヴァーとワークスってなに？

ケイト：ワークスはその人の立場や職業だよね。ん？　カヴァーも同じじゃなかったっけ？

結希：うん。でも、カヴァーは〝表向きの職業〟なの。本当の職業は違うってこともあるでしょう？　例えば私はカヴァーが中学生で、ワークスがＵＧＮ支部長だし。

ケイト：ああ、たしかに結希は中学生にしか見えないもんなあ。

結希：……ど、どーせ鯉のぼりですよ……（ぼそり）。




■ロイスってなに？

結希：自分にとって大切な人をこのゲームでは〝ロイス〟って呼ぶのよ。

ケイト：ああ、祐一とか、ロイスだったもんなぁ……。

司：ただ大切な人じゃなくても、人生の行動原理になるようなやつだったらロイスにはなるぞ。俺たちの仇であるロード・オブ・アビスに対するロイスみたいにな。

結希：みんなそれぞれのロイスがあるからね。







■10面ダイスってなに？

永斗：『ダブルクロス』で使うダイスのことだ。……そうだな、弟よ。

司：はいはい、あってるよ。普通のサイコロと違って１から10までを表わせるような形になってるんだ。下の絵を見てもらえれば分かるよな。

ケイト：『ダブルクロス』だと、これをいっぱい振るのが楽しいんだよね。10個とか、20個とか、どーんざらざらざらーっと。

司：ああ、セッション後半は特にな（笑）。
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■シンドロームって何？

永斗：これには俺が答えよう！　レネゲイドによる能力を系統化したものをシンドロームと呼ぶのだ。現在は十一種類が発見されている。

ケイト：〝キュマイラ〟、とか〝ノイマン〟とか呼ばれてるやつだね。

結希：うん。ここではひとつひとつ説明していきますねー。




●エンジェルハィロゥ

[image: ]

結希：エンジェルハィロゥは光を操る能力ね。レーザーを撃ったり、幻影を作ったりできるの。

司：ああ、長瀬のやつがこれだったな。やっかいな能力だったぜ。

永斗：だが我々兄弟には勝てなかったな。

司：そりゃ、当然。

ケイト：こういう時だけ、仲いいんだよね……。







●ブラックドッグ

[image: ]

永斗：お、俺知ってる。電気電気、機械機械！

司：人に分かるようにしゃべれよ！（笑）

結希：ま、まあ、間違ってないけど……。ブラックドッグは電気を操ることができるの。電撃で攻撃はもちろん、それを応用して機械を操作することもできまーす。

ケイト：たしか、攻撃力はトップクラスだったよ。




●ブラム＝ストーカー
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ケイト：これって、『吸血鬼ドラキュラ』の作者の名前だよね。

結希：そう。名前の通り、血液を操作することができるようになるの。本当の吸血鬼みたいね。

司：それに、自分の血で使い魔みたいなものを作ることもできるらしいぜ。







●キュマイラ

[image: ]

結希：これは、ケイトくんにお願いするね。

ケイト：え？　あ、ああ。キュマイラは、簡単に言えば〝獣に変身する〟シンドロームだね。

司：あの変身後のパワーはスゲェよな。

永斗：ふむ。どうだね少年。暗殺者になってみないか？　キミなら俺の伝説を継げる。

ケイト：死んでもイヤです（きっぱり）。




●エグザイル
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司：体を軟体化、液状化させるようなシンドロームだな。こいつもかなり厄介な代物だ。

結希：変幻自在の攻撃、衝撃を無効化する体。戦闘能力だけなら、キュマイラと同レベルね。

永斗：うむ！　兄ちゃん、頭割られちゃったこともあるぞ。

ケイト：アレはよそ見のせいでしょうが（笑）。







●ハヌマーン
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ケイト：超スピードで動けるようになるよ。あとは、振動……というか音を操ることができる。

司：葵さんの時は、それで全員が助かったしな。

結希：…………。

ケイト：まあ、ね……。

永斗：なんの話だ？　兄ちゃんわからんぞ？

司：少しは、物事をおぼえておけよ！（笑）




●モルフェウス
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永斗：これ！　これこそ俺の能力！　サイコー！　ステキー！　カッコイー！

司：うるせぇ！　少しは説明しろ！（笑）

永斗：ぬう。ならば、よーく聞けい。我が能力は薔薇を銃に変える能力！　すなわち……

ケイト：物を変異させる能力でしょ。じゃ、次。







●ノイマン
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司：はいよ。支部長さんの出番だ。

結希：うん。ノイマンは〝天才になる〟シンドロームね。オールラウンドに活躍できるの。

ケイト：ひょっとしてＵＧＮの偉い人にノイマンが多いのは、その能力のせい？

結希：そ。指導者になる能力もノイマンの能力のひとつだからね。




●オルクス
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永斗：司、お前の番だぞ。

司：おう。オルクスってのは自分の〝領域〟を作って、その中の物を自在に操る能力だな。地面から土の槍を出すのもその一つってわけだ。

永斗：簡単に言えば、〝領域〟の中で好き勝手をする能力だな？

司：身もフタもねえ……まちがってないがよ。







●サラマンダー
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結希：炎と氷、両極端な力を併せ持つシンドロームね。……司さんは、氷だけでしたっけ？

司：まあな。氷のほうが性に合ってるんでね。

ケイト：つかちゃんのイメージにあうよな。

永斗：はっはっは。ええ、同感だとも。

司：ケイトはともかく、兄貴に言われるとムカつくのはなんでだ……。




●ソラリス
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結希：化学物質を体内で生成する能力ね。幻覚を見せたり、傷を治療するのが得意みたい。

ケイト：前衛としては、こういう能力の人がサポートについてくれるとありがたいんだよなあ。

永斗：防御型のサポート要員いないからな。

結希：サポート、あなたモルフエウスも可能ですけどね……。









ゲームマスター編





結希：じゃ、ここからはＧＭからでそうな質問や、ルール的な質問に答えていきまーす。




■侵蝕率ってなに？

ケイト：あ、これは分かる。レネゲイドがどれだけ活性化してるか、だよね。

司：そうそう、これを忘れるとジャーム化とか、色々大変なことになるからな。……まあ、気にしてなさそうなやつもいるんだけどさー。

永斗：ん？　なんだ？　呼んだか、司。

司：自覚あるのかよ、兄貴！（笑）




■タイタスってなに？

結希：これが最後ね。タイタスは〝喪失したロイス〟のこと。そのロイスが死んだり、裏切ったりした時に得られるポイントね。使用することで、信じられない力を出すことができるの。

司：ロイスを失う代わりに、力を得るってイメージかな。

ケイト：ダイスを10個増やしたり、ＨＰを回復させたりできるからね。

永斗：それはすばらしい！　では、次々とタイタスを作ってくれよう！

ケイト：いや、作りすぎると色々と大変なんだけど……つかちゃん、どーしちゃったの、アレ？

司：さあなあ？　兄弟でも何考えてるか分からないからな、アレは（笑）。







■さいごに

司：これで、だいたいの質問に答えたかな。

ケイト：そーだね。あとはゲームをしてもらえればもっとよく分かるんじゃないかな。

永斗：そうだ。そして皆、私のような伝説になろうじゃないか。

司：イヤすぎだろ、それは（笑）。

結希：ほんとはもっともっといろんな質問に答えたいんだけど、時間が無くて……。ごめんなさい。……じゃ、次の機会に！

一同：まったね～！

[image: ]









　　　超あとがき




　とゆーわけで。

　みなさん、はじめまして。……知ってる人は、こんにちは（笑）。

　きくたけでございます。

　いや、本名は菊池たけしともうします。

　いちおー知らない人のために自己紹介などをひとつ。

　今を遡さかのぼることウン年前……純真無む垢くだった高校生時代のとある運命の日、私はテーブルトークＲＰＧに出会いました。その二年後には〝げぇむ業界〟なる魔の巣窟で雑誌に記事なんぞ書くよーになっていたわけで……。

　……その日より。書いたリプレイ五万本！（……少なく見積もっても大小あわせて七〇～八〇本）。それに加えて誌上読者参加ゲームなる記事（なぜかほとんど美少女もので、作った美少女キャラは先日、とうとう八十人を越えました）ばーっかり書いて今日この日にいたっております。

　ここまでＴＲＰＧリプレイと美少女読者参加ゲームに特化した物書き、というのもなかなかいないと自負しておりますので、見かけたら優しい言葉と共に保護してくださると幸いです。

　自己紹介、終わり。

　……死ぬほどてきとーな自己紹介だな…………。




　で、ここからが本題（おい）。

　これまでリプレイを書く、と言えば自分のデザインしたゲーム（現行製品ですと、『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』……いずれもエンターブレイン刊）が中心となるんですが……今回は、まだ発売もされていない別の人（つーても同じ会社の人間ですが）が作った新システム！　ちょっと緊きん張ちようと不安と爆ばく笑しようと大爆笑しまくりでした。

　ところで、リプレイを書いていると、必ずと言っていいほどこんな質問を受けます。

「これ、プレイヤーの人たち、ほんとにこんなふうにしゃべってるんですか？」

　言いたい気持ちはわかります。

　私が読者だったら、ぜーったいに同じコトを言ってます。

　特に上月永斗のプレイヤー・田中天！　なんで貴様は文字で表現不可能なニュアンスでしゃべるのだっ!?　それと、ケイトを演じたかわたな。あんたのセリフは、あいかわらずウソくさいまでにかっこいいぞ（笑）。さすがは我が社の〝ザ・主人公〟だ。なにをかくそうこの男、プレイ中にあらかじめ起こりうるイベントとストーリーを先読みして、それにあったセリフを頭の中でガシガシ考えているってんだから恐れ入る。絶対私にゃマネできん（笑）。

　脇役のはずの矢野くんはなにやら天と組んでツッコミいれて騒ぎまくるし……おかげでヒロインの藤井さんが影薄くなっちまったじゃないか!?（笑）

　えー、読者のみなさま。

　薬王寺結希の活躍につきましては、『ダブルクロス』リプレイ第２巻にご期待ください。

　いや、そんな予定は現在、まったくありませんが（笑）。

　とにかく「リプレイは、プレイの臨場感を伝えるのが第一！」をモットーとする私にとって、今回は地じ獄ごくのような仕事となりました（面白かったけど）。

　……まあ、なにはともあれ。

　富士見書房では新参者の私が書くこのリプレイ。

　あまりのショッキングさに、みなさんがショック死しないことと……いつまでもあなたの心に残ることを祈って───。





二〇〇二年十二月十二日　菊池たけし












ダブルクロス・リプレイ




闇に降る雪




─Queen of Blue─







菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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